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凡
例 

 

一
、
カ
ン
ト
の
著
作
、
書
簡
、
遺
稿
、
講
義
録
は
ア
カ
デ
ミ
ー
版
カ
ン
ト
全
集 K

ant’s gesam
m

elte Schriften. 
H

erausgegeben von der K
öniglich Preu

ßischen A
kadem

ie der W
issenschaften (1905 ff.). 

を
用

い
た
。
こ
れ
ら
の
引
用
お
よ
び
参
照
は
、
本
文
中
に
（
略
号
・
ア
カ
デ
ミ
ー
版
所
収
巻
数
・
頁
数
）
と
い
う
形
式

で
記
す
。
た
だ
し
『
純
粋
理
性
批
判
』
は
原
書
第
二
版
を
Ｂ
、
第
一
版
を
Ａ
と
し
て
原
書
頁
数
を
並
記
す
る
。
ま

た
『
ド
ー
ナ
記
の
人
間
学
講
義
』
は
コ
ヴ
ァ
レ
ヴ
ス
キ
ー
版
に
所
収
な
の
で
、K

o. 

と
記
す
。
な
お
、
引
用
文
中

の
〔 

〕
は
、
引
用
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。 

 

・  G
rundlegung zur M

etaphysik der Sitten, 1785, B
d. IV.  

・  K
ritik der reinen Vernunft, 1787. 

・ 
K

ritik der praktischen Vernunft, 1788, B
d. V. 

・ Ü
ber das M

ißlingen aller philosophischen Versuche in der Teodicee, 1791, B
d. V

III. 
 
 

 

・ D
ie Religion innerhalb der G

renzen der bloßen Vernunft, 1794, B
d. V

I. 

・ 
Verk

ündigung des nahen Abschlusses eines Tractats zum
 ew

igen Frieden in der 
Philosophie von Im

m
anuel kant, Professor zu K

önigsberg, 1796, B
d. V

III.  

・ 
M

etaphysik der Sitten, 1797, B
d. V

I.  

・ 
Ü

ber ein verm
eintes Recht aus M

enschenliebe zu lügen, 1797, B
d .V

III.  

・ Anthropologie in pragm
atischer H

insicht, abgefa
ßt von Im

m
anuel K

ant, 1798, B
d. V

II.  

・ Im
m

anuel K
ant über Pädagogik. H

erausgeben von D
. Friedrich Theodor Rink, 1803, B

d. 
IX. 

 

・ 
M

oralphilosophie Collins, 1784/85 [?], B
d. XXV

II.  

・ 
M

oral M
rongovius, 1782 [?], B

d. XXV
II. 

・ 
Vorlesungen über M

oralphilosophie (Pow
alski), 1782/83[?], B

d. XXV
II.  

・ Vorlesungen über Anthropologie (D
ohna), 1791/92, E

rstveröffentl. K
ow

alew
ski (1924). 

・ Briefw
echsel (1747-1803), B

d. XI.  

・ Bem
erkungen zu den Beobachtungen über das G

efühl des Sch
önen und Erhabenen, 1764, 

B
d. XX.  

・  A
. G

. Baum
garten, Ethica philosophica, 1763, B

d. XXV
II.  

  

一
、
参
考
に
し
た
邦
訳 

 

・ 

『
人
倫
の
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』
、
平
田
俊
博
訳
（
『
カ
ン
ト
全
集
七 

実
践
理
性
批
判 

人
倫
の
形
而
上

学
の
基
礎
づ
け
』
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
所
収
）
。 
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・ 
『
実
践
理
性
批
判
』
、
坂
部
恵
・
伊
古
田
理
訳
、（
『
カ
ン
ト
全
集
七 

実
践
理
性
批
判 

人
倫
の
形
而
上
学
の

基
礎
づ
け
』
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
所
収
）
。 

・ 

『
弁
神
論
に
お
け
る
一
切
の
哲
学
的
試
み
の
失
敗
に
つ
い
て
』、
福
谷
茂
訳
（
『
カ
ン
ト
全
集
一
三 

批
判
期

論
集
』
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
所
収
）。 

・ 

『
哲
学
に
お
け
る
永
遠
平
和
条
約
の
締
結
が
間
近
い
こ
と
の
告
示
』
、
遠
山
義
孝
訳
（
『
カ
ン
ト
全
集
一
三 

批

判
期
論
集
』
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
所
収
）
。 

・ 

『
人
倫
の
形
而
上
学
』
、
吉
澤
傳
三
郎
・
尾
田
幸
雄
訳
、（
『
カ
ン
ト
全
集
第
一
一
巻
』、
理
想
社
、
昭
和
四
四

年
所
収
）
。 

・ 

『
人
間
愛
か
ら
嘘
を
つ
く
権
利
と
称
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
』
、
谷
田
信
一
訳
（
『
カ
ン
ト
全
集
一
三 

批
判

期
論
集
』
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
所
収
）
。 

・  

『
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
に
よ
り
著
さ
れ
た
実
用
的
見
地
に
お
け
る
人
間
学
』
、
渋
谷
治
美
訳
（
『
カ
ン
ト
全

集
一
五 

人
間
学
』
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
所
収
）。 

・ 

『
教
育
学
』
、
加
藤
泰
史
訳
（
『
カ
ン
ト
全
集
一
七 

論
理
学
・
教
育
学
』
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
所
収
）
。 

・ 
 

『
コ
リ
ン
ズ
記
の
道
徳
哲
学
』
、
御
子
柴
善
之
訳
（
『
カ
ン
ト
全
集
二
〇 

講
義
録
Ⅱ
』
、
岩
波
書
店
、
二
〇

〇
二
年
所
収
）。 

・ 

書
簡
（
『
カ
ン
ト
全
集
二
一 

書
簡
Ⅰ
』
、
北
尾
宏
之
・
竹
山
重
光
・ 
望
月
俊
孝
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九

年
所
収
お
よ
び
『
カ
ン
ト
全
集
二
二 

書
簡
Ⅱ
』
、
木
阪
貴
行
・
山
本
精
一
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）。 

・ 

「
『
美
と
崇
高
の
感
情
に
関
す
る
観
察
』
へ
の
覚
え
書
き
」
久
保
光
志
訳
（
『
カ
ン
ト
全
集
一
八 

諸
学
部
の

争
い 

遺
稿
集
』
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
所
収
）
。 

  

一
、
略
号
表 

 

・ 
G

r.

：G
rundlegung zur M

etaphysik der Sitten.  

・ 
K

rV
. 

：K
ritik der reinen Vernunft. 

・ 
K

pV. 

：K
ritik der praktischen Vernunft. 

・ 
Teodicee.

：Ü
ber das M

ißlingen aller philosophischen Versuche in der Teodicee.  

・ 
Rel. 

：D
ie Religion innerhalb der G

renzen der bloßen Vernunft. 

・ 
Verk

ündigung. 

：Verk
ündigung des nahen Abschlusses eines Tractats zum

 ew
igen Frieden 

in der Philosophie von Im
m

anuel kant, Professor zu K
önigsberg.  

・ 
M

S. 

：M
etaphysik der Sitten. 

・ 
Lüge.

：Ü
ber ein verm

eintes Recht aus M
enschenliebe zu lüge. 

・ Anth. 

：Anthropologie in pragm
atischer H

insicht, abgefa
ßt von Im

m
anuel K

ant.  

・ Päd. 

：Im
m

anuel K
ant über Pädagogik. H

erausgeben von D
. Friedrich Theodor Rink. 

・ 
Collins.

：M
oralphilosophie Collins.  

・ 
M

rongovius.

：M
oral M

rongovius.  
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・ 
Pow

alski. 

：Vorlesungen über M
oralphilosophie (Pow

alski). 
・ Vorl.Anth. 

：Vorlesungen über Anthropologie (D
ohna). 

・ Brief(N
r). 

：Briefw
echsel .  

・ Bem
erkungen. 

：Bem
erkungen zu den Beobachtungen über das G

efühl des Sch
önen und 

Erhabenen .  

・ 
Ethica . 

： A
. G

. B
aum

garten, Ethica philosophica. 
  

一
、
嘘
に
関
わ
る
語
に
つ
い
て
、
本
論
文
で
は
、
ラ
テ
ン
語
のm

endacium

を
ド
イ
ツ
語
のLüge

に
対
応
さ

せ
、
両
方
を
「
嘘
」
と
訳
す
。
ラ
テ
ン
語
のfalsiloquium

は
、「
偽
言
」
と
訳
す
。
ま
た
、W

ahrheit

は
「
真

理
」
、U

nw
ahrheit

は
「
非
真
理
」
、W

ahrhaftigkeit

は
「
真
実
」
あ
る
い
は
文
脈
に
応
じ
て
「
誠
実
」
、

U
nw

ahrhaftigkeit

は
「
不
真
実
」
あ
る
い
は
「
不
誠
実
」
と
訳
す
。 

                        



 6

 

序 

 

カ
ン
ト
ほ
ど
、
人
間
の
行
為
の
道
徳
性
を
論
じ
る
と
き
に
嘘
の
問
題
を
扱
っ
た
哲
学
者
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

彼
の
嘘
へ
の
言
及
は
、
一
七
六
〇
年
代
の
覚
書
か
ら
は
じ
ま
り
、
一
七
九
〇
年
代
末
の
小
論
文
に
至
る
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。
カ
ン
ト
に
と
っ
て
嘘
と
は
、
向
き
合
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

特
別
な
主
題
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

カ
ン
ト
の
嘘
論
と
い
え
ば
、
と
か
く
一
七
九
七
年
の
『
人
間
愛
か
ら
嘘
を
つ
く
権
利
と
称
さ
れ
る
も
の
に
つ
い

て
』
（
以
下
『
嘘
』
論
文
と
呼
ぶ
）
が
有
名
で
あ
り
、
そ
こ
で
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
、
「
人
殺
し
に
追
わ
れ

て
い
る
友
人
を
助
け
る
た
め
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
殺
し
に
対
し
て
嘘
を
つ
く
こ
と
は
誠
実
の
義
務
に
反
し
て
い

る
」
と
い
う
主
張
は
読
者
に
強
い
印
象
を
残
す
。
私
た
ち
の
道
徳
的
感
覚
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
カ

ン
ト
の
こ
の
立
場
は
、
彼
の
倫
理
学
の
い
わ
ゆ
る
形
式
主
義
的
・
厳
格
主
義
的
性
格
の
代
表
と
し
て
し
ば
し
ば
批

判
の
的
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
ま
た
、
カ
ン
ト
が
嘘
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
こ
の
論
文
以
外
に

も
非
常
に
多
く
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
『
嘘
』
論
文
以
外
の
諸
テ
キ
ス
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
と
、
そ
れ

ら
の
諸
テ
キ
ス
ト
と
『
嘘
』
論
文
で
の
主
張
と
の
間
と
に
は
、
嘘
に
対
す
る
カ
ン
ト
の
一
貫
し
た
姿
勢
と
、
必
ず

し
も
一
貫
し
な
い
主
張
の
揺
れ
と
の
両
方
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

し
た
が
っ
て
本
論
考
で
は
、
カ
ン
ト
の
諸
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
嘘
へ
の
言
及
箇
所
を
網
羅
す
る
こ
と
に
眼
目
を

置
く
。
そ
の
上
で
、
倫
理
学
的
主
著
で
の
主
張
に
立
脚
し
な
が
ら
、
最
晩
年
の
『
嘘
』
論
文
の
解
釈
を
行
い
た
い
。 

ま
ず
導
入
と
し
て
、
カ
ン
ト
以
前
の
西
洋
哲
学
に
お
け
る
嘘
論
を
概
観
し
た
あ
と
、
第
一
章
・
第
二
章
で
『
嘘
』

論
文
以
外
の
著
作
に
お
け
る
カ
ン
ト
の
嘘
論
の
主
要
な
諸
論
点
を
整
理
し
、
最
後
に
三
・
四
章
で
『
嘘
』
論
文
を

見
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
が
、
年
代
的
に
最
後
期
に
位
置
し
、
か
つ
、
そ
の
特
殊
な
成
立
経
緯
か
ら

し
て
も
一
定
の
特
別
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
『
嘘
』
論
文
に
ふ
さ
わ
し
い
と
私
は
考
え
る
。
ま
た
、

『
嘘
』
論
文
に
登
場
す
る
論
点
の
ほ
と
ん
ど
は
、
『
嘘
』
論
文
以
外
の
著
作
に
出
て
く
る
の
で
、『
嘘
』
論
文
を
考

察
す
る
こ
と
は
、
必
然
的
に
『
嘘
』
論
文
以
外
の
著
作
で
の
主
張
に
立
ち
戻
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
カ
ン
ト
の
す
べ
て
の
嘘
論
を
相
互
に
関
係
づ
け
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。 

第
一
・
二
章
で
対
象
と
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
主
に
『
人
倫
の
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』（
一
七
八
五
年
）
、『
実
践

理
性
批
判
』
（
一
七
八
八
年
）、
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
（
一
七
九
七
年
）
、『
人
間
学
』
（
一
七
九
八
年
）、
『
教
育
学
』

（
一
八
〇
三
年
）
、
一
七
九
〇
年
代
の
諸
論
文
、
一
七
七
〇
年
代
～
八
〇
年
代
の
倫
理
学
的
諸
講
義
録
の
ほ
か
、『
純

粋
理
性
批
判
』（
一
七
八
七
年
）
、
『
単
な
る
理
性
の
限
界
内
の
宗
教
』（
一
七
九
四
年
）
、
書
簡
、
遺
稿
で
あ
る
。 

第
一
章
で
は
、
カ
ン
ト
の
嘘
論
で
年
代
・
著
作
に
か
か
わ
ら
ず
一
貫
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
主
張
を
、「
真
実
／

嘘
」
の
対
立
、「
内
的
な
嘘
」
の
概
念
、
言
語
と
嘘
の
関
係
、
嘘
の
悪
さ
は
何
に
存
す
る
か
と
い
う
論
点
に
分
け
て

考
察
し
て
い
く
。
特
に
、
嘘
の
悪
さ
は
、
形
式
的
矛
盾
、
嘘
の
格
率
の
普
遍
化
不
可
能
性
、
嘘
が
人
間
社
会
性
の

毀
損
、
そ
し
て
人
間
性
の
毀
損
と
い
う
四
つ
の
観
点
か
ら
論
じ
ね
ば
な
ら
な
い
込
み
入
っ
た
問
題
で
あ
る
。
し
か

し
こ
の
分
析
に
よ
っ
て
、
嘘
の
悪
さ
を
考
え
る
と
き
の
カ
ン
ト
の
独
自
の
視
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。 

第
二
章
で
は
、
カ
ン
ト
の
嘘
論
の
中
で
も
扱
い
に
注
意
を
要
す
る
諸
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
は
第
一
に
、
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誠
実
の
義
務
を
義
務
論
体
系
の
う
ち
に
位
置
づ
け
る
と
き
の
カ
ン
ト
の
や
り
方
に
揺
れ
が
見
ら
れ
る
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
第
二
の
問
題
は
、
カ
ン
ト
に
と
っ
て
す
べ
て
の
嘘
が
許
さ
れ
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
社
交
上
の
世
辞
と
「
窮
余
の
嘘
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
と
り
わ
け
問
題
に
し
た
い
の
は
、
後
者
に
関
し

て
カ
ン
ト
は
あ
る
箇
所
で
は
こ
れ
を
認
め
る
よ
う
な
書
き
方
を
し
な
が
ら
、
別
の
箇
所
で
は
認
め
な
い
書
き
方
を

し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
カ
ン
ト
の
懸
念
が
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
と
私
は
考
え
る
。
そ
れ
は
、
こ

の
嘘
の
容
認
は
、
誠
実
の
法
則
に
対
す
る
例
外
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
例
外
は
定
言
命
法
の
必

然
性
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

第
一
章
・
第
二
章
で
の
考
察
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
第
三
章
で
は
『
嘘
』
論
文
の
解
釈
に
取
り
組
む
。
ま
ず
論

文
発
表
の
経
緯
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、
本
文
中
の
論
敵
で
あ
る
コ
ン
ス
タ
ン
の
、
誠
実
の
義
務
に
対
し
て
「
中
間

的
原
則
」
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
ま
と
め
た
上
で
、
カ
ン
ト
の
反
論
を
次
の
論
拠
に
分
け
て
整
理
す
る
。

す
な
わ
ち
、
「
言
明
に
お
け
る
真
実
は
人
間
の
無
条
件
的
な
義
務
で
あ
る
」
、
嘘
の
悪
さ
は
人
間
性
一
般
あ
る
い
は

法
の
源
泉
を
汚
す
点
に
あ
る
、
行
為
と
そ
こ
か
ら
生
ず
る
帰
結
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
法
あ
る
い
は
原
則

に
は
例
外
を
認
め
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
論
拠
で
あ
る
。 

 

最
後
に
第
四
章
で
は
、
カ
ン
ト
の
『
嘘
』
論
文
の
解
釈
史
を
概
観
し
、
そ
の
代
表
格
で
あ
る
ペ
イ
ト
ン
の
解
釈

を
紹
介
す
る
。
ペ
イ
ト
ン
の
主
張
の
核
は
「
カ
ン
ト
は
道
徳
法
則
に
対
し
て
必
要
な
例
外
を
認
め
損
ね
て
い
る
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ペ
イ
ト
ン
は
こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
カ
ン
ト
の
諸
テ
キ
ス
ト
を
、
窮
余
の
嘘
の

容
認
と
い
う
関
心
か
ら
検
討
し
て
い
る
の
だ
が
、
ペ
イ
ト
ン
の
検
討
は
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、

こ
れ
に
対
す
る
修
正
を
加
え
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
切
の
嘘
を
拒
絶
す
る
と
い
う
こ
と
は
カ
ン
ト
が
そ
の

生
涯
で
嘘
と
対
決
す
る
中
で
到
達
し
た
結
論
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
最
後
に
、
カ
ン
ト
が
嘘
を
通
じ
て
描

き
出
そ
う
と
し
た
道
徳
的
世
界
の
眺
め
、
あ
る
い
は
理
性
的
存
在
者
と
し
て
の
人
間
の
あ
り
方
は
ペ
イ
ト
ン
ら
と

ど
う
違
う
の
か
を
示
唆
し
て
論
を
閉
じ
た
い
。 
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導
入 
カ
ン
ト
以
前
の
嘘
論 

  

シ
セ
ラ
・
ボ
ク
や
、
ガ
イ
ス
マ
ン
ら
に
よ
る
嘘
論
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
般
に
、
嘘
に
関
す
る
は
っ
き
り
と
し
た
理

論
が
現
れ
る
の
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
る1

。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
よ
れ
ば
、
嘘
と
は
、
心

で
あ
る
一
つ
の
こ
と
を
思
い
、
他
人
を
欺
く
意
図
か
ら
、
心
で
思
っ
て
い
る
こ
と
と
は
別
の
こ
と
を
言
う
こ
と
で

あ
る2

。
人
間
が
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
言
語
能
力
は
、
自
分
の
考
え
を
他
人
に
伝
え
る
目
的
を
も
っ
て
い
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
言
語
を
嘘
を
つ
く
た
め
に
用
い
る
こ
と
は
神
の
目
的
に
反
す
る
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
人
間

の
魂
を
汚
す
こ
と
で
あ
る
と
彼
は
考
え
た
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
嘘
を
こ
の
よ
う
に
定
義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

す
べ
て
の
故
意
の
偽
な
る
証
言
を
嘘
と
し
て
断
罪
す
る
。
し
か
し
彼
は
同
時
に
、
病
人
を
励
ま
す
た
め
に
つ
く
嘘

（
善
意
の
嘘
）
や
、
暴
力
や
汚
辱
の
脅
迫
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
つ
く
嘘
（
窮
余
の
嘘
）
の
罪
を
、
ほ
か
の
嘘
よ
り

も
軽
く
し
よ
う
と
試
み
て
も
い
る
。
彼
は
嘘
を
八
つ
の
分
類
に
分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
嘘
の
罪
の
重
さ
に
差
を

設
け
た
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
す
べ
て
の
嘘
が
罪
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
嘘
で
も
賞
賛
の

対
象
に
な
り
え
な
い
、
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
主
張
す
る
。 

 

す
べ
て
の
嘘
は
罪
で
あ
る
と
い
う
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
厳
格
な
立
場
は
、
そ
れ
以
降
の
嘘
の
理
論
に
非
常
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
も
大
筋
で
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
嘘
論
に
し
た
が
っ
て
い

る
が
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
立
場
を
や
や
穏
や
か
に
し
た
と
い
う
印
象
が
あ
る
。
ト
マ
ス
は
嘘
を
三
つ
の
種
類

に
分
け
た
。
一
つ
は
、
善
意
か
ら
の
嘘
、
二
つ
目
は
冗
談
で
口
に
す
る
ふ
ざ
け
た
嘘
、
三
つ
目
は
人
を
害
す
る
た

め
の
嘘
で
あ
る
。
ト
マ
ス
も
す
べ
て
の
嘘
は
嘘
で
あ
る
と
見
な
し
た
が
、
三
つ
目
の
嘘
の
み
が
大
罪
で
あ
り
ほ
か

の
二
つ
は
そ
れ
ほ
ど
重
い
罪
と
見
な
さ
な
か
っ
た3

。 

次
第
に
教
会
内
部
で
は
罪
の
許
し
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
起
こ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
一
つ
が
「
心
中
留
保
」
の

問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
心
で
思
っ
て
い
る
こ
と
と
は
別
の
こ
と
を
故
意
に
言
う
、
と
い
う
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

の
嘘
の
定
義
か
ら
、
故
意
性
を
取
り
除
こ
う
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
医
者
が
熱
の
あ
る
患
者
に
対
し

て
、
「
あ
な
た
は
熱
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
と
き
、
心
の
中
で
（
あ
な
た
の
よ
う
な
身
体
的
状
況
の
も
と
で
は
）

と
条
件
を
加
え
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
心
中
留
保
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
論
争
が
生
じ
、
パ
ス
カ
ル
は

こ
れ
を
許
す
立
場
に
対
し
反
論
を
行
っ
て
い
る4

。 

 

そ
し
て
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
は
、
意
図
的
な
非
真
理
の
言
明
が
す
べ
て
嘘
と
見
な
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
言
う
た

め
に
、
嘘
は
、
言
明
を
受
け
取
る
側
が
も
つ
、
言
明
を
判
断
す
る
自
由
に
対
す
る
権
利
を
毀
損
す
る
場
合
に
の
み

嘘
に
な
る
と
い
う
定
義
を
打
ち
出
し
た5

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
盗
賊
が
人
か
ら
無
理
に
真
実
の
言
明
を

                                        

         

 
1 

嘘
論
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
シ
セ
ラ
・
ボ
ク
『
嘘
の
人
間
学
』（
古
田
暁
訳
、
テ
イ
ビ
ー
エ
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九

八
二
年
）
、
お
よ
び
、Herausgegeben von G

eorg G
eism

ann und H
ariolf O

berer, K
ant und das Recht der 

Lüge, K
önigshausen und N

eum
ann, 1986, E

inleitung. 

を
参
考
に
し
た
。 

2 

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
エ
ン
キ
リ
デ
ィ
オ
ン
』
第
三
章
。 

3 

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
『
神
学
大
全
』
二
、
二
、
一
一
〇
、
一
。 

4 

パ
ス
カ
ル
『
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
シ
ャ
ル
書
簡
』
。 

5 

グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
『
戦
争
と
平
和
の
法
に
つ
い
て
』
第
三
巻
、
一
‐
二
章
。 
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引
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
と
き
、
盗
賊
は
言
明
に
対
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
盗
賊
に
対
し
て
嘘

を
言
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
厳
密
な
意
味
で
嘘
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
嘘
の
定
義
に
制
限
を
与
え
て
一

定
の
嘘
を
免
罪
す
る
立
場
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
以
前
の
嘘
論
に
お
い
て
は
む
し
ろ
一
般
的
で
あ
っ
た
。 

 

グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
方
向
を
引
き
継
ぎ
、
一
八
世
紀
の
ド
イ
ツ
で
は
嘘
と
は
他
人
を
害
す
る
も
の
の
み
を
指
す
、

と
い
う
考
え
が
主
流
で
あ
っ
た
。
ヴ
ォ
ル
フ
は
、
い
わ
ゆ
る
『
ド
イ
ツ
語
倫
理
学
』
の
「
他
人
に
対
す
る
義
務
」

と
い
う
項
目
の
中
で
、
嘘
を
、
「
他
人
に
害
を
も
た
ら
す
非
真
理
の
発
言
」
と
定
義
し
て
い
る6

。
し
た
が
っ
て
、

ヴ
ォ
ル
フ
に
よ
れ
ば
、
誰
を
も
害
さ
な
い
嘘
は
嘘
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
嘘
は
単
に
「
虚
偽
（Verstelluung

）」

と
呼
ば
れ
る
。
さ
ら
に
、
誰
に
対
し
て
も
無
害
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
も
っ
と
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
よ
う

な
場
合
に
は
、
嘘
は
義
務
で
す
ら
あ
る
、
と
ヴ
ォ
ル
フ
は
言
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
の
例
と
し
て
、
彼
は
、
自
分

の
家
に
敵
が
来
て
、
そ
の
敵
が
追
っ
て
い
る
者
が
家
に
逃
げ
込
ん
で
い
る
か
ど
う
か
を
訪
ね
る
と
い
う
例
を
挙
げ

て
い
る
。
こ
れ
は
カ
ン
ト
の
『
嘘
』
論
文
と
ま
っ
た
く
同
じ
例
で
あ
る
が
、
同
時
代
の
道
徳
学
者
ミ
ヒ
ャ
エ
リ
ス

が
彼
の
『
道
徳
学
』
の
中
で
も
扱
っ
て
い
る
よ
う
に
、
窮
余
の
嘘
が
問
題
に
な
る
場
合
に
こ
の
例
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
は
ス
コ
ラ
哲
学
の
時
代
か
ら
し
ば
し
ば
あ
っ
た
ら
し
い
。
題
材
そ
の
も
の
は
旧
約
聖
書
の
一
節
に
よ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る7

。 

 

そ
し
て
、
カ
ン
ト
が
倫
理
学
・
道
徳
学
の
講
義
で
ほ
と
ん
ど
常
に
用
い
て
い
た
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
教
科
書
『
哲

学
的
倫
理
学
』
で
も
、
ヴ
ォ
ル
フ
と
同
様
の
嘘
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
は
ま
ず
偽
り
の
発
言

（falsiloquium

）
一
般
を
、「
論
理
的
な
偽
言(falsiloquium

 logicum
)

」
、
す
な
わ
ち
た
ん
に
事
実
と
異
な
る

発
言
（
ヴ
ォ
ル
フ
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
虚
偽
（Verstellung

）
」
に
対
応
す
る
）
と
、「
道
徳
的
な
偽
言
（falsiloquium

 
m

orale

）
」
、
す
な
わ
ち
自
分
の
心
と
一
致
し
な
い
発
言
と
に
分
け
た
上
で
、「
他
人
に
害
を
与
え
る
道
徳
的
偽
言
」

の
み
が
「
嘘
（m

endacium
/Lüge

）
」
と
呼
ば
れ
る
と
し
た8

。
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
は
、
他
人
へ
の
害
の
与
え
方

に
基
づ
い
て
「
外
的
に
（
法
律
的
に
）
他
人
を
害
す
る
嘘
」
と
「
内
的
に
（
道
徳
的
に
）
他
人
を
害
す
る
嘘
」
と

を
区
別
し
、
そ
の
両
方
と
も
避
け
る
こ
と
が
義
務
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が9

、
と
も
か
く
こ
こ
か
ら
言
え
る
の
は
、

バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
が
、
他
人
を
害
さ
な
い
発
言
は
嘘
と
み
な
さ
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に
彼

は
、
嘘
と
み
な
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
、
他
人
に
対
す
る
真
実
の
義
務
が
、
そ
れ
よ
り
も
大
き
な
自
分
自
身
に
対

す
る
義
務
（
た
と
え
ば
自
分
の
生
命
の
維
持
）
と
衝
突
す
る
場
合
に
つ
く
「
窮
余
の
嘘
（m

endacia necessitatis

）」

や
、
他
人
に
対
す
る
よ
り
大
き
な
義
務
と
衝
突
す
る
場
合
に
つ
く
「
義
務
の
た
め
の
嘘
」
、
予
期
せ
ぬ
感
情
的
な
喜

び
を
表
す
た
め
に
つ
く
「
冗
談
の
嘘
」
と
い
う
概
念
を
認
め
た1

0

。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
伝
統
的
な
嘘
論
に
は
、
一
方
で
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
か
ら
始
ま
る
、「
す
べ
て
の
故
意
の
非

真
理
の
言
明
は
嘘
で
あ
る
」
と
し
て
嘘
の
単
純
な
定
義
を
掲
げ
る
厳
格
な
立
場
と
、
他
方
で
は
ヴ
ォ
ル
フ
・
バ
ウ

                                        

         

 
6 D

eutsche Ethik. §981. 
7 

ヨ
シ
ュ
ア
記
二-

一
。 

8 Ethica(1763). §343/ §344, XXV
II 971.

ま
た
、
訳
語
に
関
し
て
注
記
し
て
お
く
と
、
こ
の
箇
所
で
バ
ウ
ム
ガ
ル

テ
ン
は
ラ
テ
ン
語
のm

endacium

を
ド
イ
ツ
語
のLüge

に
対
応
さ
せ
て
い
る
。
カ
ン
ト
は
こ
の
伝
統
に
し
た
が
っ
て

い
る
。
も
っ
と
も
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
嘘
の
定
義
に
つ
い
て
は
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
の
だ
け

れ
ど
も
。 

9 Ethica(1763). §344, XXV
II 971. 

10 ibid. 
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ム
ガ
ル
テ
ン
の
よ
う
な
、「
他
人
を
害
す
る
故
意
の
非
真
理
の
言
明
だ
け
が
嘘
で
あ
る
」
と
し
て
嘘
の
定
義
に
制
限

を
加
え
る
比
較
的
穏
や
か
な
立
場
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
カ
ン
ト
は
、
後
者
が
主
流

で
あ
っ
た
当
時
の
ド
イ
ツ
に
あ
っ
て
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
的
な
、
嘘
に
対
す
る
厳
し
い
立
場
に
立
ち
戻
っ
て
い

る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。 
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第
一
章 
『
嘘
』
論
文
以
外
の
著
作
に
お
け
る
カ
ン
ト
の
嘘
論
Ⅰ 

―
― 

嘘
の
定
義 

 

カ
ン
ト
以
前
の
西
洋
哲
学
に
お
け
る
嘘
論
の
概
要
を
掴
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
カ
ン
ト
の
嘘
論
へ
と
移
ろ
う
。
ま
ず

本
章
で
は
、『
嘘
』
論
文
以
外
の
著
作
に
お
い
て
カ
ン
ト
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
嘘
を
論
じ
て
い
る
の
か
を
、
大
ま

か
な
論
点
ご
と
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
扱
う
テ
キ
ス
ト
は
、
『
人
倫
の
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』
（
一
七
八
五

年
）
、『
実
践
理
性
批
判
』（
一
七
八
八
年
）、『
人
倫
の
形
而
上
学
』（
一
七
九
七
年
）
の
倫
理
学
の
著
作
、『
純
粋
理

性
批
判
』
（
一
七
八
七
年
）
、『
人
間
学
』
（
一
七
九
八
年
）、
『
教
育
学
』（
一
八
〇
三
年
）
、
一
七
九
〇
年
代
の
諸
論

文
、
一
七
七
〇
年
代
～
八
〇
年
代
の
倫
理
学
的
諸
講
義
録
、
書
簡
、
遺
稿
で
あ
る
。 

  

第
一
節 

真
実
と
嘘 

 

「
真
／
偽
」
と
「
真
実
／
嘘
」
の
区
別 

カ
ン
ト
に
よ
る
嘘
（Lüge/m

endacium

）
の
も
っ
と
も
一
般
的
な
定
義
と
は
、
嘘
と
は
「
自
分
の
考
え
を
言

い
表
す
に
当
た
っ
て
の
す
べ
て
の
故
意
の
非
真
理
〔eine jede vorsätzliche U

nw
ahrheit in Ä

u
ßerung 

seiner G
edanken

〕」（M
S .V

I 429

）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
自
分
の
考
え
を
だ
れ
か
に
言
葉
を
通
じ
て
伝
達

し
な
が
ら
、
し
か
も
そ
の
言
葉
が
、
話
し
手
が
そ
の
際
に
考
え
て
い
る
こ
と
と
は
逆
の
こ
と
を
（
故
意
に 

absichtlich

）
含
ん
で
い
る
」
（M

S. V
I 429

）
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
の
著
作
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
い
る

カ
ン
ト
の
立
場
で
あ
る11

。
こ
の
定
義
に
お
い
て
は
考
察
さ
れ
る
べ
き
要
素
は
、
第
一
に
真
実
、
第
二
に
故
意
、

第
三
に
言
語
で
あ
る
。 

ま
ず
、
嘘
を
定
義
す
る
に
は
そ
の
反
対
物
で
あ
る
と
こ
ろ
の
真
実
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
こ
こ
で
言
わ
れ
る
真
実
と
は
、
「
真
理
（W

ahrheit

）
」
で
は
な
く
「
真
実
、
、
（W

ahrhaftigkeit

）
」
で
あ
る

こ
と
に
注
意
し
た
い
。
つ
ま
り
、
嘘
に
お
い
て
問
題
に
な
る
「
真
実
」
と
は
、
客
観
的
論
理
的
判
断
の
対
象
と
の

一
致
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
主
観
的
判
断
に
お
い
て
自
分
が
そ
う
判
断
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
言
明
と
の
一
致

を
指
す
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
、
一
七
六
〇
～
八
〇
年
代
に
は
こ
う
し
た
区
別
を
明
確
に
は
行
わ
な

い
ま
ま
嘘
を
つ
く
こ
と
の
分
析
に
入
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
カ
ン
ト
が
、
先
ほ
ど
見
て
き
た
よ
う
な

従
来
の
西
洋
哲
学
の
嘘
論
の
伝
統
的
前
提
に
し
た
が
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

し
か
し
、
一
七
九
〇
年
代
に
は
真
実
の
定
義
を
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
が
確
認
で
き
る
の
で
、
カ
ン
ト
自
身
の
言

葉
で
真
と
真
実
と
の
区
別
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
『
弁
神
論
の
哲
学
的
試
み
の
失
敗
』（
一
七
九
一
年
）12

と

                                        

         

 
11 

「
私
は
自
分
の
心
術
を
打
ち
明
け
よ
う
」
と
ひ
と
が
表
明
す
る
場
合
、
そ
の
人
は
自
分
の
心
術
を
意
識
的
に
す
べ
て

打
ち
明
け
る
べ
き
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
控
え
め
に
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
の
人
が
「
私
は
自
分
の
心
術
を
打
ち

明
け
よ
う
」
と
表
明
し
て
、
し
か
も
そ
れ
を
打
ち
明
け
ず
に
虚
偽
の
証
言
を
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
偽
言 

（falsiloquium

）

す
な
わ
ち
不
誠
実
で
あ
る
（Collins. XXV

II 446, M
rongovius. XXV

II 1563

）
。  

12 

『
ベ
ル
リ
ン
月
報
』
一
七
九
一
年
九
月
号
掲
載
。
そ
こ
で
カ
ン
ト
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
以
降
の
弁
神
論
の
主
張
す
べ
て

を
誤
り
と
み
な
し
、
自
身
の
実
践
哲
学
・
宗
教
論
に
基
づ
く
「
認
証
的
弁
神
論
」
の
立
場
を
主
張
し
て
い
る
。 



 12

い
う
論
文
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
誰
で
あ
れ
自
分
自
身
あ
る
い
は
他
人
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
真、
〔w

ahr

〕
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
常
に
主
張

す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
（
な
ぜ
な
ら
間
違
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
）
。
し
か
し
、
自
分
の
言
明
ま
た

は
表
白
が
誠
実
、
、〔
真
実
、
、w

ahrhaft

〕
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
主
張
で
き
る
し
、
ま
た
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
な
ら
彼
は
直
接
的
に
自
覚
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
前
者
の
ケ
ー
ス
で
は
自
己
の

言
明
を
論
理
的
判
断
（
悟
性
に
よ
る
）
の
客
観
と
比
較
し
、
後
者
の
ケ
ー
ス
で
は
自
己
の
信
憑
性
を
告
白
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
主
観
（
良
心
の
前
に
立
つ
）
と
比
較
し
て
い
る
の
で
あ
る
（Teodicee. V

III 267

）
。 

 

実
際
に
私
は

、
、
、
、
、
正
し
い
と
信
じ
て
い
る

、
、
、
、
、
（
ま
た
は
単
に
そ
う
述
べ
て
い
る
）
の
か
ど
う
か

、
、
、
、
、
と
い
う
意
識
に
お
い

て
は
、
私
は
絶
対
に
誤
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
判
断
あ
る
い
は
む
し
ろ
こ
の
命
題
は
単

に
、
私
が
対
象
を
そ
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る

（Teodicee. V
III 268

）
。 

  

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
あ
る
言
明
の
内
容
が
「
真
で
あ
る
（
あ
る
い
は
偽
で
あ
る
）
」
と
言
わ
れ
る
か
、

「
真
実
で
あ
る
（
あ
る
い
は
不
真
実
で
あ
る
）
」
と
言
わ
れ
る
か
は
、
言
明
を
比
較
す
る
対
象
に
よ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
人
が
他
人
に
「
こ
の
本
は
赤
い
」
と
言
う
場
合
、
そ
の
言
明
の
判
断
の
客
観
で
あ
る
と
こ

ろ
の
現
実
の
本
の
色
と
比
較
す
る
と
き
、
こ
の
言
明
は
真
で
あ
る
か
偽
で
あ
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
人
間
は

対
象
の
認
識
の
判
断
に
お
い
て
誤
り
う
る
の
で
、
言
明
が
偽
で
あ
る
場
合
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
は
自
分
の

言
明
が
常
に
真
で
あ
る
と
他
人
に
誓
う
こ
と
は
で
き
な
い
。 

し
か
し
、「
言
明
の
内
容
を
自
分
自
身
が
そ
の
よ
う
に
信
じ
て
い
る
」
と
い
う
主
観
的
意
識
と
比
較
す
る
場
合
に

は
、
言
明
は
真
実
で
あ
る
か
不
真
実
で
あ
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
前
者
の
場
合
と
ち
が
い
、
人

は
自
分
が
客
観
を
そ
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
こ
と
を
常
に
他
人
に
誓
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
人
が
「
こ

の
本
は
赤
い
」
と
言
う
が
実
際
に
は
そ
の
本
は
緑
色
で
あ
る
場
合
、
彼
が
言
明
を
す
る
と
き
に
「
こ
の
本
は
赤
い
」

と
信
じ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
彼
は
自
分
自
身
の
真
実
を
そ
の
ま
ま
言
明
に
乗
せ
た
の
で
あ
り
、
自
分
の
真
実
性

を
主
張
で
き
る
。
判
断
の
真
偽
が
客
観
と
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
確
実
で
あ
っ
て
も
、
判
断
を
そ
の
よ
う

に
下
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
そ
の
も
の
は
、
自
分
自
身
の
主
観
と
比
べ
れ
ば
確
実
な
こ
と
だ
と
必
ず
「
直
接
的
に
」

わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。「
直
接
的
」
と
い
う
の
は
、
自
分
自
身
が
下
す
判
断
を
自
分
自
身
が
反
省
す
る
と
い
う
こ
と

が
も
っ
ぱ
ら
主
観
内
で
の
作
用
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
何
も
外
的
要
因
が
か
か
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
カ
ン
ト
は
、
判
断
内
容
が
判
断
の
対
象
と
一
致
す
る
こ
と
を
真
で
あ
る
（w

ahr

）
と
言
い
、
判

断
の
主
体
が
、
自
分
自
身
が
そ
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
こ
と
と
言
明
の
内
容
と
が
一
致
し
て
い

る
状
態
を
真
実
で
あ
る
（w

ahrhaftig

）
で
あ
る
と
言
う13

。
嘘
に
お
い
て
問
題
に
な
る
の
は
こ
の
真
実
す
な
わ

                                        

         

 
13 

こ
の
議
論
を
も
っ
と
精
妙
な
も
の
に
す
る
考
え
方
と
し
て
、
判
断
内
容
に
つ
い
て
真
実
を
問
題
に
す
る
場
合
と
、
判

断
の
様
相
に
つ
い
て
真
実
を
問
題
に
す
る
と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
カ
ン
ト
は
こ
れ
に
関
し
て
『
哲
学
に
お
け
る

永
遠
平
和
条
約
の
締
結
が
間
近
い
こ
と
の
告
示
』
（
一
七
九
六
年
）
で
の
み
簡
単
に
触
れ
て
い
る
。
「
嘘
に
は
し
か
し
、

こ
れ
が
内
的
で
あ
れ
外
的
で
あ
れ
、
二
重
の
形
態
が
あ
る
。
（
一
）
ひ
と
が
真
で
な
い
と
意
識
し
て
い
る
も
の
を
真、
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ち
誠
実
な
の
で
あ
る14

。 
こ
の
と
き
、
人
は
故
意
に
（vorsätzlich/absichtlich

）
そ
う
す
る
以
外
の
仕
方
で
は
嘘
を
つ
く
こ
と
が
で
き

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
人
が
あ
る
信
念
を
も
ち
、
か
つ
、
そ
れ
を
他
人
に
対
し
て
言
明
を
通
じ
て
伝
え
よ
う
と
す
る

と
き
に
、
そ
の
信
念
と
一
致
す
る
言
明
を
す
る
か
一
致
し
な
い
言
明
を
す
る
か
は
私
た
ち
の
意
志
の
決
定
に
よ
る

か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
嘘
と
は
人
間
の
意
志
が
動
因
と
な
っ
て
実
現
す
る
と
こ
ろ
の
行
為
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
実
践
理
性
の
領
域
の
話
な
の
で
あ
る15

。
こ
こ
ま
で
の
話
を
ま
と
め
る
と
、
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
嘘
と
は
、
不

真
実
の
言
明
、
す
な
わ
ち
、
故
意
の
非
真
理
の
言
明
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

内
的
な
嘘 

真
実
の
話
に
戻
る
と
、
カ
ン
ト
は
、
『
哲
学
に
お
け
る
永
遠
平
和
条
約
の
締
結
が
間
近
い
こ
と
の
告
示
』
（
一
七

九
六
年
）16

で
は
次
の
よ
う
に
も
言
っ
て
い
る
。 

 

あ
る
人
間
が
真
と
見
な
し
て
い
る
も
の
が
、
す
べ
て
真、
〔w

ahr

〕
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
（
彼
は
誤
り
、
、
う
る

か
ら
〔denn er kann irren

〕
）
と
い
う
事
は
あ
り
う
る
。
だ
が
彼
が
語
る
こ
と
す
べ
て
に
お
い
て
は
、
彼

は
真
実
、
、
〔w

ahrhaftig

〕
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
彼
は
欺
い
て

、
、
、
は
な
ら
な
い
〔er soll nicht ta
üschen

〕
）

…
…
真
実
と
い
う
こ
の
義
務
の
違
反
は
嘘、
と
言
わ
れ
る
。
だ
か
ら
外
的
な
嘘
も
、
し
か
し
ま
た
内
的
な
嘘
も

あ
り
う
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
嘘
は
、
互
い
に
一
つ
に
な
っ
て
か
、
あ
る
い
は
ま
た

互
い
に
相
反
し
て
、
つ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（Verk

üdigung. V
III 421

）
。 

  

前
半
部
分
で
は
『
弁
神
論
の
哲
学
的
試
み
の
失
敗
』
で
の
も
の
と
同
じ
真
と
真
実
と
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
。

後
半
部
分
で
は
、「
外
的
な
嘘
」
と
「
内
的
な
嘘
」
と
い
う
区
別
が
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
他
人
に
対
す
る
嘘
」

と
「
自
分
自
身
に
対
す
る
嘘
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
外
的
な
嘘
は
想
像
し
や
す
い
が
、
内
的
な
嘘
と
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
カ
ン
ト
は
『
人
倫
の
形
而
上
学
』（
一
七
九
七
年
）
で
内
的
な
嘘
に
つ

い
て
次
の
よ
う
な
例
を
も
っ
て
説
明
し
て
い
る
。 

 

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
恋
人
が
恋
し
て
い
る
相
手
の
女
性
に
お
い
て
全
く
善
い
性
質
ば
か
り
を
見
つ
け
た
い
と

願
っ
て
い
る
た
め
に
、
彼
女
の
だ
れ
の
眼
に
も
明
ら
か
な
欠
点
が
彼
に
は
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
と
同
様

で
あ
る
（M

S. V
I 430

）
。 

                                         

                                        

                                        

                                   

 

〔w
ahr

〕
と
い
う
場
合
、（
二
）
ひ
と
が
主
観
的
に
は
確
実
で
な
い
と
意
識
し
て
い
る
も
の
を
確
実
、
、
〔gew

iß

〕
で
あ
る

と
い
う
場
合
で
あ
る
」（Verk

üdigung. V
III 422

）。
興
味
深
い
論
点
で
は
あ
る
が
、
議
論
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た

め
、
こ
こ
で
は
踏
み
込
ま
な
い
で
お
く
。 

14 

ド
イ
ツ
語
のW

ahrhaftigkeit

は
、
言
明
に
お
け
る
真
実
が
義
務
と
し
て
語
ら
れ
る
場
面
で
は
誠
実
と
も
訳
さ
れ

る
。 

15  K
pV

. V
 60, Anth .V

II 204-5. 
16 

『
ベ
ル
リ
ン
月
報
』
一
七
九
六
年
一
二
月
号
掲
載
。
批
判
哲
学
を
批
判
し
た
感
情
哲
学
の
学
者
で
あ
る
シ
ュ
ロ
ッ
サ

ー
に
対
す
る
反
論
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
カ
ン
ト
は
そ
こ
で
自
分
の
批
判
哲
学
の
正
当
性
を
主
張
し
て
い
る
。 



 14

 
自
分
自
身
が
自
分
自
身
を
欺
く
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
自
己
欺
瞞
の
形
態
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
の
で
、
内

的
な
嘘
と
い
う
概
念
を
カ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
に
思
い
描
い
て
い
た
か
を
厳
密
に
解
釈
す
る
の
は
難
し
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
こ
で
の
例
に
し
た
が
え
ば
、
恋
し
て
い
る
女
性
の
欠
点
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
人
の
状
態
は
、
次

の
よ
う
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
①
彼
は
本
当
は
彼
女
の
欠
点
に
気
づ
い
て
い
る
が
、
気
づ
か

な
い
方
が
自
分
に
と
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
気
づ
か
な
い
ふ
り
を
す
る
。
彼
女
に
は
そ
の
よ
う
な
欠
点
は

な
い
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
場
合
。
②
彼
女
の
欠
点
に
確
実
に
気
づ
き
う
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
恋
の
感
情
に

よ
っ
て
盲
目
に
さ
れ
て
い
て
気
づ
か
な
い
。
こ
の
と
き
彼
は
本
当
に
気
づ
い
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
彼

女
に
は
そ
の
よ
う
な
欠
点
が
な
い
と
信
じ
て
い
る

、
、
、
、
、
場
合
。
①
の
場
合
に
は
、
自
分
が
自
分
を
欺
く
と
い
う
構
造
が

成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、
内
的
嘘
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
や
す
い
。
し
か
し
②
の
場
合
は
難
し
い
。
と
い
う
の
も
、

カ
ン
ト
の
真
実
の
定
義
に
照
ら
せ
ば
、
彼
が
彼
女
に
欠
点
が
な
い
と
信
じ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
彼
の
真
実

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
か
ま
わ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

カ
ン
ト
が
内
的
嘘
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
は
少
な
く
、
他
に
は
『
人
間
学
講
義
』（
一
七
九
一
‐
二
年
）
に
見
受

け
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
や
り
直
し
や
仕
事
を
先
延
ば
し
に
す
る
こ
と
は
内
的
嘘
で
あ
る
。
人
が
そ

れ
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
な
が
ら
、
ま
だ
そ
れ
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
言
う
」（V. Anth. K

o 326

）
。
こ
こ
で
は
、

人
が
あ
る
仕
事
を
し
よ
う
と
決
意
し
て
い
る
の
に
、
ま
だ
こ
の
仕
事
は
や
ら
な
く
て
よ
い
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ

る
状
況
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
例
を
見
る
と
、
ど
う
も
カ
ン
ト
は
、
内
的
嘘
を
、
あ
る
一
つ
の
こ
と
を
思
う

主
観
の
明
確
な
意
識
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
れ
に
反
対
す
る
こ
と
を
思
っ
て
そ
の
主
観
を
欺
こ
う
と
す
る
も
う
一
つ

の
主
観
が
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
考
え
を
先
の
恋
人
の
欠
点
の
例
に
当
て
は
め
る
な
ら

ば
、
カ
ン
ト
は
①
の
場
合
の
み
を
想
定
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、
自
己
欺
瞞
の
問
題
に

は
②
の
よ
う
な
状
況
か
、
あ
る
い
は
も
っ
と
複
雑
な
他
の
状
況
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
内
的
嘘
に
対
す
る
カ
ン
ト

の
議
論
は
そ
こ
ま
で
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
。 

 

こ
の
点
は
置
い
て
お
い
て
、
私
た
ち
は
カ
ン
ト
が
内
的
嘘
に
お
い
て
問
題
に
し
た
か
っ
た
こ
と
へ
と
戻
ろ
う
。

そ
れ
は
や
は
り
真
実
の
問
題
な
の
で
あ
る
。『
人
倫
の
形
而
上
学
』
で
カ
ン
ト
は
内
的
嘘
に
つ
い
て
こ
う
も
言
っ
て

い
る
。 

 

嘘
は
、
外
に
対
す
る
も
の
（m

endacium
 externum

）
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
ま
た
内
に
対
す
る
も
の
か

で
あ
り
う
る
。
前
者
に
よ
っ
て
、
人
間
は
自
ら
を
他
人
の
目
に
お
い
て
、
後
者
に
よ
っ
て
は
し
か
し
、
も
っ

と
重
大
な
こ
と
で
あ
る
が
、
自
己
自
身
の
眼
に
お
い
て
軽
蔑
の
対
象
と
す
る
の
で
あ
り
、
自
己
自
身
の
人
格

の
内
に
宿
る
人
間
性
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
の
で
あ
る
（M

S. V
I 429

）
。 

 

言
明
に
お
い
て
ひ
と
が
自
分
自
身
に
対
し
て
行
う
こ
の
よ
う
な
不
純
な
振
舞
〔
内
的
な
嘘
〕
は
、
や
は
り
最

も
厳
し
い
非
難
に
価
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
真
実
と
い
う
最
高
原
則
が
一
度
傷
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
あ
と
で

は
、
不
真
実
と
い
う
害
悪
が
（
人
間
の
本
性
に
根
差
し
て
い
る
か
に
見
え
る
虚
偽
〔falschheit

〕
と
い
う
）

こ
の
よ
う
な
い
か
が
わ
し
い
状
態
か
ら
出
発
し
て
、
他
人
と
の
関
係
に
ま
で
拡
が
っ
て
ゆ
く
か
ら
で
あ
る

（M
S. V

I 430

）
。 
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こ
こ
で
は
、
嘘
は
他
人
に
対
す
る
も
の
も
自
分
自
身
に
対
す
る
も
の
も
同
様
に
軽
蔑
の
対
象
で
あ
る
が
、
後
者

の
方
が
よ
り
重
大
な
罪
を
犯
し
て
い
る
と
カ
ン
ト
は
述
べ
て
い
る
。
自
分
自
身
に
対
す
る
嘘
は
よ
り
厳
密
な
意
味

で
の
真
実
の
義
務
へ
の
違
反
で
あ
る
と
彼
は
言
う
。 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
嘘
は
、
カ
ン
ト
自
身
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
（M

S. 
V

I 430

）
。
い
っ
た
い
自
分
で
自
分
を
欺
く
こ
と
は
可
能
な
の
か
。
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
自
分
と
い
う
も

の
が
二
人
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
実
際
カ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
人
間
は
道
徳
的
存
在
（hom

o 
noum

enon 

英
知
人
）
で
あ
る
と
同
時
に
自
然
的
存
在
（hom

o phaenom
enon 

現
象
人
）
で
あ
る
と
い
う
二

重
の
存
在
の
仕
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
自
愛
に
支
配
さ
れ
る
現
象
人
と
し
て
の
人
間
が
、
真
実

を
知
っ
て
い
る
英
知
人
を
欺
く
と
い
う
構
造
が
可
能
に
な
る
（M

S. V
I 430

）
。 

 

こ
の
よ
う
な
自
分
自
身
を
欺
く
嘘
が
、
他
人
を
欺
く
嘘
よ
り
も
重
大
な
真
実
へ
の
違
反
だ
と
い
う
の
は
、
次
の

理
由
に
よ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
真
実
と
は
「
自
分
自
身
が
真
実
だ
と
信
じ
て
い
る
こ
と
と
言
明
の
内
容
が
一

致
し
て
い
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
言
明
が
真
実
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、「
言
明
を
す
る
人
自
身
が
真
実
だ
と

思
っ
て
い
る
こ
と
」
を
基
準
に
し
て
決
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
言
明
主
体
が
何
を
真
実
だ
と

み
な
し
て
い
る
か
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
主
観
が
、
あ
る
こ
と
を
真
実
だ
と
み
な
し
て
い
る
主
観
と
、

そ
れ
を
否
定
す
る
主
観
と
に
二
重
化
し
て
い
る
場
合
に
は
、
真
実
の
基
準
そ
の
も
の
が
基
準
と
し
て
役
に
立
た
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
何
が
言
明
す
る
者
の
真
意
か
と
い
う
「
最
高
原
則
が
一
度
傷
つ
け
ら
れ

て
し
ま
っ
た
あ
と
で
は
」
、
他
人
へ
向
け
ら
れ
た
言
葉
の
真
実
性
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
自
分
自
身
に
対
し
て
嘘
を
つ
か
な
い
こ
と
は
、
他
人
に
対
す
る
誠
実
の
義
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
条
件
な
の

で
あ
る
。 

  

第
二
節 

言
語
と
嘘 

 

言
語
の
目
的 

 

さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
嘘
を
つ
く
と
は
、
「
自
分
の
考
え
を
だ
れ
か
に
言
葉
を
通
じ
て
伝
達
し
な
が
ら
、

し
か
も
そ
の
言
葉
が
、
話
し
手
が
そ
の
際
に
考
え
て
い
る
こ
と
と
は
逆
の
こ
と
を
（
故
意
に
）
含
ん
で
い
る
」（M

S. 
V

I 429

）
こ
と
で
あ
る
と
い
う
カ
ン
ト
の
定
義
を
検
討
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
嘘
と
は
、「
自
分
自
身
が
そ
う
で

あ
る
と
信
じ
る
事
柄
と
言
明
の
内
容
を
一
致
さ
せ
る
」
と
い
う
真
実
の
義
務
の
反
対
で
あ
り
、「
他
人
に
対
し
言
葉

を
向
け
る
と
き
に
、
自
分
が
信
じ
て
い
る
事
柄
と
は
反
対
の
こ
と
を
、
そ
う
と
わ
か
っ
て
い
て
言
う
こ
と
」
で
あ

る
。 ま

だ
十
分
に
論
じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
定
義
に
し
た
が
え
ば
、
真
実
か
嘘
か
と
い
う
こ
と
が
問
題

に
な
る
の
は
、
人
が
言
明
を
す
る
と
き
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
自
分
自
身
が
そ
う
だ
と
信
じ

て
い
る
事
柄
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
黙
っ
て
い
る
場
合
に
は
嘘
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
っ

た
ん
人
が
何
か
を
言
明
す
れ
ば
、
そ
の
言
明
が
誠
実
で
あ
る
か
嘘
で
あ
る
か
が
問
題
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
カ

ン
ト
の
考
え
る
嘘
と
は
、
言
語
と
の
関
係
に
お
い
て
問
題
に
な
り
う
る
。
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
言
語
と
の
関
係

に
お
い
て
し
か
問
題
に
な
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
カ
ン
ト
の
言
語
に
対
す
る
見
解
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を
詳
細
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。 

 

私
た
ち
人
間
は
、
他
の
人
の
考
え
て
い
る
こ
と
が
ら
や
、
他
の
人
の
心
の
在
り
方
（
た
と
え
ば
誠
実
で
あ
ろ
う

と
し
て
い
る
の
か
、
欺
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
な
ど
）
―
―
そ
れ
ら
を
含
め
て
カ
ン
ト
は
し
ば
し
ば
「
心
術

（G
esinnung

）
」
と
呼
ぶ
―
―
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
「
示
さ
れ

た
思
想
に
基
づ
い
て
、
各
人
が
何
を
考
え
て
い
る
か
を
判
断
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
」
（Collins. XXV

II 444

）
程

度
で
あ
る
。
そ
し
て
人
間
は
弱
さ
や
邪
悪
さ
か
ら
、
人
間
が
他
人
の
心
術
を
知
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
利
用
し

て
、
自
分
の
心
術
を
秘
匿
し
、
見
か
け
を
偽
装
す
る
傾
向
性
を
も
つ
（Collins. XXV

II 444ff

）
。
こ
う
し
た
人

間
の
あ
り
方
か
ら
嘘
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
カ
ン
ト
は
「
ひ
と
が
ど
ん
な
人
の
心
術
も
分
か
る
よ
う

に
、
ジ
ュ
ピ
タ
ー
が
心
に
窓
を
つ
け
さ
せ
る
べ
き
だ
っ
た
の
に
」
と
い
う
モ
ー
モ
ス
神
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
好
ん
で

用
い
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
（Collins. XXV

II 445

）17

。 

カ
ン
ト
は
こ
れ
と
同
様
の
話
を
『
人
間
学
』（
一
七
九
八
年
出
版
）
で
も
し
て
い
る
。
ど
こ
か
他
の
惑
星
に
、
声

に
出
し
て
い
う
以
外
の
仕
方
で
は
思
考
が
で
き
な
い
と
い
う
理
性
的
な
生
物
が
い
た
と
し
て
、
も
し
彼
ら
が
純
真

な
心
の
持
ち
主
で
あ
る
の
で
な
い
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て
彼
ら
は
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

か
見
当
が
つ
か
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
カ
ン
ト
は
書
い
て
い
る
（Anth.V

II 332

）
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
言
語

を
用
い
な
い
限
り
他
人
の
心
を
知
り
え
な
い
の
に
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
分
の
心
は
隠
し
、
人
の
心
は
知
り
た
が

る
と
い
う
性
格
を
も
つ
人
間
の
こ
う
し
た
あ
り
方
そ
の
も
の
が
嘘
へ
と
向
か
わ
せ
る
の
だ
と
カ
ン
ト
は
言
う
。 

と
も
か
く
、
他
人
の
心
術
を
知
る
能
力
を
も
た
な
い
人
間
に
、
他
人
の
心
術
を
推
し
量
る
こ
と
を
可
能
に
す
る

の
が
言
語
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
言
語
の
目
的
と
は
、
自
分
の
心
術
を
相
手
に
伝
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
カ
ン

ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

自
分
の
考
え
を
だ
れ
か
に
言
葉
を
通
じ
て
伝
達
し
な
が
ら
、
し
か
も
そ
の
言
葉
が
、
話
し
手
が
そ
の
際
に
考

え
て
い
る
こ
と
と
は
逆
の
こ
と
を
（
故
意
に
）
含
ん
で
い
る
と
し
た
ら
、
こ
の
伝
達
は
、
自
分
の
考
え
を
伝

達
す
る
と
い
う
自
分
の
能
力
の
自
然
的
合
目
的
性
に
真
向
か
ら
対
立
す
る
目
的
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
自

分
の
人
格
性
を
破
棄
す
る
こ
と
で
あ
り
、
単
な
る
人
間
の
虚
像
で
あ
っ
て
、
人
間
そ
の
も
の
で
は
な
い
の
で

あ
る
（M

S. V
I 429

）
。 

 

カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
言
語
を
用
い
る
と
き
、
人
は
自
分
の
心
術
と
一
致
す
る
言
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
言
語
に
は
正
し
い
使
用
法
と
誤
っ
た
使
用
法
と
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
自
分
の
心
術
と
同
じ

こ
と
を
言
う
の
が
言
語
の
目
的
に
合
致
し
た
正
し
い
使
用
法
で
あ
り
、
心
術
と
は
逆
の
こ
と
を
言
う
の
が
言
語
の

目
的
に
反
し
た
誤
っ
た
使
用
法
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
言
語
に
対
す
る
カ
ン
ト
の
立
場
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ

ス
的
で
あ
る
と
い
え
る
。 

さ
て
、
言
語
の
誤
用
が
人
格
性
を
破
棄
せ
し
め
る
と
い
う
議
論
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
後
で
見
る
こ
と
に
し
て
、

今
は
、
嘘
と
は
「
自
分
の
考
え
を
だ
れ
か
に
言
葉
を
通
じ
て
伝
達
し
な
が
ら
、
し
か
も
そ
の
言
葉
が
、
話
し
手
が

そ
の
際
に
考
え
て
い
る
こ
と
と
は
逆
の
こ
と
を
（
故
意
に
）
含
ん
で
い
る
」
（M

S. V
I 429

）
こ
と
で
あ
る
、
と

                                        

         

 
17 

ほ
か
にM

rongovius. XXV
II 1563. 



 17

い
う
定
義
か
ら
ど
の
よ
う
な
帰
結
が
引
き
出
さ
れ
る
か
を
考
え
て
み
よ
う
。 

 

沈
黙
と
嘘 

真
実
の
概
念
の
分
析
で
見
た
よ
う
に
、
人
が
あ
る
心
術
を
も
っ
て
い
る
と
き
に
、
そ
の
心
術
を
言
う
か
言
わ
な

い
か
は
そ
の
人
の
意
志
し
だ
い
で
あ
っ
て
、
言
わ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
嘘
を
つ
く
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
実
際
、

カ
ン
ト
は
一
七
九
二
年
の
Ｍ
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ベ
ル
ト
宛
の
書
簡
で
、
不
誠
実
さ
（
心
術
と
は
逆
の
こ
と
を
言
う

こ
と
）
と
正
直
さ
の
欠
如
（
す
べ
て
の
心
術
を
言
わ
な
い
こ
と
）
と
の
区
別
を
次
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
。 

 

正
直
で
は
あ
る
が
抑
圧
さ
れ
て
い
る
（
率
直
な
心
で
は
な
い
）
人
が
話
す
こ
と
は
、
た
し
か
に
す
べ
て
真
実

で
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
真
実
の
す
べ
て
は
話
さ
な
い
と
い
う
だ
け
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
正
直
で
は
な

い
人
の
方
は
、
違
う
と
知
っ
て
い
て
そ
れ
を
述
べ
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
仕
方
で
話
す
こ
と
は
徳
理
論
で

は
嘘、
と
な
り
ま
す
（Brief 510. XI 332

）
。 

 

こ
こ
か
ら
も
、
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
人
は
実
際
に
行
う
言
明
に
お
い
て
真
実
的
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
嘘
と
い

う
罪
を
負
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
人
は
沈
黙
に
よ
っ
て
た
だ
自
分
の
心
術
を
明
か
さ
な
い
で
お
く
だ
け
で
な
く
、
と
き
に
他
人

を
欺
く
こ
と
も
で
き
る
。
だ
が
カ
ン
ト
は
こ
れ
も
嘘
で
は
な
い
と
言
う
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
と
き
人
は
言
語
を
用
い

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
カ
ン
ト
が
『
コ
リ
ン
ズ
記
の
道
徳
哲
学
講
義
』
で
挙
げ
て
い
る
例
に
よ
れ
ば
、
私
が
荷

造
り
を
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
見
た
周
り
の
者
は
私
が
旅
立
つ
と
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
と
き
私
は
旅

立
た
な
か
っ
た
と
し
て
も
嘘
を
つ
い
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
し
、
人
は
だ
れ
も
私
に
「
意
志
を
宣
言
す
る
よ
う
に

要
求
す
る
権
利
」
を
も
た
な
い
（Collins. XXV

II 446-7

）
。「
な
ぜ
な
ら
、
私
は
自
分
の
心
術
を
述
べ
る
と
宣
言

し
て
い
な
い
か
ら
」
で
あ
る
。 

 

こ
の
例
か
ら
次
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
人
は
言
語
を
用
い
て
他
人
を

欺
く
と
き
に
の
み
嘘
を
つ
く
と
言
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、「
自
分
の
心
術
を
述
べ
る
と
宣
言
す
る
」
と
は
、

実
際
に
「
私
は
い
ま
自
分
の
心
術
を
述
べ
る
」
と
宣
言
す
る
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
く
て
、
発
話
行
為
を
行
う
こ

と
そ
の
も
の
が
同
時
に
「
自
分
の
心
術
を
述
べ
る
と
宣
言
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。 

 

実
際
に
、
カ
ン
ト
は
嘘
を
定
義
す
る
と
き
に
は
常
に
「
人
が
自
分
の
心
術
を
述
べ
る
と
宣
言
す
る
場
合
に
」
と

い
う
条
件
を
つ
け
て
い
る18

。
し
か
し
私
た
ち
の
社
会
に
お
い
て
人
と
話
す
と
き
に
逐
一
「
今
か
ら
私
は
私
の
心

術
を
述
べ
よ
う
」
と
宣
言
す
る
人
は
い
な
い
し
、
カ
ン
ト
も
そ
の
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
人
間
が
言
語
を
使
用
す
る
と
き
に
は
だ
れ
も
が
「
私
は
自
分
の
心
術
を
述
べ
る
」
と

い
う
暗
黙
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
い
る
の
だ
と
カ
ン
ト
は
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
は
人
間
が
自
分
に

与
え
ら
れ
た
言
語
の
「
自
然
的
合
目
的
性
」
に
し
た
が
っ
て
生
き
る
こ
と
で
も
あ
る
。 

 

以
上
、
嘘
は
人
間
が
言
語
を
用
い
る
と
き
に
の
み
問
題
に
な
る
と
い
う
点
を
考
察
し
た
。
で
は
、
嘘
の
悪
さ
は

                                        

         

 
18 

こ
れ
は
一
七
七
〇
年
代
の
講
義
か
ら
一
七
九
〇
年
代
に
至
る
ま
で
変
わ
ら
な
い
。 

Collins. XXV
II 446/447/448/449, M

rongovius. XXV
II 1563, K

pV
. V

 44, M
S. V

I 429. 
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カ
ン
ト
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か
を
考
察
し
て
い
こ
う
。 

  

第
三
節 

嘘
の
悪
さ 

嘘
の
悪
さ
が
何
に
帰
せ
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
カ
ン
ト
の
嘘
論
を
解
釈
す
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
カ
ン
ト
は
嘘
の
悪
さ
を
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
で
指
摘
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
は
、
完
全
に
同

等
の
内
容
に
帰
着
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
密
接
に
関
わ
り
あ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
ン
ト
が
あ
の
よ
う
に
嘘
を
強
行
に
排
除
し
よ
う
と
す
る
理
由
を
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 人
間
性
の
毀
損 

 

カ
ン
ト
が
嘘
を
悪
だ
と
し
て
糾
弾
す
る
と
き
に
も
っ
と
も
強
く
主
張
し
て
い
る
理
由
が
、「
嘘
は
人
間
性
を
毀
損

す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
論
点
は
、
こ
れ
ま
で
引
用
し
て
き
た
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
す
で
に
た
び
た
び

登
場
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
カ
ン
ト
は
嘘
の
悪
さ
を
論
じ
る
と
き
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
こ
の
点
に
言

及
し
て
い
る19

。
こ
れ
は
今
見
て
き
た
、
言
語
の
目
的
論
的
見
方
と
も
関
わ
り
が
深
い
。
し
か
し
ま
ず
は
じ
め
に
、

人
間
性
と
い
う
概
念
を
確
認
し
て
お
こ
う
。 

カ
ン
ト
は
人
間
性
（die M

enschheit

）
と
人
格
性 

（die Persönlichkeit / Personalität

）
と
を
（
と
り

わ
け
倫
理
学
に
お
い
て
は
）
ほ
と
ん
ど
同
義
に
用
い
て
い
る20

。
人
間
性
／
人
格
性
と
は
、
人
間
が
人
格
と
し
て

存
在
す
る
特
殊
な
仕
方
に
つ
い
て
の
概
念
で
あ
り
、
カ
ン
ト
の
表
現
に
よ
れ
ば
次
の
も
の
で
あ
る
。 

 

全
自
然
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
自
由
で
あ
り
独
立
で
あ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
…
…
同
時
に
、
独
特
な
法
則

に
、
つ
ま
り
自
分
自
身
の
理
性
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
純
粋
な
実
践
的
法
則
に
つ
き
従
っ
て
い
る
〔
存
在
〕

者
の
能
力
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
感
性
界
に
属
す
る
も
の
と
し
て
の
人
格
が
、
同
時
に
叡

智
界
に
属
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
そ
れ
自
身
の
人
格
性
に
つ
き
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（K

pV
. V

 87
）
。 

 要
す
る
に
、
叡
智
界
と
感
性
界
と
い
う
二
つ
の
世
界
に
同
時
に
属
す
る
存
在
の
仕
方
が
人
格
性
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
に
存
在
し
て
い
る
存
在
者
が
人
格
で
あ
る
。
人
間
は
、
傾
向
性
も
含
む
自
然
法
則
に
支
配
さ
れ
て
い
る
限
り

自
然
的
存
在
者
で
し
か
な
い
が
、
自
分
自
身
の
理
性
が
立
て
た
実
践
法
則
に
自
ら
し
た
が
う
こ
と
で
自
然
法
則
と

決
別
し
、
自
由
な
人
格
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
た
ち
人
間
が
そ
の
よ
う
に
で
き
る
能
力
あ
る
い
は
可
能
性
を

も
つ
と
い
う
こ
と
が
人
格
性
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
格
性
は
、
人
間
の
道
徳
的
価
値
の
源
泉
と
い
え
る
。 

ま
た
、
周
知
の
よ
う
に
、
人
格
性
／
人
間
性
は
「
自
分
の
人
格
の
う
ち
に
も
他
の
誰
も
の
人
格
の
う
ち
に
も
あ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
人
間
性
を
、
自
分
が
い
つ
で
も
同
時
に
目
的
と
し
て
必
要
と
し
、
決
し
て
た
だ
手
段
と
し
て
だ
け
必
要
と
し
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い
よ
う
に
、
行
為
し
な
さ
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
」（G

r. IV
 429

）
と
い
う
定
言
命
法
の
「
目
的
の
法
式
」
で
も
表
現
さ
れ
る
。
人
格

                                        

         

 
19 Collins. XXV

II 447-50, M
rongovius. XXV

II 1563-5, K
pV

. V
 88, M

S. V
I 383/429, Brief 

510. XI 
332.  
20 G

r. IV
429, K

pV
. V

87. 

な
ど
。 
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の
内
に
宿
る
人
間
性
は
、
手
段
と
し
て
相
対
的
な
価
値
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
物
件
の
よ
う
に
、
た
ん
に
手
段
と
し

て
の
み
扱
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
そ
れ
自
身
で
絶
対
的
な
価
値
を
も
つ
目
的
と
し
て
扱
わ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
、
と
カ
ン
ト
は
言
う
（G

r. IV
 428

）
。 

 

人
間
性
が
目
的
と
し
て
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
言
語
の
使
用
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

カ
ン
ト
は
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
嘘
分
析
の
箇
所
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

 

道
徳
的
存
在
と
し
て
の
人
間
は
、
自
然
的
存
在
と
し
て
の
自
己
自
身
を
、（
思
想
の
伝
達
と
い
う
）
内
な
る
目

的
に
結
び
つ
か
な
い
よ
う
な
た
ん
な
る
手
段
（
発
声
装
置 

〔Sprachm
aschine

〕
）
と
し
て
用
い
る
こ
と
は

で
き
ず
、
む
し
ろ
前
者
〔
叡
智
人
〕
の
言
明
（declaratio

）
と
一
致
す
る
と
い
う
条
件
に
結
び
つ
い
て
い
る

（M
S. V

I 430

）
。 

 

カ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
言
語
は
、
心
術
を
伝
え
る
と
い
う
自
然
的
合
目
的
性
（
こ
こ
で
は
「
内
な
る
目
的
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
）
を
も
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
こ
の
目
的
に
合
致
し
た
言
語
の
用
い
方
を
す
る
こ
と
が
、
言
語
を
目

的
と
し
て
扱
う
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
、
人
格
の
人
格
性
／
人
間
性
を
目
的
と
し
て
扱
う
こ
と
で
あ
る
と
カ
ン
ト
は

考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
叡
智
界
に
属
す
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
嘘
を
つ
く
と
い
う
こ
と
は
、
嘘

を
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
何
か
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
い
う
意
図
に
基
づ
い
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
言
語
を
た
ん
な

る
手
段
と
し
て
扱
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
然
的
存
在
者
が
傾
向
性
に
支
配
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
の
こ
と
で
あ

る
。
傾
向
性
や
自
愛
が
、
人
を
嘘
へ
と
導
く
の
で
あ
る
。 

ゆ
え
に
、
嘘
を
つ
く
と
い
う
こ
と
は
、
自
然
的
存
在
者
が
自
ら
に
与
え
ら
れ
た
言
語
の
自
然
的
合
目
的
性
に
反

対
す
る
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
実
践
理
性
の
立
て
た
法
則
に
違
反
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
由
へ
の
可
能
性
を
破

棄
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
嘘
は
理
性
的
存
在
者
の
尊
厳
一
般
を
毀
損
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
カ

ン
ト
が
嘘
を
こ
の
よ
う
な
重
大
な
罪
と
見
な
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
で
嘘
を
、
「
自
分

の
人
格
性
を
破
棄
す
る
こ
と
で
あ
り
、
単
な
る
人
間
の
虚
像
で
あ
っ
て
、
人
間
そ
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
」

（M
S. V

I 429

）
と
非
常
に
強
い
調
子
で
非
難
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。 

カ
ン
ト
に
と
っ
て
悪
で
あ
る
行
為
の
す
べ
て
は
単
な
る
特
殊
的
義
務
違
反
に
と
ど
ま
ら
ず
、
理
性
的
存
在
者
が

自
然
的
存
在
者
に
命
じ
る
義
務
一
般
、
す
な
わ
ち
人
間
性
一
般
の
毀
損
で
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
中
で
も
と
り
わ

け
嘘
に
対
し
て
厳
し
い
態
度
を
貫
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
カ
ン
ト
が
言
語
を
、
人
間
性
を
基
礎
づ
け
る
条
件
と
し

て
、
あ
る
い
は
感
性
界
に
具
現
化
し
た
叡
智
界
の
し
る
し
と
し
て
重
く
見
て
い
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。 

そ
し
て
、
言
語
は
人
間
同
士
の
思
考
の
伝
達
を
可
能
に
す
る
目
的
を
も
ち
、
言
語
な
く
し
て
は
人
間
は
お
互
い

に
知
り
え
な
い
と
い
う
カ
ン
ト
の
考
え
に
従
え
ば
、
言
語
は
人
間
社
会
の
存
続
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
ゆ
え

に
、
嘘
の
悪
さ
の
議
論
は
、
必
然
的
に
人
間
の
社
会
的
な
あ
り
方
を
通
っ
て
進
む
。 

 

社
会
性
の
毀
損 
 

 

カ
ン
ト
が
嘘
を
、
人
間
社
会
の
存
続
に
危
機
を
も
た
ら
す
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
テ
キ
ス
ト
は
、

一
七
七
〇
年
代
中
葉
の
諸
講
義
録
か
ら
晩
年
に
い
た
る
も
の
ま
で
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
。 
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人
間
社
会
で
肝
要
な
の
は
心
術
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
こ
で
は
各
人
が
自
分
の
思
想
に
関
し

て
誠
実
で
あ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
な
く
し
て
は
交
際
の
も
つ
す
べ
て
の
価
値
が
消

え
失
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
人
は
示
さ
れ
た
思
想
に
基
づ
い
て
、
各
人
が
何
を
考
え
て
い
る
か
を
判
断
で
き

る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
各
人
は
、
自
分
の
思
想
を
表
明
し
よ
う
と
宣
言
す
る
な
ら
、
実
際
に
そ
れ
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
実
行
し
な
け
れ
ば
、
人
間
の
あ
い
だ
に
社
会
が
成
立
し
え
な
い
か
ら
で

あ
る
（Collins. XXV

II 444

）21

。 
 

言
語
の
目
的
は
自
分
の
心
術
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
り
、「
自
分
の
思
想
を
表
明
し
よ
う
と
宣
言
す
る
な
ら
」
、
す

な
わ
ち
、
言
語
を
用
い
る
の
な
ら
ば
、
言
語
の
目
的
に
し
た
が
っ
た
使
用
を
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
人
間
は
他
人
と
交
際
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
言
語
な
く
し
て
は
他
人
の
考
え
を
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
ら
だ
と
カ
ン
ト
は
言
う
。
ま
た
、
カ
ン
ト
は
別
の
と
こ
ろ
で
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。 

 

私
が
、
私
に
い
つ
も
嘘
を
つ
い
て
い
る
人
に
対
し
て
嘘
を
つ
き
返
し
た
と
し
て
も
、
不
正
を
行
っ
た
こ
と
に

は
な
ら
な
い
が
、
私
の
行
為
は
人
間
性
の
法
〔R

echt 
権
利
〕
に
反
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
私
は
人
間
の
社

会
を
存
立
可
能
に
す
る
条
件
と
手
段
に
反
し
て
行
為
し
た
か
ら
で
あ
る
。
…
…
要
す
る
に
、
何
か
〔
あ
る
発

言
〕
が
人
間
の
特
定
の
法
〔
権
利
〕
に
反
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
そ
れ
が
人
間
性
の
法
〔
権
利
〕

に
反
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
そ
れ
は
す
で
に
ひ
と
つ
の
嘘
な
の
で
あ
る
（Collins. XXV

II 447

）
。 

 

こ
の
部
分
で
は
カ
ン
ト
は
よ
り
は
っ
き
り
と
、
言
語
は
人
間
社
会
の
存
立
を
可
能
に
す
る
条
件
と
手
段
で
あ
る

と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
他
人
と
言
葉
を
交
わ
し
て
互
い
の
考
え
を
判
断
し
合
う
こ
と
、
人
間
関
係
を
も
つ
こ

と
、
あ
る
共
同
体
を
構
成
す
る
こ
と
な
ど
、
人
間
が
結
び
合
う
こ
と
一
般
を
社
会
性
と
呼
ぶ
と
し
よ
う
。
カ
ン
ト

は
社
会
性
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
実
際
に
彼
が
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
は
こ
の
よ
う
な
概
念

で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
と
も
か
く
、
言
語
の
正
し
い
使
用
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
関
係
の
条
件
で
あ
り
、
社
会
成

立
の
条
件
で
あ
る
と
カ
ン
ト
は
考
え
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
嘘
を
つ
く
こ
と
は
、
言
語
の
目
的
に
反
対
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
人
間
の
社
会
性
の
毀
損
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
立
場
は
、
第
二
節
で
見
た
『
人
間
学
』
な
ど
に
お
け
る
カ
ン
ト
の
人
間
観
・
言
語
観
な
ど
に
も
表
れ

て
い
る
。
ま
た
、『
純
粋
理
性
批
判
』
の
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
論
で
も
、
嘘
が
社
会
的
混
乱
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
例
を

設
定
し
て
、
行
為
と
そ
の
帰
結
の
帰
責
の
可
能
性
を
論
じ
て
い
る
（K

rV
. B

 582

）
。
ま
た
、
第
三
章
で
も
見
る
が
、

一
七
九
七
年
の
『
嘘
』
論
文
に
お
い
て
も
こ
の
立
場
は
明
確
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ト
は
『
嘘
』
論
文
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

私
は
（
法
律
家
の
意
味
に
お
い
て
で
は
な
い
に
し
て
も
）
嘘
と
呼
ば
れ
う
る
そ
の
よ
う
な
虚
偽
の
言
表
に
よ

っ
て
、
本
質
的
な
点
で
義
務
一
般
、
、
に
対
し
て
不
正
を
行
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
私
は
、
自

分
に
責
任
の
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
言
表
（
言
明
）
一
般
の
信
用
を
な
く
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
契

                                        

         

 
21 M

rongovius. XXV
II 1561. 
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約
に
基
づ
く
す
べ
て
の
権
利
を
無
に
し
、
そ
の
力
を
失
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
間
性
一
般
に
対
し

て
加
え
ら
れ
る
不
正
な
の
で
あ
る
（L

üge. V
III 426

）
。 

 

カ
ン
ト
は
こ
こ
で
社
会
と
い
う
こ
と
ば
を
は
っ
き
り
と
は
用
い
て
い
な
い
が
、
嘘
が
人
間
間
の
契
約
関
係
や
権

利
を
不
可
能
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
社
会
を
不
可
能
に
す
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
こ
の
論
文
自
体
が
、
道
徳
的
原
則
の
適
用
の
仕
方
と
社
会
の
存
続
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
論
争
で
あ
る
か

ら
、
こ
こ
で
カ
ン
ト
が
言
語
を
社
会
性
の
条
件
と
し
て
見
な
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

そ
れ
よ
り
も
注
目
し
た
い
の
は
、
直
後
で
、
カ
ン
ト
は
、
嘘
は
つ
ま
り
「
人
間
性
一
般
に
対
し
て
加
え
ら
れ
る

不
正
で
あ
る
」
と
断
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
し
た
が
え
ば
、
嘘
は
社
会
を
不
可
能
に
す
る
と
同
時
に
人
間

性
を
毀
損
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
れ
は
直
前
に
引
用
し
た
『
コ
リ
ン
ズ
』
で
も
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
社
会
性
と
人
間
性
と
は
何
ら
か
の
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
概
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
実
際
、
こ
の
推
測
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
カ
ン
ト
が
、
言
語
の
目
的

に
し
た
が
っ
た
正
し
い
使
用
は
人
間
性
の
条
件
で
あ
る
し
、
そ
れ
は
社
会
の
条
件
で
も
あ
る
と
言
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
支
持
さ
れ
う
る
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
嘘
の
問
題
に
お
い
て
人
間
性
と
社
会
性
と
が
重
な
り
合
う
の
は
、
両
者
の
共
通
項
で
あ
る
言

語
が
、
そ
の
目
的
に
あ
る
種
の
社
会
性
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
人

と
人
と
の
意
思
疎
通
を
可
能
に
す
る
と
い
う
目
的
で
あ
る
。
人
が
単
独
者
で
あ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
目
的
は
そ
も
そ

も
な
い
だ
ろ
う
。
言
語
と
は
、
カ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
初
め
か
ら
人
間
存
在
の
複
数
性
に
、
言
い
換
え
れ
ば
社
会

性
に
向
け
ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
嘘
は
、
言
語
の
目
指
す
社
会
性
の
実
現
を
不
可
能
に
す
る
の
で

悪
な
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
言
う
と
、
誠
実
の
義
務
が
、
社
会
性
の
実
現
と
い
う
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
で

あ
る
か
の
よ
う
に
、
す
な
わ
ち
仮
言
命
法
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
一
掃
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
疑
問
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
は
「
義
務
に
基
づ
く
行
為
の
道
徳
的
価
値
は
、
行
為
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ

る
は
ず
の
意
図
の
中
に
は
な
く
、
行
為
が
決
心
さ
れ
る
際
に
従
う
格
率
の
中
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
義
務
に
基
づ

く
行
為
は
、
行
為
の
対
象
が
実
現
す
る
か
ど
う
か
に
左
右
さ
れ
な
い
」（G

r. IV
 400

）
と
い
う
言
葉
で
知
ら
れ
る

カ
ン
ト
の
「
反
帰
結
主
義
」
に
真
向
か
ら
反
対
す
る
主
張
だ
か
ら
で
あ
る
。 

こ
の
疑
問
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
誠
実
の

義
務
と
、
社
会
性
の
実
現
と
は
、
行
為
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
帰
結
と
の
関
係
に
は
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
ま
ず
人
間
性
の
概
念
の
内
に
は
、
言
語
を
そ
の
目
的
に
し
た
が
っ
て
用
い
る
と
い
う

こ
と
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ゆ
え
に
、
人
間
性
は
、
誠
実
で
あ
る
行
為
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
行
為
の
対
象
や
帰
結

で
は
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
嘘
を
つ
か
な
い
行
為
は
、
自
己
目
的
的
な
定
言
命
法
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ

し
て
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
社
会
性
が
人
間
性
と
不
可
分
の
概
念
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
社
会
性
を
実
現
す
る
こ

と
も
ま
た
定
言
命
法
に
し
た
が
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
嘘
を
つ
く
行
為
の
悪
さ
が
行
為
の
帰
結
に
な
く
、
行
為
そ
れ
自
体
の
う
ち
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

嘘
の
悪
さ
は
形
式
上
の
悪
で
あ
る
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
カ
ン
ト
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
嘘
の
悪

を
形
式
上
の
悪
と
表
現
し
て
い
る
。
続
い
て
は
こ
の
論
点
を
検
討
し
よ
う
。 



 22

 

形
式
的
矛
盾
と
普
遍
化
不
可
能
性 

カ
ン
ト
は
『
コ
リ
ン
ズ
記
の
道
徳
哲
学
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
嘘
は
、
そ
れ
が
善
い
意
図
を
も
っ
て

い
よ
う
と
悪
い
意
図
を
も
っ
て
い
よ
う
と
、
そ
れ
自
体
で
卑
し
い
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
嘘
は
形
式
の
上
で
悪

い
も
の
だ
か
ら
」（Collins. XXV

II 449

）
。
こ
れ
と
同
内
容
の
叙
述
は
他
の
講
義
録
や
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
に

も
あ
る
し2

2

、
さ
ら
に
、
第
三
章
で
詳
し
く
見
る
が
、『
嘘
』
論
文
で
も
「
真
実
性
は
人
間
の
形
式
的
義
務
」（Lüge. 

V
III426

）
と
か
「
嘘
は
形
式
の
上
で
の
不
正
」(Lüge. V

III429)

と
述
べ
て
い
る
。 

し
か
し
カ
ン
ト
は
こ
う
述
べ
て
お
い
て
、
形
式
的
に
悪
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
は
説
明
し
て
い
な
い
。

そ
の
説
明
を
推
測
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
言
語
の
目
的
と
は
、
自
分
の
心
術
を
相
手
に
伝
え
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
彼
の
見
解
に
従
え
ば
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
嘘
の
言
明
を
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
自
分
の
心
術
を
伝
達
し
よ
う
と
し
な
が
ら
同
時
に
自
分
の
心
術
を
伝
達
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
は
定
義
上
の
矛
盾
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
形
式
的
な
矛
盾
で
あ
る
。 

確
か
に
カ
ン
ト
は
こ
う
考
え
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
、
嘘
が
形
式
上
の
「
矛

盾
」
を
含
む
こ
と
が
、
な
ぜ
形
式
的
に
「
悪
」
で
あ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
実
際
、
カ

ン
ト
に
お
い
て
あ
る
行
為
が
道
徳
的
に
悪
い
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
行
為
の
う
ち
に
（
あ
る
い
は
そ
の
行
為
の
格

率
の
う
ち
に
）
矛
盾
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
は
深
い
関
係
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、『
人
倫
の

形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』（
一
七
八
五
年
）
第
二
章
に
お
け
る
、
格
率
の
普
遍
化
思
考
実
験
（
こ
れ
を
私
は
「
普
遍

化
テ
ス
ト
」
と
呼
ぶ
）
の
部
分
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

有
名
な
こ
の
部
分
で
の
カ
ン
ト
の
主
張
の
眼
目
は
、
定
言
命
法
に
基
づ
く
格
率
と
仮
言
命
法
に
基
づ
く
そ
れ
と

の
峻
別
を
、
格
率
が
普
遍
的
法
則
と
し
て
の
性
格
を
備
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
行
う
こ
と
に
あ
る
。
こ

れ
に
し
た
が
え
ば
、
道
徳
的
に
価
値
が
あ
る
行
為
と
は
、
そ
の
行
為
の
格
率
が
普
遍
化
さ
れ
る
と
き
に
矛
盾
な
く

万
人
に
採
用
さ
れ
う
る
行
為
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
は
定
言
命
法
に
基
づ
く
行
為
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
そ
の

行
為
は
普
遍
化
可
能
性
を
持
つ
と
言
わ
れ
る
。 

さ
て
『
基
礎
づ
け
』
の
こ
の
部
分
で
は
、
カ
ン
ト
は
四
つ
の
具
体
的
な
義
務
の
例
を
挙
げ
、
義
務
に
反
す
る
行

為
が
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
普
遍
化
不
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
る
か
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
四
つ
の
義
務
は
、「
自
分

自
身
に
対
す
る
完
全
義
務
」
、
「
他
人
に
対
す
る
完
全
義
務
」
、
「
自
分
自
身
に
対
す
る
不
完
全
義
務
」
、
「
他
人
に
対

す
る
不
完
全
義
務
」
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
反
す
る
行
為
と
し
て
「
自
殺
」
、「
偽
り
の
約
束
」
、「
陶
冶
の
怠
慢
」
、

「
親
切
の
拒
否
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 

カ
ン
ト
は
、
完
全
義
務
と
不
完
全
義
務
と
を
、
一
つ
に
は
、
義
務
に
従
う
強
度
に
お
い
て
区
別
し
て
い
る
。
完

全
義
務
は
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
を
「
厳
格
な
、
な
い
し
狭
義
の
（
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
）
義
務
」（G

r. IV
 424

）

と
言
い
、
不
完
全
義
務
は
そ
れ
に
従
え
ば
「
広
義
の
（
功
績
と
な
る
）
」
（
同
）
と
言
っ
て
い
る
。 

さ
ら
に
カ
ン
ト
は
義
務
の
完
全
性
を
、
義
務
が
普
遍
化
テ
ス
ト
を
ど
の
程
度
厳
密
な
仕
方
で
合
格
す
る
か
と
い

う
点
に
見
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
普
遍
化
テ
ス
ト
と
は
、「
格
率
が
普
遍
的
法
則
と
な
る
こ
と
を
、
当
の
格
率
を
通

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

じ
て
自
分
が
同
時
に
意
欲
で
き
る
よ
う
な
格
率

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
に
従
っ
て
の
み

、
、
、
、
、
、
、
行
為
し
な
さ
い

、
、
、
、
、
、
」（G

r. IV
 421

）
と
い
う
定
言

                                        

         

 
22 Pow
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命
法
の
普
遍
的
法
則
の
法
式
に
し
た
が
っ
て
行
為
の
格
率
が
普
遍
化
で
き
る
か
ど
う
か
を
自
分
で
思
考
実
験
し
て

み
る
こ
と
で
あ
る
。 

カ
ン
ト
は
完
全
義
務
に
反
す
る
行
為
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
普
遍
化
テ
ス
ト
に
さ
ら
さ
れ
た
場
合
次
の
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。「
行
為
の
中
に
は
、
そ
の
行
為
の
格
率
が
普
遍
的
自
然
法
則
と
し
て
考
え
ら
れ
る

、
、
、
、
、
こ

と
す
ら
、
矛
盾
な
く
し
て
は
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
ま
し
て
や
、
そ
れ
が
普
遍
的
自
然
法
則
と
な
る
べ
き
で
あ

、
、
、
、

る、
、
と
意
欲
す
る

、
、
、
、
こ
と
が
で
き
る
と
は
、
見
当
違
い
も
甚
だ
し
い
」（G

r. IV
 424

）23

。
そ
し
て
、
不
完
全
義
務

に
反
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
こ
う
述
べ
る
。「
そ
れ
と
は
別
に
、
そ
う
し
た
内
的
不
可
能
性
が
認
め
ら
れ
な
い
行
為

も
あ
る
に
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
行
為
の
格
率
が
自
然
法
則
の
普
遍
性
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
の
を
意
欲
す
る

、
、
、
、

の
は
、
や
は
り
不
可
能
な
の
で
あ
る
」
（
同
）
。
し
た
が
っ
て
、
普
遍
的
法
則
の
法
式
は
、
格
率
に
対
し
て
、
よ
り

厳
し
い
「
思
考
可
能
性
」
と
い
う
テ
ス
ト
と
そ
れ
よ
り
は
ゆ
る
や
か
な
「
意
欲
可
能
性
」
と
い
う
二
段
階
の
テ
ス

ト
を
用
意
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
テ
ス
ト
を
通
過
す
る
仕
方
で
、
義
務
の
完
全
性
に
程
度
の
差
が
生
じ
る
と

カ
ン
ト
は
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

こ
れ
に
基
づ
い
て
考
え
れ
ば
、
不
完
全
義
務
に
違
反
す
る
行
為
は
、
意
欲
可
能
性
の
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
の
み
矛

盾
を
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
思
考
可
能
性
は
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
る
の
に
隣

人
に
親
切
を
し
な
い
行
為
の
格
率
は
、
そ
れ
が
万
人
に
採
用
さ
れ
た
社
会
そ
れ
自
体
は
思
考
可
能
で
あ
る
と
カ
ン

ト
自
身
認
め
て
い
る
（G

r. IV
 423

）
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
そ
う
い
う
社
会
で
生
き
た
い
と
意
欲
は
で
き
な
い
。

ゆ
え
に
結
局
、
親
切
を
し
な
い
格
率
は
普
遍
化
不
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
カ
ン
ト
の
論
法
で
あ
る
。 

で
は
、
問
題
の
「
偽
り
の
約
束
」24

の
格
率
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
完
全
義
務
に
反

す
る
格
率
で
あ
る
。
こ
の
格
率
は
、
普
遍
的
法
則
と
な
る
こ
と
が
矛
盾
な
く
意
欲
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
考
え
ら
れ
る

、
、
、
、
、

こ
と
す
ら
で
き
な
い
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
言
え
る
こ
と
な
の
か
。
少
し
長
く
な
る
が
、
カ
ン
ト
の
思

考
の
論
理
展
開
が
よ
く
わ
か
る
『
基
礎
づ
け
』
第
二
章
の
当
該
箇
所
を
全
体
的
に
引
用
し
よ
う
。 

 

別
の
人
が
、
困
窮
し
て
借
金
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
彼
は
返
す
当
て
が
な
い
の
は
自
分
で
も

よ
く
わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
も
し
決
め
ら
れ
た
期
限
に
返
す
と
は
っ
き
り
約
束
す
る
の
で
な
か
っ
た
ら
、

び
た
一
文
貸
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
彼
は
そ
の
よ
う
に
約
束
す
る
気
で
い
る
。
そ

れ
で
い
て
、
そ
ん
な
ふ
う
に
し
て
窮
境
を
切
り
抜
け
る
の
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
義
務
に
反
す
る
の

で
は
な
い
か
、
と
自
問
す
る
だ
け
の
良
心
を
彼
は
ま
だ
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
な
お
彼
が
そ
ん
な
約
束
を

し
よ
う
と
決
心
し
た
と
す
る
な
ら
、
彼
の
行
為
の
格
率
は
こ
う
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。「
私
は
自
分
が
お
金
に

困
っ
て
い
る
と
思
っ
た
ら
お
金
を
借
り
、
い
つ
に
な
っ
て
も
返
せ
な
い
の
が
わ
か
っ
て
い
て
も
、
返
す
と
約

束
し
よ
う
。
」
さ
て
、
こ
う
し
た
自
己
愛
な
い
し
功
利
性
の
原
理
は
将
来
全
般
に
わ
た
っ
て
私
が
平
穏
無
事
で

い
ら
れ
る
た
め
に
は
好
都
合
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
い
ま
問
題
な
の
は
、
そ
の
原
理
が
正
し
い
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「
証
言
で
ひ
と
を
説
得
し
よ
う
と
し
な
が
ら
、
故
意
に
虚
偽
の
証
言
を
し
て
お
い
て
、
し
か
も
そ
の
行
い
が
自
然
法

則
の
普
遍
性
を
そ
な
え
て
い
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
」
（K

pV
. V

 44

）。 
24 

こ
れ
は
、
は
っ
き
り
と
嘘
の
一
種
と
考
え
て
よ
い
。
カ
ン
ト
は
、
『
基
礎
づ
け
』
第
二
章
で
の
偽
り
の
約
束
の
不
格

率
の
普
遍
化
実
験
を
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
第
一
章
に
お
い
て
す
で
に
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
は
っ
き
り
と
「
嘘
の
約

束
（ein lügenhaftes Versprechen

）
」
と
い
う
表
現
を
し
て
い
る
。 
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の
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
私
は
自
己
愛
の
不
当
な
要
求
を
普
遍
的
な
法
則
へ
と
変
換
し
て
、
次

の
よ
う
に
問
い
直
す
と
し
よ
う
。「
も
し
私
の
格
率
が
普
遍
的
な
法
則
と
な
る
と
す
れ
ば
、
ど
う
い
う
こ
と
に

な
る
の
だ
ろ
う
か
。
」
す
る
と
、
直
ち
に
わ
か
る
の
は
、
私
の
そ
う
し
た
格
率
が
決
し
て
普
遍
的
な
自
然
法
則

と
し
て
妥
当
し
た
り
自
己
整
合
的
で
あ
っ
た
り
で
き
ず
、
必
然
的
に
自
己
矛
盾
に
陥
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
誰
で
あ
れ
自
分
が
困
っ
て
い
る
と
思
っ
た
ら
、
何
で
も
思
い
つ
く
ま
ま
守
る
つ
も
り

の
な
い
約
束
を
し
て
も
よ
い
と
い
う
法
則
が
普
遍
性
を
も
つ
の
で
あ
れ
ば
、
何
が
約
束
さ
れ
て
も
信
じ
る
者

は
な
く
、
か
え
っ
て
、
何
を
言
っ
て
も
虚
し
い
口
実
だ
と
笑
い
飛
ば
さ
れ
る
の
で
、
約
束
す
る
こ
と
が
不
可

能
と
な
り
、
ま
た
、
何
の
た
め
に
約
束
す
る
の
か
と
い
う
目
的
そ
の
も
の
が
不
可
能
と
な
る
（G

r. IV
 422

）
。 

 

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
要
点
を
、
格
率
の
普
遍
化
の
思
考
不
可
能
性
に
関
し
て
ま
と
め
る
な
ら
ば
、

次
の
よ
う
に
言
え
よ
う
。
私
は
自
分
の
利
益
の
た
め
に
嘘
の
約
束
を
し
た
い
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
私
の
言
葉
が

真
実
と
し
て
約
束
の
相
手
に
信
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
万
人
が
「
言
語
と
は
話
者
の
真
意
を

伝
え
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
了
解
し
て
そ
れ
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
し
か
し
今
、
困

っ
た
と
き
に
は
嘘
の
約
束
を
し
て
も
よ
い
と
い
う
格
率
を
普
遍
化
さ
せ
て
み
る
な
ら
ば
、
だ
れ
も
言
語
に
信
用
を

置
か
な
く
な
り
、
私
の
言
葉
を
信
じ
る
者
は
い
な
く
な
る
の
で
、
嘘
の
約
束
を
す
る
行
為
は
遂
行
で
き
な
く
な
る
。 

こ
の
思
考
不
可
能
性
に
つ
い
て
、
カ
ン
ト
は
、
そ
の
よ
う
な
格
率
は
普
遍
化
さ
れ
る
と
「
自
己
整
合
的
で
あ
っ

た
り
で
き
ず
、
必
然
的
に
自
己
矛
盾
に
陥
ら
ざ
る
を
え
な
い
」
（G

r. IV
 422

）
と
言
っ
て
い
る
し25

、
こ
う
し
た

矛
盾
の
こ
と
を
「
内
的
不
可
能
性
」
と
も
呼
ん
で
い
る
（G

r. IV
 424

）
。
カ
ン
ト
が
こ
う
し
た
言
い
方
を
す
る
背

後
に
は
、
嘘
の
約
束
に
よ
っ
て
目
指
さ
れ
る
利
益
―
―
す
な
わ
ち
、
格
率
の
実
質
―
―
の
よ
う
な
行
為
の
外
部
の

も
の
と
は
無
関
係
の
次
元
に
お
い
て
、
嘘
を
つ
く
行
為
そ
れ
自
体
が
―
―
行
為
の
形
式
上
―
―
不
可
能
に
な
る
と

い
う
含
意
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
話
を
戻
せ
ば
、
カ
ン
ト
が
別
の
場
所
で
言
っ
て
い
る
嘘
の
「
形
式
的
な
矛
盾
」
と
は
、
い
わ
ば

普
遍
化
を
通
し
て
暴
き
出
さ
れ
る
種
類
の
矛
盾
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
さ
き
ほ
ど
述
べ
た
よ

う
に
、
カ
ン
ト
が
嘘
に
帰
す
る
形
式
的
矛
盾
と
は
、
厳
密
に
論
理
的
な
意
味
で
の
矛
盾
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な

く
て
、
こ
の
矛
盾
は
、
格
率
の
普
遍
化
を
通
し
て
は
じ
め
て
見
え
て
く
る
矛
盾
で
あ
っ
て
、
逆
に
い
え
ば
、
普
遍

化
の
視
点
な
く
し
て
は
根
拠
づ
け
ら
れ
な
い
矛
盾
で
あ
る
。
し
か
し
な
ぜ
、
形
式
的
な
矛
盾
が
あ
る
こ
と
は
、
形

式
的
に
悪
で
あ
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
の
か
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
普
遍
化
不
可
能
性
と
他
の
嘘

の
悪
さ
と
を
関
連
づ
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

 

嘘
の
悪
さ
の
諸
側
面
の
関
係 

自
分
が
好
き
な
と
き
に
嘘
を
つ
い
て
よ
い
と
い
う
格
率
が
普
遍
化
さ
れ
た
社
会
の
存
在
の
可
能
性
は
、
論
理
的

に
は
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
社
会
に
お
い
て
、
嘘
を
つ
く
と
い
う
行
為
を
、
す
な
わ
ち
、「
自
分
の
心
術
と
は
異

な
る
言
明
を
す
る
」
と
い
う
行
為
を
す
る
こ
と
は
、
論
理
的
に
可
能
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
カ
ン
ト
か
ら
す
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第
一
章
で
も
、
嘘
の
約
束
の
よ
う
な
格
率
は
「
普
遍
的
法
則
に
さ
れ
た
と
た
ん
に
自
滅
せ
ざ
る
を
え
な
い
」（G

r. IV 
403

）
と
言
っ
て
い
る
。 
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れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
言
語
の
使
用
は
空
虚
で
あ
っ
て
、
言
語
の
自
然
的
合
目
的
性
に
反
し
て
い
る
。
前
に
引
用
し

た
『
コ
リ
ン
ズ
』
で
の
カ
ン
ト
の
主
張
を
再
掲
し
よ
う
。 

  

人
間
社
会
で
肝
要
な
の
は
心
術
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
こ
で
は
各
人
が
自
分
の
思
想
に
関
し

て
誠
実
で
あ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
な
く
し
て
は
交
際
の
も
つ
す
べ
て
の
価
値
が
消

え
失
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
人
は
示
さ
れ
た
思
想
に
基
づ
い
て
、
各
人
が
何
を
考
え
て
い
る
か
を
判
断
で
き

る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
各
人
は
、
自
分
の
思
想
を
表
明
し
よ
う
と
宣
言
す
る
な
ら
、
実
際
に
そ
れ
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
実
行
し
な
け
れ
ば
、
人
間
の
あ
い
だ
に
社
会
が
成
立
し
え
な
い
か
ら
で

あ
る
（Collins. XXV

II 444

）
。 

 

カ
ン
ト
の
考
え
で
は
、
誠
実
に
行
わ
れ
た
言
明
に
基
づ
い
て
各
人
が
相
互
に
相
手
の
考
え
を
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
が
言
語
の
目
的
が
果
た
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
言
語
の
格
率
が
普
遍
化
さ
れ
て
い

る
状
態
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
状
態
こ
そ
が
人
間
の
社
会
性
あ
る
い
は
人
間
性
の
源
泉
で
あ
る
。
ゆ
え
に
こ
の
よ

う
な
言
語
使
用
が
行
わ
れ
な
い
社
会
は
、
論
理
的
に
可
能
で
あ
ろ
う
と
も
、
カ
ン
ト
的
に
は
何
ら
存
立
の
基
盤
を

持
ち
え
な
い
。
ゆ
え
に
、
カ
ン
ト
の
言
う
嘘
の
形
式
的
矛
盾
と
は
、
人
間
の
社
会
性
あ
る
い
は
人
間
性
を
前
提
し

て
は
じ
め
て
説
明
可
能
な
矛
盾
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
嘘
が
反
対
す
る
と
こ
ろ
の
言
語
の
目
的
が
、
は
じ
め
か
ら

人
間
の
社
会
性
あ
る
い
は
人
間
性
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
言
え
ば
、
カ
ン
ト
が
『
基
礎
づ
け
』
で
述
べ
て
い
る
格
率
の
普
遍
化
可
能
性
の
テ
ス
ト
と
は
、
格

率
の
社
会
化
可
能
性
を
判
定
す
る
こ
と
だ
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
実
際
、
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
あ
る
格

率
が
普
遍
化
可
能
か
ど
う
か
と
は
、
自
分
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
理
性
的
存
在
者
が
当
の
格
率
を
採
用
し
う
る
か
ど

う
か
を
、
自
分
自
身
の
特
殊
的
規
定
を
捨
象
し
て
考
え
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い26
。
こ
の
手
続

き
は
、
理
性
的
存
在
者
が
自
分
自
身
を
、
社
会
を
構
成
す
る
複
数
の
理
性
的
存
在
者
の
一
人
と
し
て
位
置
づ
け
た

上
で
、
あ
ら
ゆ
る
理
性
的
存
在
者
が
賛
同
し
う
る
格
率
に
の
み
道
徳
的
価
値
を
認
め
て
い
く
シ
ス
テ
ム
と
言
え
る

性
格
を
持
つ
と
い
え
る27

。 

さ
て
こ
こ
ま
で
、
カ
ン
ト
の
考
え
る
嘘
の
悪
さ
を
、
人
間
性
の
毀
損
、
社
会
性
の
毀
損
、
形
式
的
矛
盾
、
普
遍

化
不
可
能
性
、
に
分
け
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
嘘
の
悪
さ
の
四
つ
の
側
面
は
互
い
に
分
か
ち
が

た
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
自
分
の
心
術
を
他
人
に
伝
達
す
る
こ
と
に

言
語
の
目
的
が
あ
り
、
そ
の
目
的
に
し
た
が
っ
た
言
語
使
用
を
す
る
の
が
人
間
性
を
尊
重
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
れ
は
同
時
に
社
会
性
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
嘘
の
行
為
の
形
式
に
内
在
す
る
矛
盾
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
行
為
の
格
率
の
普
遍
化
の
視
点
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
矛
盾
で
あ
る
。
普
遍
化
の
視
点
は
、
社

                                        

         

 
26 

カ
ン
ト
は
、
普
遍
的
法
則
に
関
し
て
、
「
理
性
的
存
在
者
た
ち
の
人
格
上
の
相
違
を
度
外
視
す
る
」（G

r. IV
 433

）

と
言
っ
て
い
る
。 

27 

も
っ
と
も
、
こ
う
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
私
は
カ
ン
ト
が
道
徳
の
究
極
的
基
礎
を
社
会
に
置
い
て
い
る
と
言
い
た
い
わ

け
で
は
な
い
。
カ
ン
ト
の
考
え
る
道
徳
の
基
礎
は
、
理
性
的
存
在
者
各
人
の
理
性
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
実
践
性
の
う
ち
に

あ
る
。
こ
の
実
践
的
理
性
は
し
か
し
、
理
性
的
存
在
者
の
人
間
性
の
源
で
も
あ
る
か
ら
、
必
然
的
に
社
会
的
な
側
面
を

有
す
る
の
で
あ
る
。 
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会
化
の
要
素
を
持
ち
、
し
か
も
言
語
の
目
的
に
内
在
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
言
語
は
社
会
性
の
実
現
を
目
指
す

が
、
そ
の
目
的
は
、
言
語
の
正
し
い
使
用
の
格
率
が
万
人
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
か
ら
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
嘘
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
て
い
る
と
、
私
の
た
だ
一
つ
の
嘘
を
つ
く
行
為
か
ら
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
理
性

的
存
在
者
、
感
性
界
と
叡
智
界
と
い
う
一
平
面
的
イ
メ
ー
ジ
に
は
集
約
で
き
な
い
世
界
像
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
向
に
広
が
る
視
野
が
開
か
れ
て
い
く
。
し
か
し
そ
の
ど
れ
も
が
、
嘘
を
つ
く
行
為
の
外
部
に
生
じ
る
の
で
は

な
く
し
て
、
行
為
そ
の
も
の
の
う
ち
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
嘘
の
行
為
の
悪
さ
を
暴
き
だ
し
て

い
っ
た
点
に
、
既
存
の
嘘
論
に
は
な
い
カ
ン
ト
独
自
の
手
法
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

で
は
、
関
連
し
て
、
カ
ン
ト
が
嘘
の
悪
さ
を
指
摘
す
る
た
め
に
嘘
に
よ
る
帰
結
を
考
慮
し
て
い
な
い
点
に
つ
い

て
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
お
こ
う
。 

 

反
帰
結
主
義 

カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
嘘
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
帰
結
す
る
害
悪
に
よ
っ
て
悪
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
ま
た
、

嘘
に
よ
っ
て
帰
結
す
る
利
益
が
嘘
を
正
当
化
す
る
こ
と
も
な
い
。
カ
ン
ト
は
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
で
嘘
の
悪
さ

の
判
定
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。 

 

そ
の
際
、
こ
の
虚
言
か
ら
他
人
が
蒙
る
か
も
知
れ
ぬ
損
害
が
、
こ
の
悪
徳
の
特
性
に
該
当
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
…
…
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
そ
の
損
害
は
顧
慮
さ
れ
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
自
分
が
引
き
蒙
る
か
も

し
れ
ぬ
損
害
さ
え
も
顧
慮
さ
れ
な
い
（M

S. V
I 429

）
。 

  

嘘
が
悪
い
と
さ
れ
る
と
き
に
、
嘘
が
引
き
起
こ
す
害
悪
に
ま
っ
た
く
依
存
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
カ
ン
ト
が

嘘
を
糾
弾
す
る
と
き
に
「
嘘
と
は
故
意
の
非
真
理
の
言
明
で
あ
る
」
と
い
う
定
義
以
外
に
何
も
の
も
必
要
と
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
カ
ン
ト
が
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
り28

、
カ
ン
ト
と
、
カ
ン
ト
以
前

の
他
人
を
害
す
る
嘘
の
み
を
罪
だ
と
す
る
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
や
ヴ
ォ
ル
フ
・
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
ら
の
立
場
と
の
違
い

を
は
っ
き
り
と
分
け
る
点
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。 

 

こ
の
点
は
、
嘘
に
関
す
る
当
時
の
伝
統
的
な
用
語
法
と
カ
ン
ト
自
身
の
そ
れ
と
の
違
い
に
も
表
れ
て
い
る
。
法

律
家
や
ヴ
ォ
ル
フ
・
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
用
語
法
は
次
の
も
の
で
あ
る
。
本
論
の
導
入
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、

falsiloquium

は
単
な
る
非
真
理
の
発
言
お
よ
び
故
意
の
非
真
理
の
両
方
を
含
む
、
偽
り
の
言
明
一
般
を
意
味
す

る
。
両
方
と
も
無
害
で
あ
り
、
罪
で
は
な
い
。
こ
のfalsiloquium

の
う
ち
、
故
意
の
非
真
理
で
か
つ
他
人
へ
の

害
を
も
た
ら
す
も
の
がm

endacium

（Lüge

）
す
な
わ
ち
嘘
と
呼
ば
れ
、
罪
に
あ
た
る29

。
し
か
し
カ
ン
ト
の

場
合
は
、m

endacium

（Lüge

）
は
故
意
の
非
真
理
の
言
明
す
べ
て
を
指
す
。
す
な
わ
ち
、
他
人
へ
の
害
は
無

関
係
な
の
だ
。
よ
っ
て
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
ら
の
用
語
法
で
は
嘘
に
当
た
ら
な
い
無
害
の
故
意
の
非
真
理
の
言
明

も
、
カ
ン
ト
に
お
い
て
は
嘘
と
し
て
罪
に
な
る
。
カ
ン
ト
は
こ
の
用
語
法
を
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
教
科
書
を
用
い

                                        

         

 
28 Collins. XXV

II 448, M
rongovius. XXV

II 1563-5, K
pV

. V
88, Brief 510. XI 332. 

29 Ethica(1763). §343/ §344, XXV
II 971. 
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て
い
た
講
義
録
時
代
か
ら
使
っ
て
い
る
し
、
後
の
『
嘘
』
論
文
で
も
は
っ
き
り
と
表
さ
れ
て
い
る30

。 
嘘
が
も
た
ら
す
害
悪
を
度
外
視
す
る
と
い
う
点
で
カ
ン
ト
が
さ
ら
に
徹
底
し
て
い
る
の
は
、
他
人
に
対
す
る
害

だ
け
で
な
く
自
分
自
身
に
対
す
る
害
も
度
外
視
す
る
点
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
、
仮
言
的
命
法
が
「
私
が
名
誉
を
失

い
た
く
な
い
な
ら
、
私
は
嘘
を
つ
く
べ
き
で
は
な
い
」
と
言
う
の
に
対
し
て
、
定
言
的
命
法
は
「
た
と
え
私
が
少

し
も
恥
を
か
く
こ
と
に
な
ら
な
く
て
も
、
私
は
嘘
を
つ
く
べ
き
で
は
な
い
」
と
言
う
（G

r. IV
 419/441

）
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
た
と
え
嘘
が
他
人
あ
る
い
は
自
分
自
身
に
対
し
て
損
害
を
与
え
ず
、
む
し
ろ
利
益
を
与
え
る
場
合
で

す
ら
、
嘘
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
カ
ン
ト
は
言
う
（M

S. V
I 430/481

）
。
ゆ
え
に
、
善
意
の
嘘
と
い
う
も

の
も
認
め
ら
れ
な
い
。「
嘘
は
、
そ
れ
が
善
い
意
図
を
も
っ
て
い
よ
う
と
悪
い
意
図
を
も
っ
て
い
よ
う
と
、
そ
れ
自

体
で
卑
し
い
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
嘘
は
形
式
の
上
で
悪
い
も
の
だ
か
ら
」
（Collins. XXV

II 449

）
。 

し
た
が
っ
て
、
カ
ン
ト
は
、
他
人
も
自
分
自
身
も
、
だ
れ
に
対
す
る
損
害
も
利
益
も
無
視
す
る
の
で
あ
る
。
嘘

の
悪
さ
は
そ
の
行
為
自
体
で
あ
り
、
人
間
性
を
毀
損
す
る
点
に
の
み
存
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
嘘
の
定
義
に
帰
結

を
考
慮
し
な
い
カ
ン
ト
の
や
り
方
は
、
行
為
に
道
徳
的
価
値
を
認
め
る
際
に
行
為
の
帰
結
を
度
外
視
し
、
も
っ
ぱ

ら
行
為
の
格
率
が
道
徳
法
則
と
な
り
う
る
か
ど
う
か
の
み
を
問
題
に
す
る
彼
の
倫
理
学
の
根
本
的
立
場
そ
の
も
の

で
あ
る
。 

と
い
う
わ
け
で
こ
こ
ま
で
は
、
カ
ン
ト
の
嘘
論
の
中
で
も
、
年
代
・
著
作
に
か
か
わ
ら
ず
彼
の
姿
勢
が
一
貫
し

て
い
る
点
を
見
て
き
た
。
続
く
第
二
章
で
は
、
カ
ン
ト
の
嘘
論
の
中
で
揺
れ
が
見
ら
れ
る
問
題
を
検
討
し
て
い
こ

う
。 

 

                                        

         

 
30 Collins. XXV

II 446-8, M
rongovius. XXV

II 1563-4. 

「
そ
れ
ゆ
え
、
嘘
は
、
他
の
人
に
対
す
る
故
意
の
非
真

理
の
言
明
と
単
に
定
義
さ
れ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
他
の
人
を
害
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
付

記
を
加
え
る
必
要
は
な
い
。
法
律
家
は
そ
れ
を
嘘
の
定
義
に
要
求
す
る
が
（m

endacium
 est falsiloquium

 in 
praejudicium

 alterius.

「
嘘
と
は
、
他
の
人
の
害
に
な
る
偽
言
で
あ
る
」
と
）
」
（Lüge .V

III 426

）。  
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第
二
章 

『
嘘
』
論
文
以
外
の
著
作
に
お
け
る
カ
ン
ト
の
嘘
論
Ⅱ 

―
―
―
―
注
意
を
要
す
る
諸
問
題
―
― 

 

第
一
節 

義
務
分
類
の
揺
れ 

扱
い
に
注
意
を
要
す
る
諸
問
題
の
う
ち
、
ま
ず
一
つ
に
、
真
実
を
言
う
義
務
が
、
カ
ン
ト
の
義
務
論
の
う
ち
で

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。 

 

カ
ン
ト
の
義
務
論
の
概
要 

 

カ
ン
ト
の
義
務
論
に
関
し
て
、
一
七
七
〇
年
代
～
一
七
八
〇
年
代
の
講
義
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
義
務
論
が

「
自
分
自
身
に
対
す
る
義
務
」
と
「
他
人
に
対
す
る
義
務
」
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
バ

ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
行
っ
て
い
る
区
別
に
乗
っ
取
っ
た
も
っ
と
も
基
本
的
な
義
務
の
区
別
で
あ
る
。
こ
の
区
別
に
加

え
、
『
人
倫
の
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』
（
一
七
八
五
年
）
で
カ
ン
ト
は
、
完
全
義
務
／
不
完
全
義
務
、
と
い
う
二

つ
の
観
点
か
ら
の
区
別
を
行
い
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
四
つ
の
義
務
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
有

名
で
あ
る
。
そ
し
て
『
人
倫
の
形
而
上
学
』（
一
七
九
七
年
）
で
は
、
さ
ら
に
倫
理
的
義
務
（
徳
論
）
／
法
律
的
義

務
（
法
論
）
と
い
う
三
つ
目
の
観
点
が
加
わ
っ
た
区
別
に
し
た
が
っ
て
著
作
全
体
が
構
成
さ
れ
て
い
る
―
―
も
っ

と
も
、『
人
倫
の
形
而
上
学
』
で
は
三
つ
の
観
点
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
徳
論

／
法
論
の
区
別
が
ほ
か
の
二
つ
の
区
別
と
重
な
り
合
う
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
注
意
を
要
す
る
が
。
ま
た
、

こ
れ
ら
三
つ
の
観
点
は
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
教
説
の
中
に
す
で
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
カ
ン
ト
は
そ
れ

を
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
の
で
は
な
く
独
自
の
用
語
法
に
変
換
し
て
い
る
し
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
に
お
い
て
徹
底
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
義
務
分
類
の
体
系
化
を
推
し
進
め
た
。
こ
の
点
に
カ
ン
ト
自
身
の
仕
事
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。 

 

嘘
の
位
置
づ
け 

で
は
、
カ
ン
ト
に
よ
る
嘘
を
つ
か
な
い
義
務
の
位
置
づ
け
の
変
遷
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
一
七
七
〇
年

代
～
八
〇
年
代
の
諸
講
義
で
は
、
こ
の
義
務
は
目
次
上
、
「
他
人
に
対
す
る
義
務
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る31
。

『
コ
リ
ン
ズ
』
と
『
ム
ロ
ン
ゴ
ヴ
ィ
ウ
ス
』
で
は
「
他
人
に
対
す
る
義
務
」
が
「
人
間
の
権
利
に
由
来
す
る
義
務
」

（
後
の
法
論
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
義
務
）
と
、
「
他
人
に
対
す
る
倫
理
的
義
務
」
（
後
の
徳
論
に
当
た
る
と
考

え
ら
れ
る
義
務
）
と
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
誠
実
の
義
務
は
「
他
人
に
対
す
る
倫
理
的
義
務
」
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
講
義
で
カ
ン
ト
は
同
時
に
、
誠
実
の
義
務
を
「
自
分
自
身
に
対
す
る
義
務
」
に
反

す
る
も
の
と
し
て
も
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る32

。
た
と
え
ば
『
コ
リ
ン
ズ
』
で
は
、「
自
己
自
身
に
対
す
る
義
務
」

総
論
に
あ
た
る
部
分
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

嘘
は
他
人
に
対
す
る
よ
り
も
自
己
自
身
に
対
す
る
義
務
の
よ
り
大
き
な
毀
損
で
あ
る
。
そ
し
て
、
た
と
え
嘘

つ
き
が
そ
れ
に
よ
っ
て
誰
に
損
害
を
与
え
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
そ
の
人
は
軽
蔑
の
対
象
で
あ
る

                                        

         

 
31 Collins.  XXV

II 444ff, M
rongovius. XXV

II 1561ff, 
Pow

alski. XXV
II 231. 

32 Collins. XXV
II 341, M

rongovius. XXV
II 1480f, 

Pow
alski. XXV

II 192. 
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（Collins. XXV
II 341

）
。 

 

し
た
が
っ
て
、
カ
ン
ト
は
講
義
時
代
に
は
嘘
を
対
自
義
務
／
対
他
義
務
の
両
方
で
扱
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が

で
き
、
か
つ
、
目
次
上
は
対
他
義
務
に
位
置
づ
け
て
い
る
も
の
の
、
内
容
的
に
は
、
む
し
ろ
対
自
義
務
に
違
反
す

る
側
面
を
強
調
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一
七
八
五
年
の
『
基
礎
づ
け
』
で
は
、
カ
ン
ト
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
定
言
命
法
の
普
遍
化
試
験
に
つ
い

て
述
べ
る
箇
所
で
「
自
分
自
身
に
対
す
る
完
全
義
務
」
、
「
他
人
に
対
す
る
完
全
義
務
」
、
「
自
分
自
身
に
対
す
る
不

完
全
義
務
」
、
「
他
人
に
対
す
る
不
完
全
義
務
」
の
四
つ
の
義
務
に
反
す
る
例
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
他
人
に

対
す
る
完
全
義
務
」
に
反
す
る
例
と
し
て
、「
偽
り
の
約
束
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る33

。
そ
し
て
こ
こ
で
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
カ
ン
ト
は
注
を
つ
け
て
い
る
。 

 

そ
れ
は
、
私
が
義
務
の
区
分
を
、
将
来
出
版
す
る
予
定
の
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
た
め
に
、
全
面
的
に
留

保
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
書
で
の
義
務
の
区
分
は
（
私
の
挙
げ
る
実
例
を
配
列
す
る
た
め

で
）
、
任
意
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
（G

r. IV
 421

）
。 

  

こ
の
注
で
カ
ン
ト
は
、『
基
礎
づ
け
』
で
の
義
務
の
区
分
は
暫
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
最
終
的
・
決
定
的
な
義
務

の
区
分
を
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
に
譲
る
と
は
っ
き
り
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
こ
こ
で
具
体
的
な
行
為

を
扱
っ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
定
言
命
法
の
普
遍
的
法
則
と
し
て
の
性
格
を
説
明
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
の

四
つ
の
義
務
区
分
が
自
分
の
構
想
す
る
義
務
区
分
の
す
べ
て
を
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
読
者
に
こ
と

わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
で
は
、
誠
実
の
義
務
は
、
徳
論
の
「
第
一
部
第
一
巻 

自
己
自
身
に
対
す
る
完

全
義
務
に
つ
い
て
」
の
う
ち
の
、「
第
二
章 

た
ん
に
道
徳
的
存
在
と
し
て
の
み
看
な
さ
れ
て
い
る
自
己
自
身
に
対

す
る
人
間
の
義
務
」
に
分
類
さ
れ
る
。
カ
ン
ト
は
こ
の
章
題
の
直
後
に
、「
そ
れ
は
、
嘘、
、
貪
欲
、
、
、
お
よ
び
偽
り
の

謙
虚
、
、
（
卑
屈
）
と
い
う
悪
徳
に
対
立
し
て
い
る
」
（M

S. V
I 428

）
と
記
し
て
い
る
。
一
方
で
法
論
で
も
、
他
人

の
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
と
し
て
の
嘘
を
扱
っ
て
い
る
（M

S. V
I 238

）
。 

そ
れ
か
ら
、
一
七
七
〇
年
代
中
葉
～
一
七
八
〇
年
代
中
葉
の
講
義
を
編
集
し
て
一
八
〇
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『
教

育
学
』
で
は
、
嘘
は
「
自
己
自
身
に
対
す
る
義
務
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（Pät. IX 489

）
。
ま
た
、
一
七
九
二

年
の
書
簡
で
も
嘘
は
「
む
し
ろ
自
分
自
身
に
対
す
る
義
務
の
重
大
な
違
反
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（Brief 510. 

XI 332

）
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
カ
ン
ト
は
、
大
筋
に
お
い
て
は
誠
実
の
義
務
を
自
分
自
身
に
対
す
る
義
務
と
し
て
強
調
し

た
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
義
務
が
自
分
自
身
に
対
す
る
義
務
だ
と
し
て
い
る
箇
所
と
、
他
人
に
対
す

る
義
務
だ
と
し
て
い
る
箇
所
の
両
方
が
存
在
す
る
不
整
合
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
こ

の
こ
と
は
、
嘘
を
他
人
の
権
利
を
侵
害
す
る
か
ど
う
か
で
区
別
す
る
と
い
う
観
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
不
整
合
で
は

な
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
こ
う
。 

                                        

         

 
33 G

r. IV
 422. 
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法
的
な
嘘
と
倫
理
的
な
嘘 

 

嘘
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
カ
ン
ト
の
定
義
に
よ
る
な
ら
、
言
明
に
お
け
る
故
意
の
非
真
理
な
の
で
、

他
人
の
権
利
の
侵
害
は
無
関
係
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
、
た
だ
嘘
で
あ
る
だ
け
で
な
く
他
人
の
権
利
を
侵
害
す
る

嘘
は
存
在
す
る
。
こ
の
権
利
侵
害
を
予
防
・
回
復
す
る
の
が
法
の
役
割
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
他
人
の
権

利
侵
害
と
い
う
点
に
お
い
て
嘘
は
区
別
さ
れ
う
る
。
カ
ン
ト
は
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
徳
論
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。 

  
 

（
言
語
の
倫
理
的
意
味
に
お
け
る
）
嘘
は
、
故
意
の
非
真
理
一
般
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
非
難
す
べ
き
も
の
で

あ
る
と
説
明
す
る
た
め
に
は
、
必
ず
し
も
他
人
に
対
し
て
有
害
で
あ
る
と
い
う
必
要
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、

他
人
に
対
し
て
有
害
で
あ
る
場
合
に
は
、
嘘
は
、
他
人
の
権
利
の
侵
害
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
か
ら
で

あ
る
（M

S. V
I 430

）
。 

  

ま
た
、
同
じ
く
法
論
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 

法
的
な
意
味
に
お
い
て
は
、
た
だ
或
る
他
人
の
権
利
を
直
接
的
に
侵
害
す
る
よ
う
な
偽
り
だ
け
が
、
た
と
え

ば
、
或
る
人
か
ら
同
人
の
も
の
を
奪
う
目
的
で
、
同
人
と
契
約
を
締
結
し
た
と
詐
称
す
る
よ
う
な
場
合
（
詐

欺
的
な
偽
言 falsiloquium

 dolosum

）
だ
け
が
、
嘘
と
呼
ば
れ
る
べ
き
で
あ
る
（M

S. V
I 238

）
。 

 

カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
他
人
の
権
利
（
た
と
え
ば
財
産
権
な
ど
）
を
侵
害
す
る
類
の
嘘
は
、
法
律
的
な
意
味
で
の

嘘
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
嘘
だ
け
が
法
律
的
に
嘘
と
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
法
論
の
引
用
箇
所
で
カ
ン
ト
が
挙
げ
て
い

る
よ
う
に
、
あ
る
人
か
ら
物
や
財
産
を
奪
う
た
め
に
偽
り
の
契
約
を
す
る
こ
と
は
「
詐
欺
」
で
あ
る34

。『
基
礎
づ

け
』
に
登
場
す
る
嘘
の
例
は
、
偽
り
の
約
束
に
よ
っ
て
他
人
の
財
産
権
を
侵
害
す
る
こ
と
な
の
で
明
ら
か
に
「
詐

欺
」
の
例
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
あ
の
例
は
、
嘘
一
般
と
い
う
よ
り
も
、
嘘
の
中
で
も
特
に
他
人
の
権
利
を
侵
害
す

る
法
律
的
な
嘘
の
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
他
人
の
権
利
侵
害
に
着
目
し
て
カ
ン
ト
が

偽
り
の
約
束
を
「
他
人
に
対
す
る
完
全
義
務
」
に
位
置
づ
け
て
い
る
わ
け
が
わ
か
る
。 

ま
た
、
講
義
録
で
カ
ン
ト
が
嘘
を
他
人
に
対
す
る
義
務
違
反
と
し
て
い
た
の
も
、
同
じ
観
点
に
よ
っ
て
嘘
を
区

別
し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
ン
ト
は
講
義
で
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
教
科
書
を
使
用
し
て
い
た
の
で
、

基
本
的
に
は
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
が
嘘
を
「
他
人
に
害
を
与
え
る
非
真
理
の
言
明
」
と
い
う
定
義
で
も
っ
て
他
人
に

対
す
る
義
務
の
中
で
論
じ
る
枠
組
み
に
し
た
が
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
カ
ン
ト
は
、
嘘
の
本
質
的
な
悪

さ
は
、
他
人
へ
の
危
害
に
で
は
な
く
、
嘘
そ
の
も
の
の
う
ち
に
、
人
間
性
を
毀
損
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
と
い
う

自
分
自
身
の
主
張
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
自
分
自
身
に
対
す
る
義
務
の
節
に
お
い
て
嘘
に
言
及
し
続
け
て
い
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

                                        

         

 
34 

「
詐
欺
は
虚
偽
の
約
束
で
あ
る
」
（Collins. XXV

II 449

）。 



 31

ゆ
え
に
、
カ
ン
ト
が
嘘
を
他
人
に
対
す
る
義
務
に
反
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
彼

が
、
す
べ
て
嘘
は
他
人
に
対
す
る
義
務
で
あ
る
だ
け
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
理

解
で
き
る
。
実
際
、
法
的
な
意
味
で
の
嘘
と
い
う
領
域
が
あ
る
に
し
て
も
、
カ
ン
ト
の
考
え
に
よ
れ
ば
嘘
は
す
べ

て
倫
理
的
な
非
難
を
免
れ
え
な
い
の
は
、
次
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

嘘
は
、
た
と
え
そ
れ
が
他
人
の
特
定
の
既
得
権
に
反
し
な
い
と
し
て
も
、
人
間
性
に
と
っ
て
の
損
害
に
な
る

偽
言
〔falsiloquium
〕
で
あ
る
。
法
律
的
に
は
、
嘘
は
他
人
の
損
害
に
な
る
偽
言
で
あ
り
、
そ
し
て
法
律

的
に
は
そ
れ
以
外
で
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
、
道
徳
的
に
は
、
嘘
は
人
間
性
に
と
っ
て
の
損
害
に
な
る
偽
言

な
の
で
あ
る
（Collins. XXV

II 448
）
。 

  

し
た
が
っ
て
、
嘘
を
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
嘘
一
般
は
、
人
間
性
の
毀
損
と
い
う
点

で
倫
理
的
に
嘘
で
あ
る
。
さ
ら
に
嘘
の
中
で
も
、
そ
れ
が
他
人
の
権
利
を
侵
害
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
法
律
的

に
も
嘘
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
カ
ン
ト
の
誠
実
の
義
務
の
位
置
づ
け
が
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
異
な
る

と
い
う
問
題
は
解
決
さ
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ン
ト
は
初
期
か
ら
一
貫
し
て
、
嘘
は
本
質
的
に
は
自
分
自
身
に

対
す
る
義
務
に
違
反
す
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
嘘
の
も
た
ら
す
他
人
の
権
利
へ
の
侵
害
に
着
目
す
る
場
合

に
は
、
他
人
に
対
す
る
義
務
へ
の
違
反
に
な
る
と
し
た
。
こ
れ
は
、
カ
ン
ト
の
嘘
の
定
義
と
矛
盾
し
な
い
。 

 

『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
構
成 

嘘
の
位
置
づ
け
が
動
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
そ
れ
が
、
嘘
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
の
文
脈
や
、

テ
キ
ス
ト
の
全
体
的
構
成
に
依
存
す
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
は
講
義
録
に
お
い
て
は
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
教
科
書

の
枠
組
み
に
依
存
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
し
、
基
礎
づ
け
で
は
、
定
言
命
法
の
普
遍
性
を
説
明
す
る
と
い

う
目
的
に
依
存
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
で
は
、
全
体
が
法
論
と
徳
論
と

い
う
二
つ
の
義
務
論
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
講
義
録
で
は
、
義
務
論
部
分
は
ま

ず
対
自
／
対
他
義
務
と
い
う
義
務
の
対
象
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
、
そ
の
中
で
法
義
務
や
倫
理
的
義
務
に
分
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
人
倫
の
形
而
上
学
』
で
は
、
ま
ず
法
論
／
徳
論
と
い
う
区
別
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
で

対
自
／
対
他
義
務
の
区
別
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
ら
と
は
違
う
枠
組
み
が
現
れ
て
い
る
と
い

え
る
。
こ
こ
で
少
し
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
構
成
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。 

『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
構
成
を
単
純
化
し
て
言
う
と
、
ま
ず
法
律
的
な
義
務
を
扱
う
法
論
と
、
倫
理
的
な
義

務
を
扱
う
徳
論
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
法
義
務
と
は
、
た
だ
他
人
に
対
す
る
義
務
を
扱
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
法

律
的
強
制
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
る
（M

S. V
I 219

）
。
徳
論
は
、
他
人
に
対
す
る
義
務
も
自
分
に
対
す
る
義

務
も
扱
う
義
務
で
あ
り
、
単
に
意
志
が
義
務
の
理
念
に
し
た
が
う
と
い
う
自
己
強
制
に
よ
っ
て
の
み
義
務
づ
け
ら

れ
る
（M

S. V
I 219

）
。
徳
論
は
さ
ら
に
、
倫
理
学
原
理
論
の
中
で
「
自
己
自
身
に
対
す
る
義
務
」
と
「
他
人
に

対
す
る
徳
の
義
務
」
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
自
己
自
身
に
対
す
る
義
務
」
が
さ
ら
に
「
自
分
自
身
に
対
す
る

完
全
義
務
」
と
「
自
分
自
身
に
対
す
る
不
完
全
義
務
」
に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
人
倫
の
形
而

上
学
』
で
は
、
他
人
に
対
す
る
完
全
義
務
だ
け
が
法
論
で
扱
わ
れ
、
あ
と
の
三
つ
の
義
務
は
徳
論
で
扱
わ
れ
て
い

る
。 
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〈
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
構
成
〉 

法
論
―
―
他
人
に
対
す
る
法
の
義
務
…
…
他
人
に
対
す
る
完
全
義
務
（
権
利
侵
害
と
し
て
の
嘘
） 

 

徳
論
―
―
自
分
に
対
す
る
徳
の
義
務
…
…
自
分
自
身
に
対
す
る
完
全
義
務
（
嘘
一
般
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
…
自
分
自
身
に
対
す
る
不
完
全
義
務 

 
 
 
 

―
―
他
人
に
対
す
る
徳
の
義
務
…
…
他
人
に
対
す
る
不
完
全
義
務 

  

『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
形
而
上
学
の
構
成
を
見
て
わ
か
る
の
は
、
カ
ン
ト
が
嘘
一
般
を
自
分
自
身
に
対
す
る

義
務
に
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
カ
ン
ト
は
嘘
を
本
質
的
に
は
自
分
自
身
に
対
す
る
義
務
違
反
だ
と

考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、『
基
礎
づ
け
』
以
来
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
完
全
義
務
と
不
完
全
義
務
の

区
別
が
こ
こ
で
も
生
き
て
い
て
、
法
論
に
せ
よ
徳
論
に
せ
よ
、
嘘
は
完
全
義
務
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
わ

か
る
。 

 

自
分
自
身
に
対
す
る
義
務
の
強
調 

で
は
本
節
の
最
後
に
、
カ
ン
ト
が
そ
れ
に
嘘
が
違
反
し
て
い
る
と
考
え
る
と
こ
ろ
の
「
自
分
自
身
に
対
す
る
義

務
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
カ
ン
ト
は
こ
の
義
務
を
特
別
視
し
て
お
り
、
他
人
に
対
す
る
義
務
が

果
た
さ
れ
る
条
件
で
あ
る
と
さ
え
考
え
て
い
た
。
彼
は
こ
の
点
を
、
自
身
と
既
存
の
他
の
道
徳
哲
学
と
の
違
い
を

際
立
た
せ
る
点
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
強
調
し
て
い
る
。 

 

道
徳
〔
学
〕
に
お
い
て
自
己
自
身
に
対
す
る
義
務
に
関
す
る
部
分
ほ
ど
十
分
に
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
部
分
は

な
い
…
…
誰
も
自
己
自
身
に
対
す
る
義
務
に
正
し
い
概
念
を
与
え
な
か
っ
た
。
こ
の
義
務
は
些
細
な
こ
と
と

見
な
さ
れ
、
道
徳
性
に
お
け
る
た
ん
な
る
補
足
と
し
て
末
尾
で
考
察
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
人
間
は
す
べ
て

の
義
務
を
充
た
し
た
と
き
、
よ
う
や
く
自
分
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
に
お
い
て
す
べ
て
の
哲
学
的
道
徳
〔
学
〕
は
誤
っ
て
い
る
（Collins. XXV

II 3
4
0

）

3
5

。 

  

こ
こ
で
カ
ン
ト
は
か
な
り
強
い
仕
方
で
自
分
自
身
に
対
す
る
義
務
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

義
務
は
、
ハ
チ
ソ
ン
も
ヴ
ォ
ル
フ
も
誤
解
し
て
い
た
よ
う
に
、
自
己
自
身
の
傾
向
性
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
、
す
な

わ
ち
幸
福
を
促
進
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ま
っ
た
く
の
誤
り
で
あ
る
（Collins. XXV

II 3
42

）
。
そ
う
で

は
な
く
て
、
自
己
自
身
に
対
す
る
義
務
と
は
、
自
分
自
身
の
人
間
性
を
尊
重
す
る
こ
と
で
あ
る
。
。
こ
の
義
務
は
す

べ
て
の
義
務
の
条
件
と
な
る
義
務
だ
と
カ
ン
ト
は
言
う
。 

 

こ
の
義
務
は
む
し
ろ
第
一
級
の
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
義
務
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な

                                        

         

 
35 

同
様
の
主
張
は
、P

ät. IX 488-9. 
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ら
、
自
己
自
身
に
対
す
る
義
務
と
は
何
か
を
ま
ず
最
初
に
解
明
す
る
こ
と
な
く
し
て
も
、
次
の
よ
う
に
言
え

る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
が
自
分
自
身
の
人
格
を
汚
す
と
き
に
、
そ
れ
で
も
そ
の
人
に
な
お
何
か

を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
と
。
自
己
自
身
に
対
す
る
義
務
に
違
反
す
る
人
は
、
人
間
性
を
投

げ
捨
て
る
の
で
あ
り
、
も
は
や
他
人
に
対
す
る
義
務
を
遂
行
で
き
な
い
…
…
し
た
が
っ
て
、
自
己
自
身
に
対

す
る
義
務
が
第
一
の
義
務
な
の
で
あ
り
、
そ
の
下
で
他
の
義
務
が
遵
守
さ
れ
う
る
条
件
な
の
で
あ
る

（Collins. XXV
II 341

）
。 

 
 

 

カ
ン
ト
は
こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
自
分
自
身
に
対
す
る
義
務
総
論
部
分
で
論
じ
て
い
る

（M
S. V

I 417-8

）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
義
務
の
重
要
性
は
、
早
い
時
期
か
ら
晩
年
ま
で
カ
ン
ト
の
中
で
一
貫
し

て
い
た
と
い
え
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
真
実
の
義
務
は
、
こ
の
義
務
の
代
表
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
私
が
私
を
義
務
づ
け
る
と
い
う
、
こ
の
一
見
し
た
と
こ
ろ
矛
盾
す
る
よ
う
な
構
造
が
、
ど
の
よ
う

に
し
て
可
能
に
な
る
か
に
つ
い
て
の
説
明
を
、
カ
ン
ト
は
『
コ
リ
ン
ズ
』
に
お
い
て
は
し
て
い
な
い
が
、『
人
倫
の

形
而
上
学
』
で
は
正
確
に
論
証
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
論
理
は
、
お
な
じ
み
の
現
象
人
と
叡
智
人
と
い
う
人
間
の

二
側
面
的
見
方
に
基
づ
く
。
す
な
わ
ち
、
叡
智
人
と
し
て
の
自
分
が
、
自
然
法
則
に
支
配
さ
れ
る
現
象
人
と
し
て

の
自
分
に
対
し
て
理
性
に
よ
る
義
務
の
命
令
を
下
す
の
で
、
現
象
人
と
し
て
の
自
分
が
叡
智
人
と
し
て
の
自
分
に

対
し
て
義
務
を
負
う
と
い
う
構
造
が
矛
盾
な
く
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（M

S. V
I 418

）
。 

 

思
い
起
こ
し
て
欲
し
い
の
だ
が
、
こ
の
構
造
は
、
先
に
見
た
、
内
的
な
嘘
の
構
造
と
同
じ
で
あ
る
。
内
的
な
嘘

も
、
自
分
自
身
が
二
重
の
意
味
で
見
ら
れ
て
い
る
の
で
、
現
象
人
で
あ
る
自
分
が
叡
智
人
で
あ
る
自
分
を
欺
く
と

い
う
こ
と
が
あ
り
う
る
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
嘘
は
、
外
的
な
嘘
よ
り
も
悪
で
あ
る
と
カ
ン
ト
は
言
っ
て
い

た
。
と
い
う
の
も
、
真
実
の
基
準
は
た
だ
私
の
主
観
的
意
識
の
中
に
の
み
存
す
る
の
に
、
そ
の
主
観
が
も
う
一
つ

の
主
観
を
欺
く
と
い
う
仕
方
で
二
重
化
し
て
い
た
ら
、
真
実
の
基
準
が
疑
わ
し
く
な
り
、
他
人
に
対
し
て
真
実
を

誓
う
こ
と
も
不
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
内
的
に
嘘
を
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
外
的
に
嘘
を
つ

か
な
い
義
務
が
守
ら
れ
る
た
め
の
条
件
で
あ
る
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
真
実
の
義
務
は
、
他
人
に
対
す
る
義
務
で
も
自
分
自
身
に
対
す
る
義
務
で
も
あ
る
が
、

厳
密
に
言
え
ば
自
分
自
身
に
対
す
る
義
務
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
カ

ン
ト
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
真
実
の
義
務
の
本
質
を
自
分
自
身
に
対
す
る
義
務
に
あ
る
と
す
る
書
き
方
を
し
て
い
た

の
で
、
真
実
の
義
務
の
分
類
の
揺
れ
は
見
か
け
上
の
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
か
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
。 

 

そ
し
て
さ
ら
に
、
自
己
自
身
の
義
務
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
推
測
が
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。
自
己
自
身
に
対
し

て
誠
実
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
言
語
の
目
的
に
従
う
こ
と
は
、
他
人
に
対
し
て
誠
実
で
あ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
と

す
れ
ば
、
自
分
自
身
に
対
す
る
義
務
を
果
た
す
こ
と
は
、
同
時
に
他
人
に
対
す
る
義
務
を
果
た
す
こ
と
で
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
自
分
自
身
に
対
す
る
義
務
と
他
人
に
対
す
る
義
務
と
は
、
義
務
の
対
象

に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
と
し
て
も
、
内
容
と
し
て
は
同
一
の
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。 

 

こ
の
推
測
の
検
証
は
、
第
三
章
で
見
る
『
嘘
』
論
文
を
解
釈
し
て
い
く
中
で
行
っ
て
い
こ
う
と
思
う
。
で
は
、

真
実
の
義
務
の
分
類
の
話
は
ひ
と
ま
ず
終
わ
り
に
し
て
、
カ
ン
ト
の
嘘
論
の
う
ち
扱
い
に
注
意
を
要
す
る
問
題
の

二
つ
目
の
も
の
に
移
っ
て
い
こ
う
。
そ
れ
は
、
カ
ン
ト
に
お
い
て
は
す
べ
て
の
嘘
が
罪
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
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で
あ
る
。 

 

第
二
節 

す
べ
て
の
嘘
が
許
さ
れ
な
い
の
か 

 

カ
ン
ト
の
嘘
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
見
解
に
よ
れ
ば
、
言
明
に
よ
っ
て
自
分
の
考
え
を
伝
え
よ
う
と
す
る
と
き

に
故
意
に
非
真
理
の
言
明
を
す
る
こ
と
は
す
べ
て
嘘
で
あ
り
、
そ
の
目
的
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
罪
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
当
に
す
べ
て
の
嘘
が
罪
で
あ
る
の
か
。
ま
た
、
す
べ
て
の
故
意
の
非
真
理
の
言
明
が
嘘
で
あ
る
の
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
注
意
深
い
考
察
が
必
要
と
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
特
殊
な
場
合
が
あ
る
。
カ
ン
ト
自
身
が
し
ば

し
ば
話
題
に
し
て
い
る
そ
の
場
合
と
は
、
第
一
に
「
社
交
上
の
世
辞
」
の
問
題
と
、
第
二
に
、
い
わ
ゆ
る
「
窮
余

の
嘘
（N

othlüge

）
」
の
問
題
で
あ
る
。
前
者
に
関
し
て
は
カ
ン
ト
の
見
解
は
一
貫
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
後
者
に
関
し
て
は
不
統
一
が
見
ら
れ
、
扱
い
が
難
し
い
。
で
は
ま
ず
、
第
一
の
問
題
か
ら
検
討
し
て
い
こ
う
。 

 

（1

）
世
辞
（H

ö
f
l
i
c
h
k
e
i
t

） 

 

カ
ン
ト
は
世
辞
を
、『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
嘘
論
の
最
後
で
決
疑
論
的
問
題
と
し
て
扱
い
、
次
の
よ
う
に
自
問

し
て
い
る
。 

 

単
な
る
礼
儀
に
由
来
す
る
非
真
理
〔U

nw
ahrheit

〕
（
た
と
え
ば
、
手
紙
の
末
尾
の
〔
敬
具
に
あ
た
る
〕
箇

所
に
、
従
順
を
き
わ
め
る
下
僕
、
な
ど
と
記
す
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
）
は
、
嘘
と
看
な
さ
れ
う
る
か
。
と
い

う
の
は
、
こ
の
非
真
理
に
よ
っ
て
欺
か
れ
る
者
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
（M

S. V
I 431

）
。 

 
 

人
が
手
紙
の
最
後
に
「
私
は
あ
な
た
の
従
順
な
る
僕
で
す
」
な
ど
と
書
く
と
き
、
実
際
に
相
手
の
下
僕
に
な
ろ

う
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
単
に
相
手
に
対
し
て
親
愛
の
情
を
示
す
愛
想
の
よ
さ
の
表
現
で
あ
る
。

し
か
し
、
言
語
を
用
い
な
が
ら
本
心
を
伝
え
な
い
と
い
う
点
で
こ
れ
も
嘘
と
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
、

カ
ン
ト
は
こ
れ
を
嘘
と
呼
ぶ
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
表
現
を
本
気
に
受

け
取
っ
て
騙
さ
れ
る
人
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

嘘
と
世
辞
と
は
、
事
実
で
な
い
こ
と
を
事
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
表
現
す
る
と
い
う
点
で
似
て
い
る
が
、
そ
れ

に
人
が
関
わ
る
仕
方
が
異
な
る
。
嘘
の
場
合
、
欺
か
れ
る
側
は
、
欺
く
側
が
真
実
を
言
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
て
、

か
つ
、
欺
く
側
は
、
相
手
が
そ
う
思
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
し
、
自
分
が
真
実
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞

こ
え
る
よ
う
に
話
す
。
そ
こ
で
は
、
一
見
「
言
語
と
は
自
分
の
真
意
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
共
通
の
了

解
が
成
立
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
一
方
が
そ
の
了
解
を
裏
切
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
世
辞
の
場
合
、

世
辞
の
言
明
を
発
す
る
側
も
、
受
け
取
る
側
も
、
ど
ち
ら
も
「
こ
の
言
明
は
真
実
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
真
実
で

は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
裏
切
り
は
な
い
。 

世
辞
の
場
合
に
は
そ
の
よ
う
な
暗
黙
の
共
通
了
解
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
、
カ
ン

ト
の
「
人
が
自
分
の
真
意
を
伝
え
る
つ
も
り
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
場
合
に
、
真
意
と
は
逆
の
こ
と
を
言
う
こ
と
」

が
嘘
で
あ
る
と
い
う
定
義
に
照
ら
せ
ば
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
世
辞
に
お
け
る
言
語
の

使
用
は
、「
自
分
の
真
意
を
伝
え
る
つ
も
り
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
場
合
に
」
と
い
う
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
の
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で
―
―
少
な
く
と
も
直
接
的
に
は
―
―
、
嘘
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る36

。
前
に
見
た
よ
う
に
、
カ
ン

ト
に
お
い
て
言
語
の
使
用
で
肝
要
な
こ
と
は
、
言
語
を
使
用
す
る
者
同
士
が
共
通
の
ル
ー
ル
を
認
識
し
、
そ
れ
に

し
た
が
っ
た
言
語
の
使
用
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
通
常
の
場
面
で
人
が
言
語
を
使
用
す
る
と
き
に
し
た

が
う
ル
ー
ル
と
、
社
交
の
場
面
で
言
語
を
使
用
す
る
と
き
に
し
た
が
う
ル
ー
ル
と
が
異
な
る
と
し
て
も
、
当
の
場

面
で
人
び
と
が
共
通
の
ル
ー
ル
に
し
た
が
っ
て
さ
え
い
れ
ば
、
言
語
に
対
す
る
信
頼
、
ひ
い
て
は
人
間
相
互
の
信

頼
は
傷
つ
か
な
い
、
と
カ
ン
ト
は
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
カ
ン
ト
が
世
辞
を
嘘
か
ら
ま
っ
た
く
切
り
離
し
て
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
そ
れ
は
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
嘘
論
の
末
尾
に
決
疑
論
と
し
て
世
辞
の
問
題
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
推
測
で
き
る
し
、
ま
た
、
一
七
八
〇
年
代
『
コ
リ
ン
ズ
記
の
道
徳
哲
学
』
で
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
お
世
辞
が
常
に
虚
偽
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
自
己
の
尊
重
の
欠
如
で
あ
る
」
（Collins. XXV

II 
4
50

）
。
と
い
う
の
も
、
相
手
に
気
に
入
ら
れ
よ
う
と
か
う
ま
く
立
ち
回
ろ
う
と
い
う
意
図
の
も
と
世
辞
を
言
う
と

き
、
人
は
自
分
自
身
の
価
値
を
他
人
よ
り
低
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
の
価
値
を
高
め
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る

（
同
）
。
こ
の
よ
う
な
世
辞
は
「
偽
り
の
お
世
辞
」
で
あ
る
と
カ
ン
ト
は
言
う
。
し
か
し
そ
う
し
た
意
図
に
基
づ
い

て
で
は
な
く
た
ん
に
相
手
を
高
く
評
価
し
よ
う
と
い
う
「
善
良
さ
」
か
ら
世
辞
を
言
う
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
「
善

良
な
お
世
辞
」
と
言
わ
れ
る
。 

こ
う
し
た
区
別
か
ら
、
カ
ン
ト
は
、
世
辞
は
相
手
に
対
す
る
丁
寧
さ
を
表
現
す
る
目
的
と
程
度
を
逸
脱
し
た
仕

方
で
は
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
い
る
、
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
偽
り
の
お
世
辞
の
場
合
に
は
、

相
手
に
対
す
る
敬
愛
の
念
を
表
す
こ
と
よ
り
も
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
が
利
益
を
得
た
い
と
い
う
意
図
が
勝
っ
て
い

る
が
ゆ
え
に
、
世
辞
の
表
現
が
偽
り
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
、
世
辞
の
う
ち
で
働
く
共
通
了
解
へ
の
裏
切
り

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
世
辞
が
嘘
と
区
別
さ
れ
る
た
め
に
は
、
嘘
に
お
い
て
問
題
に
な
る
の
と
同
じ
ほ
ど
に
は

厳
密
な
真
実
で
は
な
い
に
し
て
も
、
一
定
の
真
実
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
カ
ン
ト
は
考
え
て
い
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
カ
ン
ト
は
一
七
九
八
年
出
版
の
『
人
間
学
』
で
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。 

 

礼
儀
、
、
（
丁
重
）
と
は
相
手
に
親
愛
の
念
を
抱
か
せ
る
、
如
才
な
さ
と
い
う
ふ
り
で
あ
る
…
…
必
ず
し
も
真
理
、
、

で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
…
…
し
か
し
こ
れ
ら
は
だ
か
ら
と
い
っ
て
欺
い
て
い
る

、
、
、
、
、
訳
で
は
な
く
、
と
い

う
の
は
誰
も
が
そ
れ
を
ど
う
受
け
取
れ
ば
い
い
の
か
承
知
の
上
な
の
だ
し
、
何
と
い
っ
て
も
こ
う
し
た
親
切

や
尊
敬
も
、
は
じ
め
は
空
々
し
い
お
義
理
に
す
ぎ
な
く
て
も
時
の
経
過
と
と
も
に
本
当
に
そ
う
し
た
真
情
に

導
く
か
ら
で
あ
る
（Anth.V

II 1
5
2

）。 

  

こ
こ
で
は
、
世
辞
が
常
に
真
実
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
嘘
に
な
る
わ
け
で
も
な
い
理
由
を
、
一
つ
に
は
先
ほ

ど
見
た
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
で
の
主
張
と
同
様
、
世
辞
を
発
す
る
側
も
受
け
取
る
側
も
世
辞
と
い
う
共
通
了
解

を
も
っ
て
い
る
の
で
、
欺
き
欺
か
れ
る
関
係
に
は
な
ら
な
い
か
ら
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
世
辞
の
表
現
が
、
い

                                        

         

 
36 

カ
ン
ト
は
嘘
と
文
学
（
虚
構
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
世
辞
に
関
す
る
彼
の
考
え
を
こ
の
よ

う
に
解
釈
す
れ
ば
、
文
学
も
嘘
で
は
な
い
言
語
活
動
に
含
ま
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
嘘
と
文
学
と
の
問
題

に
つ
い
て
は
デ
リ
ダ
がH

istory of the Lie: Prolegom
ena, in W

ithout Alibi, trans. Peggy K
am

uf, 
Stanford U

niversity Press, 2000.

の
な
か
で
取
り
上
げ
て
い
る
（p.31

）。 
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ず
れ
そ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
真
情
を
人
の
心
に
も
た
ら
す
か
ら
、
と
も
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
世
辞
の

表
現
の
う
ち
に
は
、
そ
れ
を
言
う
人
の
一
定
の
真
実
あ
る
い
は
真
実
の
種
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
カ

ン
ト
は
言
う
の
だ
。
ゆ
え
に
、
こ
の
限
り
で
、
世
辞
は
真
実
の
こ
と
と
は
反
対
の
こ
と
を
言
う
こ
と
で
あ
る
嘘
と

は
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
た
だ
ち
に
罪
と
は
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
ど
の
年
代
の
カ
ン
ト
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な

い
立
場
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
二
）
窮
余
の
嘘
（N

o
t
h
l
ü
g
e

） 

 

次
の
問
題
と
し
て
、「
窮
余
の
嘘
（N

othlüge

）
」
と
い
う
重
要
な
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
窮
地
に
置
か
れ
た

人
が
窮
地
を
脱
す
る
た
め
に
や
む
を
得
ず
つ
く
嘘
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
嘘
が
窮
地
を
脱
す
る
た
め
と
い
う
目
的

に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
カ
ン
ト
の
嘘
論
の
中
で
最
も
一
貫
し
て
い
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
る
論
点
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
論
点
は
、「
殺
人
者
に
追
わ
れ
る
友
人
を
助
け
る
た
め
に
つ
く
嘘

も
罪
で
あ
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
『
嘘
』
論
文
の
議
論
に
直
接
的
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
立
場 

本
論
の
導
入
部
分
で
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
『
哲
学
的
倫
理
学
』
に
お
い
て
「
窮
余
の
嘘

（m
endacia necessitatis

）
」
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
に
よ
れ
ば
、
嘘
は
、
他
人
に
対
す
る
害

と
な
る
と
き
に
の
み
罪
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
誠
実
の
義
務
は
他
人
に
対
す
る
義
務
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
義

務
が
自
分
自
身
に
対
す
る
よ
り
重
大
な
義
務
（
た
と
え
ば
自
分
の
生
命
の
維
持
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
）
と
衝
突
し

た
場
合
に
、
窮
余
の
理
由
か
ら
や
む
え
ず
つ
い
た
嘘
と
し
て
、
厳
密
に
は
嘘
と
は
呼
ば
れ
ず
、
免
罪
さ
れ
る
と
バ

ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
は
述
べ
る3

7

。
こ
う
し
た
伝
統
に
対
し
て
、
カ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
の
か
。 

 

倫
理
学
的
諸
講
義
録
で
の
窮
余
の
嘘 

 

カ
ン
ト
は
、
今
か
ら
見
る
、
一
七
八
〇
年
代
の
『
コ
リ
ン
ズ
記
の
道
徳
哲
学
講
義
』
な
ど
の
講
義
録
に
よ
れ
ば
、

窮
余
の
嘘
は
嘘
で
は
あ
る
が
罪
で
は
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
窮
余
の
場
合
に
つ
く
嘘
も
嘘
と
呼
ぶ

点
で
は
カ
ン
ト
は
自
分
自
身
の
嘘
の
定
義
を
貫
い
て
い
る
が
、
窮
余
の
嘘
に
罪
を
免
除
す
る
点
で
は
バ
ウ
ム
ガ
ル

テ
ン
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
の
だ
。
カ
ン
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 

人
間
は
邪
悪
で
あ
る
か
ら
、
ひ
と
が
真
実
を
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
危
険
を
冒
す
こ
と
に
な
る

と
い
う
の
は
本
当
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
わ
れ
わ
れ
は
窮
余
の
嘘
と
い
う
概
念
を
生
ん
だ
。
こ
れ

は
道
徳
学
者
に
と
っ
て
き
わ
め
て
危
険
な
論
点
で
あ
る
。
ひ
と
は
困
窮
ゆ
え
に
盗
み
を
働
き
、
殺
人
を
犯
し
、

詐
欺
を
働
く
こ
と
が
あ
り
う
る
の
で
窮
余
の
場
合
は
道
徳
性
全
体
を
踏
み
潰
し
て
し
ま
う
。
な
ぜ
な
ら
、
窮

余
の
場
合
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
と
き
、
自
分
が
そ
れ
を
窮
余
の
場
合
と
見
な
す
か
否
か
は
各
人
自
身
の
判

断
に
基
づ
く
が
、
す
る
と
そ
の
場
合
、
ど
れ
が
窮
余
の
場
合
で
あ
る
か
の
根
拠
が
不
明
確
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

                                        

         

 
37 Ethica(1763). §344 XXV

II 971. 
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道
徳
の
諸
規
則
が
不
確
実
に
な
る
か
ら
で
あ
る
（Collins. XXV

II 4
48

）3
8

。 

 

 

こ
こ
で
カ
ン
ト
は
確
か
に
「
窮
余
の
嘘
」
と
い
う
概
念
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
概
念
が
道
徳

規
則
の
確
実
性
に
対
し
て
大
き
な
脅
威
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
非
常
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
そ
う
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
は
カ
ン
ト
は
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
よ
り
も
神
経
質
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。 

カ
ン
ト
が
窮
余
の
嘘
を
危
険
視
す
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
い
っ
た
ん
窮
余
の
嘘
を
認
め
て
し
ま
え
ば
、
最

悪
の
場
合
、「
窮
余
の
状
況
」
を
盾
に
し
て
あ
ら
か
じ
め
許
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
つ
か
れ
る
嘘
が
ま
か
り

通
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
カ
ン
ト
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
こ
か
ら
脱
す
る
手
段
と
し
て

嘘
が
免
罪
さ
れ
う
る
窮
余
の
場
合
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
な
場
合
か
は
、
そ
の
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
人
の
主

観
的
判
断
に
よ
る
の
で
、
窮
余
の
場
合
の
客
観
的
な
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、

窮
余
の
場
合
は
、
人
間
を
、
盗
み
、
殺
人
、
詐
欺
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
不
道
徳
的
行
為
へ
導
く
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

行
為
の
罪
す
べ
て
が
困
窮
を
理
由
に
減
免
さ
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
到
底
あ
り
え
な
い
。 

し
た
が
っ
て
、
道
徳
学
が
窮
余
の
嘘
を
安
易
に
認
め
る
こ
と
は
、
道
徳
学
自
身
を
滅
ぼ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
う
る
と
カ
ン
ト
は
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
、
窮
余
の
嘘
と
い
う
概
念
は
で
き
る
こ
と
な
ら
道
徳
学
の
中
に
無
い

ほ
う
が
安
全
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
人
間
の
邪
悪
さ
は
、
真
実
の
言
明
を
利
用
し
て
そ
の
人
（
あ
る
い
は
他
の
だ

れ
か
）
に
不
当
な
損
害
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
う
し
た
場
合
か
ら
の
救
済
措
置
を
設
け
よ
う
と
い
う
の

が
窮
余
の
嘘
の
狙
い
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
以
下
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
る
状
況
の
よ
う
に
、
一
定
の
条
件
を
満
た

す
場
合
に
し
か
窮
余
の
嘘
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
カ
ン
ト
は
厳
し
い
制
限
を
加
え
る3

9
。 

 

そ
の
状
況
と
は
次
の
も
の
で
あ
る
。
あ
る
人
が
私
に
金
を
持
っ
て
い
る
か
尋
ね
て
く
る
。
そ
の
人
は
私
が
金
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
私
が
「
は
い
」
と
答
え
れ
ば
そ
の
人
は
私
か
ら
金
を
奪
う
つ
も

り
で
い
る
。
私
が
沈
黙
し
て
い
る
と
そ
の
人
は
沈
黙
を
「
は
い
」
と
見
な
す
し
、
私
が
「
い
い
え
」
と
言
う
と
私

は
嘘
を
つ
く
こ
と
に
な
る
（Collins. XXV

II 
4
4
8

）
。 

こ
の
強
奪
者
の
例
に
お
い
て
嘘
が
許
さ
れ
る
の
は
、
（
一
）
「
私
が
自
白
す
る
よ
う
に
私
に
向
け
て
行
使
さ
れ
た

暴
力
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
て
い
て
」
、
（
二
）
「
し
か
も
私
の
発
言
が
不
正
に
使
用
さ
れ
」
、
（
三
）
「
そ
し
て
私
が
沈

黙
に
よ
っ
て
自
分
を
救
う
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
限
り
」
、
「
嘘
は
一
つ
の
抵
抗
で
あ
る
。
強
要
さ
れ
た
言
明
が
悪

用
さ
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
自
衛
を
私
に
許
容
す
る
…
…
そ
う
い
う
わ
け
で
、
窮
余
の
嘘
が
成
立
す
べ
き
状
況
は
、

言
明
が
強
要
さ
れ
て
、
私
の
方
で
は
他
人
が
そ
れ
を
不
正
に
使
用
す
る
つ
も
り
だ
と
確
信
し
て
も
い
る
場
合
を
除

い
て
は
存
在
し
な
い
」（Collins. XXV

II 4
48

）
。
つ
ま
り
、
私
が
真
実
の
義
務
に
し
た
が
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
沈

黙
に
よ
っ
て
も
窮
地
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
嘘
を
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
窮
地
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
、
か
つ
そ
の
場
合
の
み
が
窮
余
の
嘘
が
許
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
私
の
嘘
は
自
衛
手
段
と
み
な

さ
れ
る
の
で
罪
に
は
な
ら
な
い
。 

カ
ン
ト
は
こ
れ
と
同
様
の
主
張
を
一
七
八
〇
年
代
初
頭
の
『
ム
ロ
ン
ゴ
ヴ
ィ
ウ
ス
道
徳
学
講
義
』
で
も
し
て
い
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rongovius. XXV
II 1564-5. 
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バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
に
は
こ
こ
ま
で
厳
密
な
制
限
は
見
ら
れ
な
い
。 
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る
（M

rongovius. XXV
II 1564

）
。『
コ
リ
ン
ズ
』
も
『
ム
ロ
ン
ゴ
ヴ
ィ
ウ
ス
』
も
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
教
科

書
を
用
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ト
が
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
教
科
書
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
教
え
る
と
い
う
よ
り

は
教
科
書
を
用
い
な
が
ら
自
分
自
身
の
道
徳
教
説
を
教
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
カ
ン
ト
と
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン

の
嘘
概
念
や
義
務
体
系
に
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
カ
ン
ト
が
バ
ウ
ム
ガ

ル
テ
ン
の
枠
組
み
に
多
く
拠
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
窮
余
の
嘘
を
認
め
る
こ
の
立
場

が
ど
の
程
度
カ
ン
ト
自
身
の
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他
の
テ
キ
ス
ト
と
比
較
し
た
上
で
結

論
を
出
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
カ
ン
ト
が
窮
余
の
嘘
を
認
め
な
い
立
場
を
取
っ
て
い

る
テ
キ
ス
ト
が
い
く
つ
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

た
と
え
ば
同
じ
く
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
教
科
書
を
も
と
に
行
わ
れ
て
い
た
、
一
七
七
〇
年
代
末
の
成
立
だ
と
さ

れ
て
い
る
『
ポ
ヴ
ァ
ル
ス
キ
ー
実
践
哲
学
講
義
』
で
は
、
カ
ン
ト
は
、「
窮
余
の
嘘
は
存
在
し
な
い
」
と
か
「
た
し

か
に
親
切
の
義
務
は
窮
境
に
よ
っ
て
凌
駕
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
嘘
は
そ
の
よ
う
な
類
の
義
務
で
は
な
い
」

と
は
っ
き
り
と
言
っ
て
い
る
（Pow

alski. XXV
II 231

）
。
こ
こ
で
の
主
張
は
一
七
八
〇
年
代
の
講
義
と
は
反
対

の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
、
ペ
イ
ト
ン
も
谷
田
も
、
一
七
八
〇
年
代
の
窮
余
の
嘘
を
認
め
る
カ
ン
ト
の
立
場

を
、
『
ポ
ヴ
ァ
ル
ス
キ
ー
講
義
録
』
や
『
嘘
』
論
文
で
の
強
硬
な
立
場
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る40

。 
 

 

し
か
し
、
窮
余
の
嘘
を
認
め
る
立
場
を
、
一
七
八
〇
年
代
の
カ
ン
ト
を
代
表
す
る
立
場
と
み
な
す
こ
と
に
は
も

っ
と
慎
重
に
な
る
べ
き
だ
と
私
は
考
え
る
。
と
い
う
の
も
、
カ
ン
ト
の
諸
講
義
録
が
抱
え
る
テ
キ
ス
ト
が
い
く
つ

か
の
困
難
を
抱
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る41

。
第
一
に
、
ど
の
講
義
録
も
複
数
の
記
録
者
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
講
義

の
記
録
を
た
ん
に
寄
せ
集
め
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
カ
ン
ト
の
思
想
の
変
遷
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
問
題
が
あ
る
。
と
り
わ
け
『
コ
リ
ン
ズ
』
に
は
他
の
講
義
録
よ
り
も
多
く
の
欠
落
部
分
が
あ
る
と
さ
れ
、

講
義
の
成
立
年
代
を
特
定
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
問
題
を
抱
え
る
。
ア
カ
デ
ミ
ー
版
で
は
、
『
コ
リ
ン
ズ
』

の
成
立
時
期
を
一
七
八
四
‐
五
年
だ
と
し
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
メ
ン
ツ
ァ
ー
を
は
じ
め
『
コ
リ
ン
ズ
』

を
内
容
的
に
は
一
七
七
〇
年
代
中
葉
の
カ
ン
ト
の
教
説
を
代
表
す
る
も
の
だ
と
す
る
見
方
も
あ
る42
。
そ
し
て
ま

た
『
ポ
ヴ
ァ
ル
ス
キ
ー
』
も
、
伝
統
的
に
は
一
七
七
〇
年
代
後
期
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
は
、
一
七
八

〇
年
代
初
頭
の
成
立
と
考
え
る
見
方
も
あ
る
。 

も
し
こ
う
し
た
最
近
の
見
方
が
正
し
け
れ
ば
、『
コ
リ
ン
ズ
』
と
『
ポ
ヴ
ァ
ル
ス
キ
ー
』
は
ま
っ
た
く
同
時
期
あ

る
い
は
ほ
と
ん
ど
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
『
コ
リ
ン
ズ
』
と
『
ポ
ヴ
ァ
ル
ス
キ
ー
』
で
は

正
反
対
の
主
張
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
期
の
カ
ン
ト
は
窮
余
の
嘘
に
つ
い
て
の
立
場
を
決
め
か
ね
て
い
た
と

い
う
推
測
が
立
つ
し
、
一
七
八
〇
年
代
の
カ
ン
ト
が
窮
余
の
嘘
を
認
め
て
い
た
と
い
う
ペ
イ
ト
ン
ら
の
主
張
の
根

拠
は
弱
く
な
る
。 

実
際
、
カ
ン
ト
が
こ
の
時
期
に
窮
余
の
嘘
を
否
定
す
る
記
述
は
他
に
も
あ
る
。
た
と
え
ば
『
教
育
学
』
は
、
一

                                        

         

 
40 H

.J.Paton, An Alleged Right to Lie: A Problem
 in K

antian Ethics, K
ant-Studien 45, 1953/54, 

p.201. 
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七
七
〇
年
代
中
葉
～
一
七
八
〇
年
代
中
葉
に
行
わ
れ
た
講
義
の
覚
書
・
資
料
を
カ
ン
ト
が
一
八
八
〇
年
に
編
集
者

に
託
し
て
一
八
〇
三
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る43

。
カ
ン
ト
は
、
人
が
義
務
の
理
念
を
身
に
つ
け
る
に
は
、

大
人
が
子
ど
も
に
対
し
て
幼
い
う
ち
か
ら
正
し
い
例
を
示
し
て
や
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
部
分
で
次

の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

 

窮
余
の
嘘
は
許
容
さ
れ
る
か
ど
う
か
。
そ
れ
は
否
で
あ
る
！
窮
余
の
嘘
が
弁
明
に
値
す
る
よ
う
な
場
面
は
一

つ
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
子
ど
も
の
前
で
は
特
に
ま
っ
た
く
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
で

な
け
れ
ば
、
子
ど
も
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
見
な
し
て
、
し
ば
し
ば
嘘
を
許
容

す
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
（P

ät. IX 490

）
。 

 

こ
こ
で
は
カ
ン
ト
は
強
い
口
調
で
窮
余
の
嘘
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
れ
と
同
内
容
の
記
述
が
、
一
七
六
四
年
の

『
美
と
崇
高
の
感
情
に
関
す
る
観
察
』
へ
の
覚
書
（Bem

erkungen. XX 24

）
や
、
一
七
七
六
年
の
ヴ
ォ
ル
ケ

宛
書
簡
（Brief109. X192

）
で
も
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
ま
で
挙
げ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
の
成
立

時
期
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
に
し
て
も
、
一
七
七
〇
年
代
中
葉
～
一
七
八
〇
年
代
中
葉
の
カ
ン
ト
は
窮

余
の
嘘
を
認
め
る
立
場
で
あ
っ
た
と
い
う
主
張
を
支
持
す
る
テ
キ
ス
ト
と
、
認
め
な
い
立
場
で
あ
っ
た
と
い
う
主

張
を
支
持
す
る
テ
キ
ス
ト
と
が
混
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
か
ら
、
次
の

よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ン
ト
は
一
七
七
〇
年
代
か
ら
ず
っ
と
、
窮
余
の
嘘
を
何
の

疑
問
も
差
し
挟
む
こ
と
な
し
に
認
め
て
い
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
カ
ン
ト
自
身
述
べ
て

い
た
よ
う
に
、
窮
余
の
嘘
を
認
め
る
こ
と
が
「
嘘
を
つ
い
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
道
徳
法
則
の
確
実
性
を
傷
つ

け
る
こ
と
に
な
り
う
る
、
と
い
う
こ
と
が
常
に
彼
の
心
配
の
種
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

『
基
礎
づ
け
』
で
の
窮
余
の
嘘  

さ
て
、
窮
余
の
嘘
に
関
し
て
、
最
後
に
、
一
七
八
五
年
の
『
人
倫
の
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』
で
カ
ン
ト
が
窮

境
か
ら
の
嘘
を
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
お
き
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
窮
余
の
嘘
の

問
題
が
い
っ
そ
う
込
み
入
っ
た
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
論

点
、
す
な
わ
ち
道
徳
法
則
に
対
す
る
例
外
の
問
題
と
し
て
窮
余
の
嘘
を
考
え
る
と
い
う
論
点
を
よ
り
明
確
化
す
る

こ
と
に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
部
分
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
窮
余
の
嘘
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
と
比

べ
て
、
成
立
時
期
の
確
実
さ
や
著
作
的
地
位
か
ら
し
て
最
も
強
い
材
料
と
言
え
る
。 

す
で
に
扱
っ
た
箇
所
で
あ
る
が
、
カ
ン
ト
は
『
基
礎
づ
け
』
で
偽
り
の
約
束
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
偽
り
の
約

束
を
し
よ
う
と
す
る
人
の
状
況
を
カ
ン
ト
は
次
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
。 

 
 別

の
人
が
、
困
窮
し
て
借
金
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
彼
は
返
す
当
て
が
な
い
の
は
自
分
で
も

よ
く
わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
も
し
決
め
ら
れ
た
期
限
に
返
す
と
は
っ
き
り
約
束
す
る
の
で
な
か
っ
た
ら
、
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も
っ
と
も
、
こ
の
本
も
、
編
集
者
の
リ
ン
ク
が
カ
ン
ト
か
ら
受
け
取
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
そ
の
ま
ま
出
版
し
た
か
ど
う

か
が
確
実
で
は
な
い
、
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
は
い
る
。 
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び
た
一
文
貸
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
彼
は
そ
の
よ
う
に
約
束
す
る
気
で
い
る
。
そ

れ
で
い
て
、
そ
ん
な
ふ
う
に
し
て
窮
境
を
切
り
抜
け
る
の
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
義
務
に
反
す
る
の

で
は
な
い
か
、
と
自
問
す
る
だ
け
の
良
心
を
彼
は
ま
だ
も
っ
て
い
る
（G

r. IV
 422

）
。 

  

こ
こ
で
は
確
か
に
、
窮
地
に
置
か
れ
た
人
間
が
、
そ
こ
か
ら
脱
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
嘘
を
用
い
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
窮
余
の
嘘
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、『
コ
リ
ン
ズ
』
で
見
た
強
奪
者
の
例
と

同
じ
よ
う
に
し
て
こ
の
嘘
の
罪
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
実
際
、
カ
ン
ト
は
こ
の
直
後
で
、
こ
の
格
率
が
普
遍

化
さ
れ
る
と
自
己
矛
盾
に
陥
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
行
為
は
道
徳
的
に
悪
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。 

 

で
は
、
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
窮
余
の
場
合
と
、『
コ
リ
ン
ズ
』
な
ど
に
お
け
る
窮
余
の
場
合
と
は
何
が
ち
が

う
の
か
。
相
違
は
お
そ
ら
く
、『
コ
リ
ン
ズ
』
の
窮
余
の
場
合
は
、
暴
力
に
よ
っ
て
脅
迫
さ
れ
金
を
奪
わ
れ
る
と
い

う
急
迫
不
正
の
事
態
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
基
礎
づ
け
』
の
場
合
は
、
確
か
に
窮
境
で
あ
る
に
し
て
も
今
こ
の
瞬

間
に
関
わ
る
緊
急
事
態
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
状
況
を
脱
す
る
に
は
嘘
を
つ
い
て
金
を
借
り
る
以
外
の
手

段
が
ま
っ
た
く
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
後
者
の
場
合
は
、
カ
ン
ト
が

『
コ
リ
ン
ズ
』
で
制
限
し
た
窮
余
の
場
合
に
該
当
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。 

 

ゆ
え
に
カ
ン
ト
が
窮
余
の
嘘
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
き
、
窮
余
の
場
合
の
概
念
に
幅
が
あ
る
と
い
え
る
。
だ
と

す
れ
ば
、『
ポ
ヴ
ァ
ル
ス
キ
ー
』
や
『
教
育
学
』
で
「
窮
余
の
嘘
は
存
在
し
な
い
」
と
断
ず
る
と
き
に
、
カ
ン
ト
が

強
奪
者
の
例
の
よ
う
な
場
合
ま
で
含
ん
で
そ
う
言
っ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
急
迫
不
正
の
窮
余
の
場

合
を
除
い
て
『
基
礎
づ
け
』
の
よ
う
な
も
う
少
し
ゆ
る
や
か
な
窮
余
の
場
合
だ
け
を
想
定
し
て
そ
う
言
っ
て
い
た

の
か
は
、
カ
ン
ト
自
身
が
は
っ
き
り
と
書
い
て
い
な
い
の
で
な
ん
と
も
い
え
な
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
（
『
嘘
』

論
文
を
除
い
た
）
カ
ン
ト
の
窮
余
の
嘘
に
対
す
る
主
張
は
一
貫
し
て
、「
基
本
的
に
窮
余
の
嘘
も
嘘
で
あ
り
許
さ
れ

な
い
が
、
た
だ
し
強
奪
者
の
例
の
よ
う
な
一
部
の
急
迫
不
正
の
場
合
に
は
許
さ
れ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
い

う
、
第
四
章
で
検
討
す
る
ペ
イ
ト
ン
の
解
釈
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る44

。
た
し
か
に
、
そ
の
解
釈
に
与

し
た
い
と
思
わ
せ
る
議
論
が
『
基
礎
づ
け
』
の
こ
の
部
分
に
は
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
次
の
こ
と
を
言
っ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
カ
ン
ト
が
『
基
礎
づ
け
』
で
、
強
奪
者
の
例
で
は

な
く
、
偽
り
の
約
束
の
例
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
そ
れ
が
自
愛
あ
る
い
は
傾
向
性
に
基
づ
く
仮
言
命
法
の
矛
盾
を

明
ら
か
に
す
る
の
に
適
当
な
例
だ
か
ら
と
い
う
理
由
が
あ
っ
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
カ
ン
ト
が
「
本
書
で
私
が
言
う
完
全
義
務
と
は
、
傾
向
性
を
利
す
る
た
め
の
例
外
を
何
ら
許
さ
な
い
義

務
の
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
を
強
奪
者
の
例
を
用
い
て
説
明
す
る
こ
と

は
困
難
に
見
え
る
。
と
い
う
の
も
、
自
分
が
苦
し
い
状
況
か
ら
逃
れ
た
い
と
い
う
理
由
か
ら
詐
欺
を
働
こ
う
と
す

る
の
は
傾
向
性
に
基
づ
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
か
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
強
奪
者
に
脅
さ
れ
て
嘘
を
つ

こ
う
と
す
る
の
を
同
じ
よ
う
に
傾
向
性
に
も
と
づ
く
行
為
で
あ
る
と
い
う
の
は
常
識
的
に
考
え
て
お
か
し
い
か
ら

で
あ
る
。 

も
し
、
完
全
義
務
に
関
す
る
カ
ン
ト
の
こ
の
表
現
を
、
傾
向
性
を
利
す
る
た
め
で
は
な
い
例
外

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
は
許
す

、
、
、
と
示
唆

                                        

         

 
44 H

.J.Paton, A
n A

lleged R
ight to Lie: A Problem

 in K
antian E

thics, K
ant-Studien 45, 1953/54, 

p.198. 



 41

し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
強
奪
者
の
例
の
よ
う
な
窮
余
の
場
合
は
完
全
義
務
の
例
外
に
な
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
嘘
の
罪
を
免
除
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
カ
ン
ト
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
説
明
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

実
際
に
、
後
に
見
る
こ
と
だ
が
、
ペ
イ
ト
ン
は
こ
う
し
た
論
法
で
、『
嘘
』
論
文
で
の
カ
ン
ト
の
強
硬
な
主
張
に
対

し
て
修
正
を
試
み
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
私
は
そ
の
よ
う
な
説
明
の
仕
方
は
や
や
安
直
だ
と
考
え
る
。
と
い
う
の
も
、
強
奪
者
の
例
の

よ
う
な
緊
急
状
態
に
あ
る
人
に
対
し
て
で
あ
っ
て
も
、
真
実
性
の
道
徳
法
則
に
例
外
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

カ
ン
ト
に
と
っ
て
道
徳
法
則
の
法
則
と
し
て
の
尊
厳
を
脅
か
す
大
問
題
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

道
徳
法
則
に
対
す
る
「
例
外
」
と
し
て
の
窮
余
の
嘘 

カ
ン
ト
が
道
徳
法
則
の
「
例
外
」
の
危
険
性
を
重
く
考
え
て
い
た
の
は
、『
基
礎
づ
け
』
か
ら
『
人
倫
の
形
而
上

学
』
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
い
る
。
『
基
礎
づ
け
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

も
し
私
た
ち
が
義
務
に
違
反
す
る
た
び
に
自
分
自
身
を
注
意
深
く
振
り
返
る
な
ら
、
本
当
は
自
分
の
格
率
が

普
遍
的
法
則
と
な
る
べ
き
こ
と
を
意
欲
し
て
い
な
い
の
に
気
づ
く
…
…
む
し
ろ
格
率
と
は
逆
の
も
の
が
、
普

遍
的
に
法
則
で
あ
り
つ
づ
け
て
ほ
し
い
は
ず
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
私
た
ち
は
自
分
の
た
め
に
（
あ
る
い

は
ま
た
今
度
だ
け
は
と
）
自
由
気
ま
ま
に
法
則
に
例
外
を
設
け
て
、
自
分
の
傾
向
性
に
有
利
な
よ
う
に
す
る

だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
（G

r. IV
 424

）
。 

 こ
こ
で
カ
ン
ト
は
、
人
間
は
自
分
の
傾
向
性
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
す
る
欲
望
に
強
力
に
支
配
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
た
め
に
い
か
に
容
易
に
自
分
に
都
合
の
い
い
よ
う
に
、
い
っ
た
ん
は
自
分
が
採
用
し
た
道
徳
法
則
に
そ
の
場
限

り
の
例
外
を
設
け
よ
う
と
す
る
か
を
指
摘
し
て
い
る
。 

同
様
に
、『
人
倫
の
形
而
上
学
』
で
も
、
傾
向
性
の
満
足
の
方
法
を
わ
れ
わ
れ
に
教
え
る
だ
け
の
経
験
が
一
般
化

さ
れ
て
で
き
た
原
理
は
「
各
人
に
限
り
な
く
多
く
の
例
外
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
」
の
で
、
道
徳
的
原
理
と
言
う

こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
（M

S. V
I 215

）
。
だ
か
ら
、
人
倫
の
形
而
上
学
の
た
め
に
は
経
験
を
含
ん
で

い
な
い
原
理
を
捜
し
求
め
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
嘘
』
論
文
で
も
「
真
実
性
は
契
約
に
基
づ
く

す
べ
て
の
諸
義
務
の
基
礎
と
み
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
義
務
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
法
則
は
、
そ
れ
に
た
と
え
ほ

ん
の
少
し
の
例
外
で
も
認
め
る
と
、
ぐ
ら
つ
い
て
役
に
立
た
な
く
さ
れ
て
し
ま
う
」
（L

üge. V
III 427

）
と
述
べ

て
い
る
。 

カ
ン
ト
が
、
例
外
を
排
除
す
る
と
き
は
い
つ
で
も
傾
向
性
を
理
由
に
し
て
い
る
こ
と
に
は
配
慮
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
と
も
か
く
、
カ
ン
ト
に
と
っ
て
「
例
外
」
は
義
務
や
道
徳
原
理
の
根
本
に
関
わ
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
と

い
え
る
。
と
い
う
の
も
、
例
外
は
法
則
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
る
の
で
、
法
則
の
普
遍
性
す
な
わ
ち
必
然
性

を
傷
つ
け
る
。
そ
う
す
る
と
、
カ
ン
ト
が
「
法
則
、
、
だ
け
が
、
無
条
件
的

、
、
、
、
な
、
し
か
も
客
観
的
な
、
し
た
が
っ
て
普

遍
的
に
妥
当
す
る
必
然
性

、
、
、
の
概
念
を
伴
っ
て
い
る
」（G

r. IV
 416

）
と
言
う
よ
う
に
、
法
則
を
法
則
た
ら
し
め
る

条
件
が
不
確
実
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

カ
ン
ト
の
こ
の
よ
う
な
例
外
の
危
険
視
は
、『
コ
リ
ン
ズ
』
で
「
窮
余
の
場
合
は
道
徳
性
全
体
を
踏
み
潰
す
」
と

述
べ
て
い
た
こ
と
の
別
の
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
は
窮
余
の
嘘
を
道
徳
法
則
へ
の
例
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外
と
捉
え
直
し
た
う
え
で
、
例
外
が
カ
ン
ト
倫
理
学
の
中
で
そ
の
場
を
与
え
ら
れ
う
る
の
か
ど
う
か
を
見
極
め
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
後
の
『
嘘
』
論
文
を
解
釈
す
る
た
め
の
、
そ
し
て
カ
ン
ト
倫
理
学
全
体
を
解
釈
す

る
た
め
の
主
要
な
論
点
の
一
つ
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
窮
余
の
嘘
は
、
カ
ン
ト
の
嘘
論
の
特
徴
で
あ
る
「
す
べ
て

の
嘘
の
禁
止
」
と
い
う
性
格
を
曖
昧
に
す
る
概
念
で
あ
り
、
か
つ
、
例
外
は
、
自
ら
の
理
性
が
立
て
た
法
則
へ
の

尊
敬
の
み
に
し
た
が
っ
て
行
為
す
る
こ
と
が
人
間
に
道
徳
的
価
値
を
与
え
る
と
い
う
カ
ン
ト
倫
理
学
本
体
へ
の
脅

威
に
な
る
概
念
だ
か
ら
で
あ
る
。 

さ
て
、
こ
こ
で
よ
う
や
く
、『
嘘
』
論
文
以
外
の
テ
キ
ス
ト
を
検
討
し
て
、
カ
ン
ト
の
嘘
論
を
主
要
な
論
点
を
お

さ
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
を
も
と
に
、
い
よ
い
よ
次
の
章
か
ら
は
、
『
嘘
』
論
文
へ
と
入
っ
て
い
こ
う
。 
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第
三
章 

一
七
九
七
年
『
嘘
』
論
文
で
の
カ
ン
ト
の
嘘
論 

 

第
一
節 

『
嘘
』
論
文
発
表
の
経
緯 

 

カ
ン
ト
が
嘘
に
つ
い
て
述
べ
た
著
作
の
う
ち
で
も
っ
と
も
有
名
な
も
の
が
、『
人
間
愛
か
ら
嘘
を
つ
く
権
利
と
称

さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
』（
一
七
九
七
年
）
と
い
う
短
い
論
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
思
想
家
で
あ

る
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
が
『
一
七
九
七
年
の
フ
ラ
ン
ス
』
に
寄
稿
し
た
「
政
治
的
反
動
に
つ
い
て
」
と

い
う
論
文
の
中
で
、
カ
ン
ト
と
は
明
言
し
て
い
な
い
も
の
の
、
カ
ン
ト
と
思
わ
れ
る
「
あ
る
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
」

の
道
徳
学
説
に
対
し
て
な
し
た
反
論
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
は
「
政
治
的

反
動
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。 

 

真
理
〔W

ahrheit

〕
を
言
う
こ
と
は
義
務
で
あ
る
と
い
う
道
徳
的
原
則
は
、
も
し
そ
れ
が
無
条
件
に
孤
立
化

し
て
受
け
取
ら
れ
る
と
、
ど
ん
な
社
会
を
も
不
可
能
に
し
て
し
ま
う
。
あ
る
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
が
こ
の
原
則

か
ら
引
き
出
し
た
非
常
に
直
接
的
な
結
論
は
、
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
殺
し
が
、
彼

に
追
い
か
け
ら
れ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
の
友
人
が
わ
れ
わ
れ
の
家
に
逃
げ
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
わ
れ
わ
れ

に
尋
ね
た
場
合
の
、
そ
の
人
殺
し
に
対
す
る
嘘
は
罪
で
あ
ろ
う
、
と
さ
え
そ
の
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
は
主
張
し

て
い
る
の
で
あ
る
（L

üge. V
III 425

）
。 

 

カ
ン
ト
は
コ
ン
ス
タ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
い
た
「
政
治
的
反
動
に
つ
い
て
」
の
ド
イ
ツ
語
訳
を
読
み
、
す
ぐ

に
『
ベ
ル
リ
ン
雑
誌
』
一
七
九
七
年
九
月
号
に
『
嘘
』
論
文
を
掲
載
し
、
そ
の
中
で
「
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
」（
コ

ン
ス
タ
ン
）
の
考
え
に
真
向
か
ら
反
対
す
る
議
論
を
展
開
し
た
の
だ
が
、
こ
の
背
景
に
は
考
慮
し
て
お
く
べ
き
特

殊
な
事
情
が
あ
る
。 

そ
れ
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
が
批
判
の
標
的
に
し
て
い
る
「
あ
る
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
」
が
カ
ン
ト
で
あ
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
、
厳
密
に
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
カ
ン
ト
が
こ
の
よ
う
な
内
容
の
主
張

を
し
た
テ
キ
ス
ト
が
印
刷
物
と
し
て
は
ど
こ
に
も
残
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
カ
ン
ト
自
身
が
注
を
つ

け
て
、
こ
の
言
葉
を
ど
こ
で
述
べ
た
か
は
思
い
出
せ
な
い
が
、
確
か
に
自
分
の
言
葉
で
あ
る
と
認
め
て
お
り
、
ま

た
、
同
じ
く
カ
ン
ト
の
注
に
よ
っ
て
、『
一
七
九
七
年
の
フ
ラ
ン
ス
』
の
編
者
ク
ラ
ー
マ
ー
が
、
コ
ン
ス
タ
ン
か
ら
、

こ
の
「
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
」
は
カ
ン
ト
の
こ
と
で
あ
る
と
聞
い
た
と
言
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（L

üge. 
V

III 425

）
。
ま
た
、
ク
ラ
ー
マ
ー
は
、
こ
れ
と
同
じ
主
張
を
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ミ
ヒ
ャ
エ
リ
ス
が
、
彼
の
著
作

『
道
徳
学
』
（
一
七
九
二
年
）
の
中
で
述
べ
て
い
る4

5

と
言
っ
て
お
り
（
同
）
、
カ
ン
ト
が
ミ
ヒ
ャ
エ
リ
ス
の
こ
の

本
を
読
ん
だ
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
カ
ン
ト
が
『
単
な
る
理
性
の
限
界
内
の
宗
教
』
で
こ
の
本
に
言
及
し
て
い
る
こ

と
か
ら
推
察
さ
れ
る
（Rel. V

I 
1
3

）
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
論
争
の
始
ま
り
方
は
い
わ
く
つ
き
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
と
も
か
く
、

カ
ン
ト
が
「
友
人
を
助
け
る
た
め
に
人
殺
し
に
対
し
て
つ
く
嘘
も
罪
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
を
自
分
の
も
の
と
し

て
引
き
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
単
に
老
年
の
カ
ン
ト
の
一
時
の
き
ま
ぐ
れ
に
よ

                                        

         

 
45 J.D

.M
ichaelis, M

oral (1792), § 71. 
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る
も
の
だ
と
す
る
見
方
も
あ
る
が4

6

、
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
主
張
は
、
カ
ン
ト
倫
理
学
の
本

質
的
性
格
か
ら
必
然
的
に
引
き
出
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
し
、
カ
ン
ト
の
長
年
に
渡
る
嘘
と
い
う
問
題
と
の
対
決

の
最
終
局
面
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
の
二
つ
の
章
で
分
析
し
て
き
た

カ
ン
ト
の
嘘
に
対
す
る
考
え
方
と
『
嘘
』
論
文
で
の
主
張
と
を
比
較
し
て
み
れ
ば
明
ら
か
に
な
る
。
本
章
と
最
終

章
で
は
、
ペ
イ
ト
ン
ら
の
先
行
研
究
の
力
も
借
り
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
を
こ
れ
か
ら
示
し
て
い
き
た
い
。 

  

第
二
節 

『
嘘
』
論
文
の
内
容 

 

（
一
）
コ
ン
ス
タ
ン
の
主
張
―
―
誠
実
の
原
則
へ
の
中
間
的
原
則
の
適
用 

 

で
は
ま
ず
、
コ
ン
ス
タ
ン
の
主
張
を
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
コ
ン
ス
タ
ン
は
、『
政
治
的
反
動
に
つ
い
て
』
の
中

で
、
道
徳
の
抽
象
的
原
則
が
現
実
に
適
用
さ
れ
る
に
は
、
「
そ
の
場
合
に
応
じ
た
仲
介
的
原
則

（Zw
ischenprinzip

）
」
が
認
め
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

 

〔
仲
介
的
原
則
が
適
用
さ
れ
る
と
き
に
は
〕
だ
れ
も
原
則
の
抽
象
性
に
文
句
を
つ
け
は
し
な
い
…
…
そ
う
す

れ
ば
、
ど
の
原
則
も
敵
意
の
あ
る
、
破
壊
的
な
性
格
を
持
た
ず
に
す
む
の
で
あ
る
…
…
し
か
し
な
が
ら
、
疑

い
も
な
く
、
も
し
道
徳
の
抽
象
的
原
則
が
仲
介
す
る
原
則
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
な
ら
ば
、
人
間
の
社
会
的
関

係
に
無
秩
序
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
政
治
の
抽
象
的
原
則
が
そ
れ
を
仲
介
す
る
原
則
か
ら
切
り

離
さ
れ
る
と
公
民
の
関
係
に
無
秩
序
を
も
た
ら
す
の
と
同
様
で
あ
る4

7

。 

  

こ
こ
で
コ
ン
ス
タ
ン
は
、
道
徳
に
も
政
治
に
も
、
ま
ず
は
じ
め
に
抽
象
的
な
原
則
（
第
一
の
原
則
）
が
あ
り
、

そ
の
実
行
が
困
難
で
あ
る
と
き
に
は
、
原
則
の
抽
象
性
と
当
の
状
況
の
解
決
と
を
仲
介
す
る
原
則
が
必
要
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
仲
介
的
原
則
（
あ
る
い
は
カ
ン
ト
の
呼
び
方
で
は
中
間
的
原
則
〔m

ittere 
G

rundsatz

〕）
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
に
よ
っ
て
「
非
常
に
多
人
数
の
社
会
に
お
い
て
は
、
各
人
は
法
律
の
制
定
に
本

人
自
身
か
ま
た
は
代
理
人
を
通
し
て
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
原
則
」
（Lüge. V

III 4
2
8

）
と
も
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
社
会
の
構
成
員
は
、
第
一
の
原
則
が
執
行
さ
れ
る
た
め
の
手
段
を
含
む
規
定
に
自
ら
が
同
意
し

て
制
定
す
る
中
間
的
原
則
を
通
し
て
第
一
の
原
則
を
執
行
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。 

だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
れ
は
、
第
一
の
原
則
の
正
当
性
や
抽
象
性
を
傷
つ
け
る
も
の
で
は
な
い
と
コ
ン
ス
タ
ン
は

言
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
こ
の
事
態
は
、
た
ん
に
立
法
者
の
無
知
な
い
し
不
手
際
を
証
明
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
る
か
ら
」
（Lüge. V
III 

428

）
。
つ
ま
り
、
第
一
の
原
則
（
第
一
の
法
）
を
制
定
す
る
と
き
に
は
立
法

者
は
そ
れ
を
執
行
す
る
た
め
の
細
則
も
制
定
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
し
な
い
た
め
生
ま
れ
た
不
都
合
は
、

公
民
の
同
意
に
よ
る
細
則
制
定
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。 

 
 
 
 

と
も
か
く
コ
ン
ス
タ
ン
は
、
法
の
概
念
を
傷
つ
け
ず
に
そ
れ
と
現
実
に
お
け
る
法
適
用
と
の
矛
盾
を
解
決
す
る

                                        

         

 
46 Paton, p. 193-4. 
47 B
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eum

ann, 1986, p.23. 
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術
を
人
は
も
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
第
一
の
法
は
維
持
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
コ
ン
ス

タ
ン
は
言
う
。「
真
だ
と
認
め
ら
れ
た
原
則
は
、
た
と
え
一
見
し
た
と
こ
ろ
ど
ん
な
に
そ
れ
に
伴
っ
て
危
険
が
生
じ

る
よ
う
に
見
え
よ
う
と
も
、
決
し
て
捨
て
去
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
」（Lüge. V

III 
42
8

）
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
中
間
的
原
則
は
、
誠
実
の
義
務
に
も
存
在
す
る
の
だ
と
コ
ン
ス
タ
ン
は
言
う
。
な
ぜ
な
ら
、「
真

理
〔W

ahrheit

〕
を
言
う
こ
と
は
義
務
で
あ
る
と
い
う
道
徳
的
原
則
は
、
も
し
そ
れ
が
無
条
件
に
孤
立
化
し
て
受

け
取
ら
れ
る
と
、
ど
ん
な
社
会
を
も
不
可
能
に
し
て
し
ま
う
」
（L

üge. V
III 425

）
か
ら
、
社
会
を
存
続
さ
せ
る

に
は
中
間
的
原
則
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
が
出
し
た
の
が
、
殺
人
者

に
追
わ
れ
る
友
人
が
自
分
の
家
に
逃
げ
込
ん
で
い
て
、
そ
の
殺
人
者
が
や
っ
て
き
て
私
に
友
人
の
居
所
を
尋
ね
る

場
合
、
私
は
何
と
答
え
る
べ
き
か
、
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
こ
の
場
合
ふ
つ
う
人
は
友
人
の
命
を
守
る
た
め
に
「
友

人
は
こ
こ
に
は
い
な
い
」
と
言
っ
て
殺
人
者
に
嘘
を
つ
き
た
い
と
思
う
。
だ
が
そ
れ
は
「
嘘
の
言
明
を
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
い
う
抽
象
的
道
徳
原
則
に
違
反
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
原
則
の
抽
象
性
と
、
直
面
す
る
事
態
の

解
決
を
は
か
る
も
の
が
中
間
的
原
則
で
あ
る
と
コ
ン
ス
タ
ン
は
考
え
る
。 

そ
れ
は
具
体
的
に
は
、
「
真
理
〔W

ahrheit

〕
を
言
う
こ
と
は
義
務
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
真
理
を
要
求
す
る

権
利
を
持
つ
人
に
対
し
て
だ
け
そ
う
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
、
ど
ん
な
人
間
も
、
他
人
を
害
す
る
真
理
を
要

求
す
る
権
利
を
持
ち
は
し
な
い
の
で
あ
る
」
（L

üge. V
III 425

）
と
い
う
内
容
の
原
則
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
コ
ン

ス
タ
ン
に
よ
れ
ば
、
強
奪
者
は
私
に
対
し
て
私
が
真
理
を
言
う
こ
と
を
要
求
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
な
い
の
で
、

私
に
は
強
奪
者
に
対
し
て
真
理
を
言
う
義
務
は
生
じ
ず
、
し
た
が
っ
て
嘘
を
つ
い
て
も
か
ま
わ
な
い
、
と
い
う
こ

と
に
な
る4

8

。
こ
う
し
た
中
間
的
原
則
が
適
用
さ
れ
ず
に
、
誠
実
の
義
務
が
文
字
通
り
に
受
け
取
ら
れ
る
と
、
人

は
目
の
前
で
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
友
人
の
命
を
救
う
こ
と
さ
え
で
き
な
い
と
い
う
大
き
な
損
害
が
生
じ
て
し
ま
う
。

そ
の
よ
う
な
不
条
理
は
人
間
社
会
を
破
壊
す
る
と
コ
ン
ス
タ
ン
は
言
う
。 

  
 （

二
）
カ
ン
ト
の
主
張 

 

す
べ
て
の
人
は
真
実
、
、
を
要
求
す
る
権
利
を
も
つ 

カ
ン
ト
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
の
「
権
利
の
概
念
と
義
務
の
概
念
と
は
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
権
利
が

義
務
を
発
生
さ
せ
る
」
と
い
う
主
張
に
は
異
論
を
唱
え
な
い
が
、
そ
れ
に
続
く
「
真
理
〔W

ahrheit

〕
を
言
う
こ

と
は
義
務
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
真
理
を
要
求
す
る
権
利
を
持
つ
人
に
対
し
て
だ
け
そ
う
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

だ
が
、
ど
ん
な
人
間
も
、
他
人
を
害
す
る
真
理
を
要
求
す
る
権
利
を
持
ち
は
し
な
い
の
で
あ
る
」（L

üge. V
III 425

）

と
い
う
主
張
に
「
主
要
な
誤
り
」
が
あ
る
と
す
る
。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
は
そ
も
そ
も
言
明
に
お
い
て
問

題
に
な
る
真
実
と
、
そ
れ
と
は
区
別
さ
れ
る
客
観
的
真
理
と
が
混
同
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
カ
ン
ト
は
、
コ
ン
ス
タ

ン
の
言
い
分
を
訂
正
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。 

 

                                        

         

 
48 

こ
れ
は
、
本
論
文
の
導
入
部
分
で
見
た
、
「
嘘
は
、
言
明
を
受
け
取
る
側
が
も
つ
、
言
明
を
判
断
す
る
自
由
に
対
す

る
権
利
を
毀
損
す
る
場
合
に
の
み
嘘
に
な
る
」
と
い
う
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
定
義
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。 
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ま
ず
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
真
理
〔W

ahrheit

〕
を
要
求
す
る
権
利
を
持
つ
」
と
い
う
表
現

は
意
味
の
な
い
言
葉
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
「
人
間
は
自
分
自
身
の
真
実
、
、(W

ahrhaftigkeit, 
veracitas)

を
、
す
な
わ
ち
自
ら
の
人
格
に
お
け
る
主
観
的
真
実
を
要
求
す
る
権
利
を
持
つ
」
と
言
わ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
客
観
的
に
真
実
を
要
求
す
る
権
利
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
に
所
有
の

問
題
に
関
し
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
あ
る
与
え
ら
れ
た
命
題
が
真
で
あ
る
か
偽
で
あ
る
か
は
そ
の
人
の
意、

志、
し
だ
い
で
決
ま
る
、
と
言
う
の
と
同
じ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
そ
こ
か
ら

奇
妙
な
論
理
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
（L

üge. V
III 426

）
。 

 

 

こ
こ
で
カ
ン
ト
が
言
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
私
た
ち
が
第
一
章
の
は
じ
め
に
見
た
、
真
と
真
実
と
の
区
別

で
あ
る
。
嘘
で
問
題
に
な
る
の
は
真
実
の
方
で
あ
る
の
に
、
コ
ン
ス
タ
ン
の
主
張
で
は
こ
の
区
別
が
曖
昧
に
な
っ

て
い
る
と
カ
ン
ト
は
考
え
る
。 

カ
ン
ト
の
考
え
る
真
実
と
は
、
人
が
、
自
分
自
身
が
あ
る
こ
と
が
ら
を
そ
の
よ
う
に
信
じ
て
い
る
こ
と
と
言
明

の
内
容
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
信
念
と
言
明
と
の
関
係
は
も
っ
ぱ
ら
「
主
観
的
」
な
も
の
に

留
ま
る
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
だ
れ
で
も
自
分
の
言
明
に
お
け
る
真
実
を
他
人
に
誓
う
こ
と
は
常
に
可
能
で
あ

る
。
つ
ま
り
「
自
ら
の
人
格
に
お
け
る
主
観
的
真
実
を
要
求
す
る
権
利
を
も
つ
」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
逆
に
、

言
明
を
受
け
取
っ
た
人
は
言
明
の
主
に
彼
自
身
の
真
実
を
要
求
す
る
権
利
を
も
つ
。 

こ
れ
に
対
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
は
、
「
真
理
〔W

ahrheit

〕
を
要
求
す
る
権
利
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
表
現
を

カ
ン
ト
は
、「
客
観
的
に
真
理
を
要
求
す
る
権
利
」
と
変
換
す
る
。
す
る
と
帰
結
す
る
の
は
、
私
が
他
人
に
対
し
て

（
す
な
わ
ち
客
観
的
に
）
真
理
を
言
え
と
要
求
す
る
こ
と
は
、
そ
の
真
理
が
真
で
あ
る
か
偽
で
あ
る
か
の
判
断
の

自
由
が
私
自
身
に
あ
る
こ
と
に
な
る
、
す
な
わ
ち
、
私
が
他
人
か
ら
受
け
取
っ
た
こ
と
を
真
だ
と
思
え
ば
真
に
な

り
、
偽
だ
と
思
え
ば
偽
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
が
ら
の
真
偽
が
私
の
意
志
に
依
存
す
る
、
と
い
う

こ
と
は
、
ま
る
で
真
理
と
い
う
も
の
が
人
の
所
有
物
に
な
っ
た
か
の
よ
う
な
状
態
で
あ
り
、
こ
れ
は
お
か
し
な
論

理
だ
と
カ
ン
ト
は
言
う
。 

 

言
明
に
お
け
る
真
実
は
人
間
の
形
式
的
義
務
で
あ
る 

嘘
を
つ
く
と
き
に
問
題
と
な
る
真
実
を
こ
の
よ
う
に
定
義
し
直
し
て
か
ら
、
カ
ン
ト
は
二
つ
の
問
い
を
立
て
る
。 

 

第
一
の
問
題

、
、
、
、
、
は
、｢

は
い｣

か
「
い
い
え
」
で
答
え
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
場
合
に
、
人
は
不
真
実
的
で
あ
る

権
能
、
、
（
権
利
）
を
持
つ
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
第
二
の
問
題
は

、
、
、
、
、
、
、
不
当
な
強
制
に
よ
っ
て
強
要
さ
れ

た
言
表
に
お
い
て
、
自
分
に
迫
っ
て
い
る
そ
の
悪
行
そ
の
も
の
を
防
止
し
た
り
他
人
を
守
っ
た
り
す
る
た
め

に
、
不
真
実
的
で
あ
る
こ
と
は
義
務
的
で
さ
え
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
（L

üge. V
III 426

）
。 

 こ
こ
で
カ
ン
ト
は
、
人
は
不
真
実
的
で
あ
る
権
利
を
持
つ
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
嘘
を
つ
く
こ
と
が
許
さ
れ
う

る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
と
、
や
む
を
え
な
い
場
合
に
は
嘘
を
つ
く
こ
と
が
積
極
的
な
義
務
で
あ
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
を
分
け
て
考
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
カ
ン
ト
の
回
答
が
始
ま
る
。 
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し
な
い
で
す
ま
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
言
表
に
お
け
る
真
実
は
、
た
と
え
そ
の
結
果
と
し
て
自
分
や
他
の
人

に
ど
ん
な
大
き
な
不
利
益
が
生
じ
よ
う
と
も
、
万
人
に
対
す
る
人
間
の
形
式
的
義
務
で
あ
る
。
そ
し
て
な
る

ほ
ど
私
は
、
私
を
不
当
に
言
表
へ
と
強
要
す
る
者
に
対
し
て
は
、
た
と
え
虚
偽
の
言
表
を
行
っ
て
も
、
不
正

を
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
と
は
い
え
し
か
し
、
私
は
（
法
律
家
の
意
味
に
お
い
て
で
は
な
い

に
し
て
も
）
嘘
と
呼
ば
れ
う
る
そ
の
よ
う
な
虚
偽
の
言
表
に
よ
っ
て
、
本
質
的
な
点
で
義
務
一
般
、
、
に
対
し
て

不
正
を
行
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
私
は
、
自
分
に
責
任
の
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
言
表

（
言
明
）
一
般
の
信
用
を
な
く
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
契
約
に
基
づ
く
す
べ
て
の
権
利
を
無
に
し
、
そ

の
力
を
失
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
間
性
一
般
に
対
し
て
加
え
ら
れ
る
不
正
な
の
で
あ
る
（L

üge. V
III 

426

）
。 

 

 

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
論
点
を
一
つ
一
つ
確
認
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
、「
し
な
い
で
す
ま
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
言
表
」
と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
を
意
味
す
る
の
か
と
い
う
と
、
こ
れ
が
「
『
は
い
』
か
『
い
い
え
』
で
答
え
ざ
る

を
え
な
い
よ
う
な
場
合
」（L

üge. V
III 426

）
と
か
「
そ
の
告
白
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
」（Lüge. VIII 

4
28

）
と
も
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
質
問
に
対
し
て
沈
黙
し
続
け
る
選
択
肢
が
な
い
場

合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
コ
リ
ン
ズ
記
の
道
徳
哲
学
』
の
窮
余
の
嘘
の
議
論
で
出
て
き
た
状
況
で
あ
る
。 

カ
ン
ト
は
そ
こ
で
は
、
窮
余
の
嘘
が
許
さ
れ
る
場
合
と
し
て
、
（
一
）
「
私
が
自
白
す
る
よ
う
に
私
に
向
け
て
行

使
さ
れ
た
暴
力
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
て
い
て
」
、
（
二
）
「
し
か
も
私
の
発
言
が
不
正
に
使
用
さ
れ
」
、
（
三
）
「
そ
し

て
私
が
沈
黙
に
よ
っ
て
自
分
を
救
う
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
」
場
合
に
か
ぎ
る
と
言
っ
て
い
る
（Collins. XXV

II 
4
48

）。『
コ
リ
ン
ズ
』
で
の
窮
余
の
場
合
に
関
す
る
こ
の
定
義
と
、『
嘘
』
論
文
で
の
殺
人
者
の
例
を
見
比
べ
れ
ば
、

殺
人
者
の
例
は
、
明
ら
か
に
窮
余
の
場
合
に
該
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
殺
人
者
の
例
に
お
い
て
私
は
、
殺
人
者
は

き
っ
と
私
を
暴
力
か
脅
迫
を
も
っ
て
問
い
詰
め
て
お
り
、
私
に
沈
黙
を
許
さ
な
い
で
い
る
。
そ
し
て
私
が
も
し
「
は

い
」
と
答
え
る
や
い
な
や
殺
人
者
は
家
に
押
し
入
っ
て
友
人
を
殺
そ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
こ
の
場
合

に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
『
コ
リ
ン
ズ
』
で
の
カ
ン
ト
の
主
張
に
従
う
な
ら
、
嘘
は
急
迫
不
正
の
危
険
か
ら
逃

れ
る
た
め
に
免
罪
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、『
コ
リ
ン
ズ
』
と
は
反
対
に
、
カ
ン
ト
は
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
、
嘘
に
罪
を
認
め
て
い
る
。
も
っ
と
正

確
に
い
え
ば
、
嘘
を
不
正
（
不
法 U

nrecht

）
行
為
と
断
言
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
言
明
に
お
い
て
真
実
を

言
う
こ
と
は
、「
人
間
の
形
式
的
義
務
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
『
嘘
』
論
文
の
後
の
方
で
こ
れ
を
「
無

条
件
的
な
義
務
」
と
言
っ
て
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、
嘘
を
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る

不
利
益
は
、
他
人
に
対
す
る
も
の
で
あ
れ
自
分
に
対
す
る
も
の
で
あ
れ
一
切
考
慮
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
述
べ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
確
認
し
て
き
た
、
嘘
に
関
す
る
カ
ン
ト
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
立
場
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
嘘
は
形
式
的
に
罪
を
犯
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
嘘
に
よ
る
帰
結
は
度
外
視
さ
れ
る
と
い
う
お
な
じ
み
の

議
論
の
ほ
か
に
、
カ
ン
ト
は
こ
こ
で
こ
の
論
文
以
前
に
は
聞
き
な
れ
な
い
あ
る
表
現
を
繰
り
返
し
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
「
義
務
一
般
に
対
す
る
不
正
」
あ
る
い
は
「
人
間
性
一
般
に
対
す
る
不
正
」
と
い
う
論
点
で
あ
る
。 

カ
ン
ト
は
こ
こ
で
「
な
る
ほ
ど
私
は
、
私
を
不
当
に
言
表
へ
と
強
要
す
る
者
に
対
し
て
は
、
た
と
え
虚
偽
の
言

表
を
行
っ
て
も
、
不
正
を
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
殺
人
者
の
例
に
お
い
て
私
が

嘘
を
つ
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
偽
り
の
約
束
を
し
て
他
人
か
ら
金
を
奪
う
と
い
う
よ
う
な
特
定
の
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法
律
に
違
反
す
る
種
類
の
嘘
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
嘘
は
あ
る
特
定
の
義
務
に
違

反
す
る
行
為
と
し
て
不
正
と
い
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
だ
が
、「
と
は
い
え
し
か
し
、
私
は
（
法
律
家
の
意
味
に
お

い
て
で
は
な
い
に
し
て
も
）
嘘
と
呼
ば
れ
う
る
そ
の
よ
う
な
虚
偽
の
言
表
に
よ
っ
て
、
本
質
的
な
点
で
義
務
一
般
、
、

に
対
し
て
不
正
を
行
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」
と
カ
ン
ト
が
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
カ
ン
ト
は
特
定
の
法
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
義
務
に
対
す
る
不
正
を
問
題
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
点
を
詳
細
に
検
討

し
て
い
こ
う
。 

 
 嘘

は
法
義
務
一
般
、
、
す
な
わ
ち
人
間
性
一
般
、
、
に
対
す
る
違
反
で
あ
る 

 

カ
ン
ト
は
、
特
定
の
法
規
定
に
背
く
行
為
と
し
て
こ
こ
で
の
嘘
を
想
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
、

依
然
と
し
て
こ
の
嘘
を
法
的
に
問
題
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
カ
ン
ト
自
身
に
よ
る
次
の
注
に
よ
っ
て
明
ら
か
で

あ
る
。 

 

私
は
こ
こ
で
は
そ
の
原
則
を
、「
不
真
実
は
自
己
自
身
に
対
す
る
義
務
に
違
反
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
言
う
ほ

ど
ま
で
先
鋭
化
し
た
い
と
は
思
わ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
は
倫
理
学
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
私
が

こ
の
論
考
で
問
題
に
し
て
い
る
の
は
ひ
と
つ
の
法
義
務
に
つ
い
て
だ
か
ら
で
あ
る
（L

üge. VIII 426

）
。 

  

第
一
・
二
章
で
見
た
よ
う
に
、
嘘
は
、
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
も
っ
と
も
厳
密
な
意
味
で
は
、
自
分
自
身
に
対
す

る
義
務
の
違
反
で
あ
る
。
こ
の
義
務
が
条
件
と
し
て
満
た
さ
れ
て
い
る
場
合
に
し
か
、
他
人
に
対
す
る
義
務
と
し

て
の
真
実
の
義
務
は
遵
守
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、『
嘘
』
論
文
で
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
密
な
意
味
で

の
、
倫
理
学
に
属
す
る
も
の
と
し
て
の
真
実
の
義
務
を
扱
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
法
義
務
と
し
て
の
真
実
の
義

務
を
扱
っ
て
い
る
と
カ
ン
ト
は
言
う
。
法
義
務
を
扱
う
と
い
っ
て
も
、
カ
ン
ト
は
法
律
家
と
し
て
そ
う
す
る
の
で

は
な
い
。
彼
は
、
自
身
の
立
場
と
法
律
家
の
そ
れ
と
を
峻
別
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

嘘
は
、
他
の
人
に
対
す
る
故
意
の
非
真
理
の
言
明
〔vorsetzlich unw

ahre D
eclaration

〕
と
た
ん
に
定

義
さ
れ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
他
の
人
を
害
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
付
記
を
加
え

る
必
要
は
な
い
―
―
法
律
家
は
「
嘘
と
は
、
他
人
の
害
に
な
る
偽
言
で
あ
る
〔m

endacium
 est 

falsiloquium
 in praejudicium

 alterius.

〕
」
と
い
う
定
義
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
。
と
い
う
の
も
、

嘘
は
常
に
他
の
人
を
害
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
だ
れ
か
特
定
の
他
人
に
害
を
与
え
は
し
な

い
場
合
で
も
、
法
の
源
泉
を
使
用
不
可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
性
一
般
に
害
を
与
え
る
の
で
あ
る

（L
üge. V

III 426

）
。 

  

こ
こ
で
カ
ン
ト
は
、
法
律
家
の
嘘
の
定
義
は
、
自
分
（
倫
理
学
者
）
の
嘘
の
定
義
よ
り
も
狭
い
と
言
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
法
律
家
の
扱
う
嘘
が
、
特
定
の
他
人
の
権
利
侵
害
を
伴
う
も
の
の
み
を
指
す
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た

法
律
家
の
意
味
で
は
な
く
て
も
、
嘘
は
他
人
一
般
の
権
利
を
侵
害
す
る
の
だ
と
カ
ン
ト
は
考
え
て
い
る
。
人
間
性

も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、「
法
の
源
泉
を
使
用
不
可
能
に
す
る
」
と
表
現
と
「
人
間
性
一
般
へ

の
害
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
言
い
換
え
ら
れ
る
。 
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し
た
が
っ
て
、
カ
ン
ト
が
こ
こ
で
問
題
に
し
た
が
っ
て
い
る
法
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
殊
的
法
を
可
能
に
す
る
、

「
法
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
特
定
の
人
格
に
お
け
る
特
殊
的
人
間
性
を
可
能
に
す
る
「
人
間

性
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
」
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
を
裏
付
け
る
カ
ン
ト
の
叙
述
は
す
で

に
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

〔
嘘
を
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
〕
私
は
、
自
分
に
責
任
の
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
言
表
（
言
明
）
一
般
の
信

用
を
な
く
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
契
約
に
基
づ
く
す
べ
て
の
権
利
を
無
に
し
、
そ
の
力
を
失
わ
せ
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
間
性
一
般
に
対
し
て
加
え
ら
れ
る
不
正
な
の
で
あ
る
（L

üge. V
III 426

）
。 

  

特
定
の
言
明
に
お
い
て
嘘
を
つ
く
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
で
、
言
明
一
般
に
対
す
る
信
用
、
す
な
わ
ち
言
明
の
内

容
と
言
明
主
体
の
心
術
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
へ
の
信
用
を
失
く
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
間
の
間
で
行
わ

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
（
法
的
行
為
を
含
む
）
の
効
力
を
無
に
す
る
の
だ
と
カ
ン
ト
は
言
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
人

間
性
一
般
に
対
す
る
不
正
で
あ
る
と
カ
ン
ト
は
言
う
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
性
の
概
念
は
権
利
の
概
念
を
含
む
も
の

で
あ
る
か
ら
（M

S. V
I 236-41

）
。
ゆ
え
に
、
法
義
務
と
人
間
性
と
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。 

さ
て
も
う
一
度
「
法
義
務
一
般
、
、
」
と
い
う
論
点
に
戻
ろ
う
。
法
義
務
に
つ
い
て
思
い
返
し
て
み
れ
ば
、『
人
倫
の

形
而
上
学
』
で
カ
ン
ト
は
、
他
人
に
対
す
る
完
全
義
務
、
す
な
わ
ち
他
人
の
権
利
を
侵
害
し
な
い
行
為
の
み
が
法

義
務
と
し
て
扱
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、『
嘘
』
論
文
で
の
カ
ン
ト
の
法
義
務
概
念
は
『
人
倫
の
形

而
上
学
』
の
そ
れ
よ
り
も
広
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、
谷
田
は
、『
嘘
』
論
文
で
は
そ
れ
ま
で
の
カ
ン
ト
の
法

義
務
概
念
が
拡
張
さ
れ
て
お
り
、
人
間
性
一
般
に
対
し
て
加
え
ら
れ
る
不
正
ま
で
も
含
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と

指
摘
し
て
い
る49

。 

し
か
し
、
確
か
に
カ
ン
ト
は
ほ
か
の
倫
理
学
の
代
表
的
著
作
で
は
こ
の
考
え
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
実
は
『
コ

リ
ン
ズ
』
の
「
他
人
に
対
す
る
義
務
」
の
、
法
的
な
義
務
の
箇
所
に
お
い
て
す
で
に
こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
書
い
て

い
る
の
で
あ
る
。 

 

私
が
、
私
に
い
つ
も
嘘
を
つ
い
て
い
る
人
に
対
し
て
嘘
を
つ
き
返
し
た
と
し
て
も
、
不
正
を
行
っ
た
こ
と
に

は
な
ら
な
い
が
、
私
の
行
為
は
人
間
性
の
法
〔R

echt 

権
利
〕
に
反
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
私
は
人
間
の
社

会
を
存
立
可
能
に
す
る
条
件
と
手
段
に
反
し
て
行
為
し
た
か
ら
で
あ
る
。
…
…
要
す
る
に
、
何
か
〔
あ
る
発

言
〕
が
人
間
の
特
定
の
法
〔
権
利
〕
に
反
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
そ
れ
が
人
間
性
の
法
〔
権
利
〕

に
反
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
そ
れ
は
す
で
に
ひ
と
つ
の
嘘
な
の
で
あ
る
（Collins. XXV

II 447

）
。 

  

し
た
が
っ
て
カ
ン
ト
は
早
く
か
ら
、
嘘
に
、
法
一
般
・
人
間
性
一
般
に
対
す
る
不
正
を
認
め
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
、
法
概
念
が
『
嘘
』
論
文
に
お
い
て
は
じ
め
て
拡
張
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
カ
ン
ト
が
嘘
は
法
一
般
に
対
す
る
不
正
で
あ
る
と
言
う
と
き
、
一
回
の
嘘
が
即
座
に
す
べ
て
の
言
語
の

信
用
や
す
べ
て
の
契
約
の
効
力
を
失
わ
せ
る
の
だ
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
嘘
が
蔓
延
す
る
と
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岩
波
書
店
版
カ
ン
ト
全
集
一
三
、
『
嘘
』
論
文
の
訳
者
解
説
（
四
九
一
頁
）。 
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い
ず
れ
そ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
う
る
と
い
う
長
期
的
な
視
点
か
ら
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
章
で

見
た
『
基
礎
づ
け
』
嘘
の
格
率
の
普
遍
化
テ
ス
ト
の
視
点
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、『
嘘
』
論
文
で
の
主

張
は
、『
基
礎
づ
け
』
で
の
理
論
に
基
づ
い
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
、
カ
ン
ト
が
こ
こ
で
嘘
を
、
法
を
含
む
人
間
の

社
会
的
関
係
に
対
す
る
危
険
と
捉
え
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
人
間
性
に
対
す
る
危
険
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
立

場
も
、
す
で
に
確
認
し
た
カ
ン
ト
の
特
徴
で
あ
る50

。
や
は
り
カ
ン
ト
に
お
い
て
は
社
会
性
と
人
間
性
と
は
、
言

語
と
い
う
共
通
項
を
通
し
て
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
言
え
る
こ
と
は
、
法
の
概
念
に
し
ろ
、
普
遍
化
テ
ス
ト
の
考
え
方
に
し
ろ
、
社
会
性
・
人
間
性
の
重
視

に
し
ろ
、
カ
ン
ト
の
視
点
は
ど
こ
を
と
っ
て
も
形
而
上
学
的
な
次
元
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う51

。
コ
ン
ス

タ
ン
は
、
誠
実
の
義
務
を
厳
密
に
遵
守
す
れ
ば
社
会
が
不
可
能
に
な
る
と
主
張
す
る
。
確
か
に
、
殺
人
者
の
例
を

考
え
れ
ば
コ
ン
ス
タ
ン
の
言
い
分
は
よ
く
分
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
カ
ン
ト
の
関
心
は
、
そ
う
し
た
現
実
社
会
の

特
殊
的
状
況
に
は
な
い
。
カ
ン
ト
か
ら
す
れ
ば
、
誠
実
の
義
務
が
厳
密
に
遵
守
さ
れ
な
い
こ
と
こ
そ
が
社
会
を
、

と
い
う
よ
り
社
会
と
い
う
概
念
を
不
可
能
に
す
る
。
こ
の
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
論
争

に
お
い
て
、
カ
ン
ト
と
コ
ン
ス
タ
ン
と
は
、
そ
も
そ
も
法
や
社
会
に
対
す
る
立
場
が
異
な
っ
て
い
る
。 

そ
し
て
以
下
の
こ
と
も
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
人
間
性
を
毀
損
す
る
と
い
う
嘘
の
悪
さ
は
、『
嘘
』
論

文
以
前
か
ら
の
カ
ン
ト
の
中
心
的
主
張
で
あ
る
こ
と
を
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
見
て
き
た
。
し
か
し
今
、『
嘘
』
論
文
を

見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
性
の
概
念
が
複
雑
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
い
っ
た
ん
整
理
し
て
お
こ

う
。 嘘

は
人
間
性
を
毀
損
す
る
と
カ
ン
ト
が
言
う
と
き
、
人
間
性
を
複
数
の
意
味
で
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

人
間
性
と
は
、
ま
ず
第
一
に
、
叡
智
界
と
感
性
界
の
両
方
に
属
す
る
存
在
と
し
て
の
理
性
的
存
在
者
が
、
叡
智
界

の
道
徳
法
則
に
従
う
あ
り
方
を
言
う
。
そ
し
て
嘘
に
関
し
て
問
題
に
な
る
人
間
性
と
は
、
思
考
の
伝
達
と
い
う
言

語
の
目
的
に
し
た
が
っ
た
使
用
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
特
定
の
人
格
に
お
け
る
人
間
性
と
、
人
間
性
一

般
を
指
し
て
言
う
場
合
と
が
あ
る
。
あ
る
人
が
嘘
を
つ
く
と
、
そ
の
人
は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
言
語
能
力
の
目

的
に
反
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
人
格
の
う
ち
に
あ
る
人
間
性
を
毀
損
す
る
。
し
か
し
、
言
語
は
あ
ら

ゆ
る
人
間
に
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
彼
は
同
時
に
あ
ら
ゆ
る
人
格
の
内
の
人
間
性
を
も
毀
損
す
る
。
し

た
が
っ
て
人
間
性
と
は
、
自
分
自
身
に
対
す
る
も
の
だ
け
を
指
す
と
き
と
、
自
分
自
身
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
人
格

の
内
の
人
間
性
を
指
す
と
き
と
が
あ
る
。 

嘘
は
こ
の
両
方
を
毀
損
す
る
。
逆
に
、
真
実
を
言
う
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
人
間
性
を
尊
重
す
る
こ
と
で
あ
る
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す
で
に
第
一
章
で
引
用
し
た
箇
所
だ
が
、
カ
ン
ト
は
『
コ
リ
ン
ズ
』
で
も
嘘
は
言
語
の
信
用
を
失
く
さ
せ
、
社
会
を

不
可
能
に
す
る
と
述
べ
て
い
る
（Collins. XXV

II 444

）
。 

51 

デ
リ
ダ
はH

istory of the Lie: Prolegom
ena, in W

ithout Alibi, trans. Peggy K
am

uf, Stanford 
U

niversity Press, 2000, p.44. 

に
お
い
て
、『
嘘
』
論
文
で
の
カ
ン
ト
の
立
場
を
「
メ
タ
法
的
（m

eta-juridical

）
」

と
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
ゲ
ア
ハ
ル
ト
・
シ
ェ
ー
ン
リ
ッ
ヒ
も
、『
カ
ン
ト
と
討
議
倫
理
学
の
問
題
―
―
討
議
倫
理
学

の
限
界
と
究
極
的
基
礎
づ
け
の
価
値
／
代
償
に
つ
い
て
―
―
』（
加
藤
泰
史
訳
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
に
お
い
て
、

カ
ン
ト
が
こ
こ
で
問
題
に
す
る
法
と
は
「
特
定
の
法
の
こ
と
を
言
い
表
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
法
的
空
間
そ
の
も
の

を
根
源
的
に
規
定
す
る
も
の
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
特
定
の
法
の
必
要
条
件
を
定
式
化
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と

言
っ
て
い
る
（
一
〇
頁
）
。
こ
の
論
文
で
の
カ
ン
ト
の
法
に
対
す
る
立
場
が
よ
り
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
次
元
で
あ
る
こ
と
は
、

解
釈
者
た
ち
に
共
通
す
る
見
解
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
社
会
に
対
し
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。 
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と
同
時
に
あ
ら
ゆ
る
人
格
の
人
間
性
を
尊
重
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
、
カ
ン
ト
に
お
い
て
自
分
自
身
の
人

間
性
を
尊
重
す
る
こ
と
は
自
分
自
身
に
対
す
る
義
務
で
あ
る
と
い
う
定
義
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
他
の
人
格
の
人
間

性
を
尊
重
す
る
こ
と
は
他
人
に
対
す
る
義
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
結
局
、
こ
れ
ら
二
つ
の
義
務

の
内
容
は
、
真
実
の
言
明
を
す
る
と
い
う
同
一
の
行
為
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
嘘
に
関
し
て
、
自
分

自
身
に
対
す
る
義
務
は
、
同
時
に
他
人
に
対
す
る
義
務
を
含
む
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
私
が
第
二
章
第
一
節
で

立
て
た
推
測
は
論
証
さ
れ
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る52

。
実
際
、
カ
ン
ト
は
『
嘘
』
論
文
に
お
い
て
真
実
の
義
務
を

法
義
務
一
般
だ
と
言
っ
て
い
る
。
法
義
務
と
は
他
人
に
対
す
る
義
務
で
あ
る
の
で
、
真
実
を
言
う
こ
と
は
や
は
り
、

そ
れ
自
体
に
お
い
て
、
自
分
自
身
に
対
し
て
と
他
人
に
対
し
て
と
の
両
方
に
向
け
ら
れ
た
義
務
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。 

 

行
為
と
偶
然
的
帰
結
の
分
離 

 

さ
て
、『
嘘
』
論
文
で
カ
ン
ト
が
強
調
し
て
い
る
論
点
と
し
て
、
行
為
と
行
為
の
帰
結
を
分
け
て
考
え
る
と
い
う

こ
と
に
も
注
意
深
い
分
析
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
も
、『
基
礎
づ
け
』
に
代
表
さ
れ
る
、
カ
ン
ト
の
実
践
哲
学
を
特

徴
づ
け
る
、
道
徳
的
行
為
の
判
断
に
関
す
る
反
帰
結
主
義
に
基
づ
い
て
い
る
。 

今
の
人
殺
し
の
例
で
い
え
ば
、
私
が
真
実
の
義
務
に
し
た
が
っ
て
、
殺
人
者
に
、
友
人
が
家
に
い
る
と
答
え
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
友
人
が
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
私
の
真
実
を
言
う
行
為
が
原
因
と
な
っ
て
友

人
の
死
と
い
う
帰
結
を
引
き
起
こ
し
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
カ
ン
ト
は
言
う
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
友
人
の
死
は

「
偶
然
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
」
た
の
で
あ
る
（Lüge. V

III 428

）
。 

 

と
い
う
の
も
、
真
実
を
言
う
こ
と
で
必
ず
友
人
が
殺
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
助
か
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
か
ら
だ
、
と
カ
ン
ト
は
言
う
。
た
と
え
ば
、
友
人
が
家
の
中
に
い
る
と
聞
い
た
殺
人
者
が
家
に
押
し
入
っ
て

き
て
も
、
友
人
は
気
づ
か
れ
ず
に
外
へ
逃
げ
出
し
て
殺
さ
れ
ず
に
済
む
こ
と
が
あ
り
う
る
し
、
あ
る
い
は
、
殺
人

者
が
友
人
を
探
し
て
い
る
間
に
駆
け
つ
け
た
隣
人
に
よ
っ
て
取
り
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

（Lüge. V
III 427

）
。
逆
に
、
嘘
を
言
う
こ
と
で
必
ず
友
人
が
助
か
る
と
も
限
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
私
が
殺

人
者
に
友
人
は
い
な
い
と
答
え
た
あ
と
で
殺
人
者
が
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
私
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
外

へ
出
て
い
た
友
人
と
鉢
合
わ
せ
に
な
っ
て
犯
行
が
行
わ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。
要
す
る
に
、
真
実

を
言
う
に
し
ろ
嘘
を
つ
く
に
し
ろ
、
そ
の
結
果
、
友
人
に
ど
の
よ
う
な
損
益
が
及
ぶ
か
と
い
う
こ
と
は
予
測
で
き

な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
た
だ
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
問
題
だ
と
カ
ン
ト
は
考
え
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
コ
ン
ス
タ
ン
は
こ
の
点
を
十
分
に
考
慮
し
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
コ
ン
ス
タ
ン
は
、

私
が
真
実
を
言
っ
て
友
人
に
害
が
及
ん
だ
場
合
に
は
、
私
は
そ
の
害
に
対
し
て
法
的
に
責
任
が
あ
る
と
い
う
誤
解

に
陥
る
の
だ
と
カ
ン
ト
は
言
う
。 

  
 

「
そ
の
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
」
は
、
そ
の
告
白
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
あ
る
人
が
真
実
を
言
う
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嘘
に
関
す
る
義
務
と
い
う
限
定
を
外
し
た
場
合
に
、
自
分
自
身
に
対
す
る
義
務
一
般
が
他
人
に
対
す
る
義
務
一
般
を

含
む
と
ま
で
主
張
し
う
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
精
密
で
大
規
模
な
考
察
が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
自
分
自
身
の
人
間
性
を
尊
重
す
る
こ
と
が
同
時
に
他
の
あ
ら
ゆ
る
人
間
性
を
尊
重
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
構
造

は
ど
の
義
務
に
も
共
通
だ
と
い
え
る
の
で
、
こ
の
よ
り
一
般
的
な
主
張
が
立
つ
目
処
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
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こ
と
に
よ
っ
て
他
の
人
を
害
す
る

、
、
、
（nocet

）
行
為
を
、
あ
る
人
が
他
の
人
に
不
正
、
、
を
犯
す
（laedit

）
行
為

と
混
同
し
た
の
で
あ
る
。
言
表
の
真
実
が
家
に
潜
ん
で
い
る
人
に
害
を
与
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
た
ん
に

偶
然
、
、
（casus

）
で
あ
り
、
（
法
律
的
な
意
味
に
お
け
る
）
自
由
な
行
為
で
は
な
い
。
…
…
し
た
が
っ
て
、
ほ

ん
と
う
は
彼
自
身
が
真
実
の
言
明
に
よ
っ
て
被
害
者
に
害
を
与
え
る

、
、
、
わ
け
で
は
な
く
、
偶
然
が
害
を
引
き
起

、
、
、

こ
す
、
、
の
で
あ
る
（Lüge. V

III 428

）
。 

  

私
が
殺
人
者
に
真
実
を
言
っ
た
場
合
に
友
人
が
害
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
私
の
意
志
に
よ
っ
て
必
然
的
に

行
わ
れ
た
自
由
な
行
為
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
そ
れ
は
た
ん
に
偶
然
的
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
出
来
事
で
あ

る
。
ゆ
え
に
私
に
は
法
律
的
に
帰
責
事
由
が
な
い
。
こ
れ
が
カ
ン
ト
の
言
い
分
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
私
が
今
の
状
況
で
嘘
を
つ
い
た
場
合
、
か
つ
偶
然
に
友
人
が
死
ん
で
し
ま
っ
た

場
合
に
も
、
私
は
彼
の
死
に
対
す
る
帰
責
を
受
け
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
カ
ン
ト
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。 

  
 

こ
の
善
意
の
嘘
は
、
偶
然
、
、
（casus

）
に
よ
っ
て
、
市
民
社
会
の
法
に
従
っ
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
場
合

も
あ
り
う
る

、
、
、
、
。
つ
ま
り
、
た
ん
に
偶
然
に
よ
っ
て
犯
罪
性
を
免
れ
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
は
、
外
的
法
律
に
よ

っ
て
不
正
と
有
罪
判
決
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
（Lüge. V

III 427

）
。 

  

私
が
殺
人
者
に
嘘
を
つ
い
て
友
人
が
助
か
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
運
よ
く
た
ま
た
ま
そ
う
な
っ
た
だ
け
で
あ
る
に

す
ぎ
ず
、
私
に
帰
責
が
及
ば
な
い
の
は
偶
然
の
お
か
げ
で
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
も
し
運
悪
く
友
人
が
死

ん
で
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
私
に
帰
責
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
予
測
で
き
な
い
偶
然
の
結
果
に
対
し

て
人
が
法
律
的
に
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
の
カ
ン
ト
の
主
張
は
、
一
見
理
不
尽
に
見
え
る
。
し
か

し
、
こ
こ
で
カ
ン
ト
が
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
現
実
に
人
が
法
律
で
そ
の
よ
う
に
裁
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
カ
ン
ト
は
そ
の
よ
う
な
場
合
が
「
あ
り
う
る
」
と
言
っ
て
い
る
だ
け
な
の
だ
か
ら
。
そ

う
で
は
な
く
て
、
嘘
を
つ
く
人
は
法
律
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
に
裁
か
れ
て
も
し
か
た
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い

た
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
真
実
の
義
務
に
違
反
し
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
法
一
般
に
対
す
る
不
正
を
犯

し
て
い
る
の
で
、
殺
人
の
帰
責
に
対
抗
す
る
法
的
権
利
を
失
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

ゆ
え
に
、
真
実
の
義
務
に
し
た
が
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
偶
然
的
結
果
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
法

的
に
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
法
一
般
に
し
た
が
っ
て
お
り
、
殺
人
の
帰
責
に
対
し

て
対
抗
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
カ
ン
ト
が
「
し
か
し
、
き
み
が
厳
格
に
真
実
を
か
た
く
ま
も
っ
た

と
す
れ
ば
、
た
と
え
そ
の
予
測
で
き
な
い
結
果
が
ど
ん
な
も
の
に
な
ろ
う
と
も
、
司
直
は
き
み
に
何
の
手
出
し
を

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
だ
」
（Lüge. V

III 427

）
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

義
務
と
権
利 

 

行
為
と
そ
の
偶
然
的
帰
結
に
関
す
る
カ
ン
ト
の
議
論
を
追
っ
て
き
た
が
、
嘘
の
不
正
を
認
め
る
た
め
に
嘘
に
よ

る
偶
然
的
帰
結
に
依
存
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
と
、
嘘
に
よ
る
偶
然
的
帰
結
の
責
任
を
行
為
者
に
帰
し

う
る
、
と
い
う
こ
と
と
は
混
同
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
二
つ
は
別
個
の
、
し
か
し
な
が
ら
分
か
ち
が
た
く

結
び
つ
い
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
義
務
と
権
利
の
問
題
で
あ
る
。 
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嘘
が
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
帰
結
と
無
関
係
に
罪
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
カ
ン
ト
の
中
で
一
貫
し
た
定
義
で
あ

る
。
ゆ
え
に
嘘
は
そ
れ
自
体
で
義
務
に
、
も
っ
と
い
え
ば
義
務
一
般
に
反
し
て
い
る
。
義
務
の
遵
守
な
き
と
こ
ろ

に
権
利
は
生
じ
な
い
。
カ
ン
ト
は
、
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
「
法
論
の
形
而
上
学
的
基
礎
論
」
で
、
「
私
た
ち
は

私
た
ち
自
身
の
自
由
を
た
だ
道
徳
的
命
法
に
よ
っ
て
の
み
知
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
命
題
か
ら
し
て
、
他
人
た
ち

を
義
務
づ
け
る
能
力
、
す
な
わ
ち
権
利
の
概
念
が
、
あ
と
か
ら
展
開
せ
ら
れ
う
る
」
（M

S. V
I 239

）
と
述
べ
て

い
る
。
ゆ
え
に
、
嘘
を
つ
く
こ
と
で
義
務
一
般
に
反
し
て
い
る
も
の
は
、
自
ら
の
権
利
一
般
の
概
念
に
傷
を
つ
け

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
起
訴
さ
れ
る
可
能
性
を
作
る
の
で
あ
る
。 

と
い
う
わ
け
で
、
カ
ン
ト
は
コ
ン
ス
タ
ン
の
「
真
理
を
言
う
こ
と
は
義
務
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
真
理
を
要
求

す
る
権
利
を
持
つ
人
に
対
し
て
だ
け
そ
う
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
命
題
を
自
分
の
原
則
と
し
て
受
け
入
れ

な
い
、
と
断
言
す
る
（Lüge. V

III 428
）
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
は
、
最
初
に
私
た
ち
が
分
析
し
た
よ
う
に
、

そ
の
命
題
自
体
が
嘘
に
お
い
て
問
題
に
な
る
真
実
に
関
し
て
誤
っ
た
認
識
を
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
そ

し
て
第
二
に
は
、「
真
実
の
義
務
は
、
こ
の
義
務
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
相
手
と
果
た
さ
な
く
て
も
よ
い
相
手
と

を
区
別
し
た
り
は
し
な
い
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
そ
れ
は
ど
ん
な
状
況
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
無
条
件
的
な
義
務

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
（Lüge. V

III 429

）
。 

カ
ン
ト
は
、
こ
う
答
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
論
文
の
最
初
の
方
で
自
ら
が
提
示
し
た
二
つ
の
問
い
に
一
度
に
答

え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
第
一
の
問
い
は
、
人
は
不
真
実
的
で
あ
る
権
利
を
持
つ
の
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
の
問
い
は
、
嘘
を
つ
く
こ
と
が
義
務
で
あ
る
場
合
が
存
在
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
カ
ン
ト
の
「
言
明
に
お
け
る
真
実
は
無
条
件
的
な
義
務
で
あ
る
」
と
い
う
答
え
は
、
こ
の
二
つ
の
問

い
に
同
時
に
否
定
の
回
答
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。
義
務
の
概
念
と
権
利
の
概
念
が
結
合
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
基
づ
け
ば
、
言
明
に
お
け
る
真
実
が
無
条
件
的
な
義
務
で
あ
る
と
い
う
命
題
に
は
、
人
は
い
か
な
る
場
合
に
も

不
真
実
的
で
あ
る
権
利
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
が
論
理
的
に
含
ま
れ
て
い
る
（
第
一
の
問
い
に
対
す
る
答
え
）
。

そ
し
て
、
嘘
を
つ
く
こ
と
が
義
務
で
あ
る
た
め
に
は
、
嘘
を
つ
く
た
め
の
権
利
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
よ
う
な
権
利
を
人
が
も
つ
場
合
は
な
い
の
で
、
嘘
を
つ
く
こ
と
が
義
務
で
あ
る
場
合
は
存
在
し
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
（
第
二
の
問
い
に
対
す
る
答
え
）
。 

 

法
則
と
例
外 

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
嘘
』
論
文
で
カ
ン
ト
は
、
ど
の
著
作
に
お
け
る
よ
り
も
厳
し
い
仕
方
で
真
実
の
義
務
の
絶

対
性
を
主
張
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ゆ
え
に
、
ど
ん
な
に
急
迫
不
正
の
状
況
に
お
い
て
も
嘘
は
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
結
論
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
カ
ン
ト
は
こ
の
こ
と
を
、
法
則
と
そ
の
例
外
と
い
う
概

念
に
置
き
換
え
て
主
張
し
直
す
。
こ
れ
が
『
嘘
』
論
文
中
で
展
開
さ
れ
る
カ
ン
ト
の
最
後
の
論
点
で
あ
る
。
カ
ン

ト
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

 

真
実
は
、
契
約
に
基
づ
く
す
べ
て
の
諸
義
務
の
基
礎
と
見
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
義
務
で
あ
り
、
そ
し
て
そ

の
法
則
は
、
そ
れ
に
た
と
え
ほ
ん
の
少
し
の
例
外
で
も
認
め
る
と
ぐ
ら
つ
い
て
役
に
立
た
な
く
さ
れ
て
し
ま

う
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
す
べ
て
の
言
明
に
お
い
て
真
実
、
、
〔w

ahrhaft

〕
で
あ
る
こ
と
（ehrlich 

正
直
）
」
は
神

聖
な
、
無
条
件
的
に
命
令
す
る
、
い
か
な
る
便
益
に
よ
っ
て
も
制
限
さ
れ
な
い
理
性
命
令
な
の
で
あ
る
（Lüge. 
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V
III 427

）
。 

  

真
実
を
言
う
義
務
は
、
ど
ん
な
に
や
む
を
え
な
い
状
況
で
あ
っ
て
も
、
友
人
の
命
を
助
け
る
と
い
う
重
大
な
目

的
や
結
果
の
た
め
で
あ
っ
て
も
、
守
ら
れ
な
い
こ
と
が
許
さ
れ
る
義
務
で
は
な
い
。
も
し
状
況
に
よ
っ
て
真
実
が

守
ら
れ
な
い
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
義
務
は
、
自
分
以
外
の
ほ
か
の
条
件
に
従
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

真
実
の
義
務
は
そ
の
よ
う
な
義
務
で
は
な
く
て
、
ど
の
よ
う
な
便
益
に
も
左
右
さ
れ
な
い
、
し
た
が
っ
て
「
無
条

件
的
な
理
性
に
よ
る
命
令
」
な
の
で
あ
っ
て
、
ゆ
え
に
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
「
法
則
」
な
の

で
あ
る
。
法
則
の
妥
当
性
が
維
持
さ
れ
る
に
は
、「
人
は
窮
余
の
場
合
に
は
嘘
を
つ
い
て
も
よ
い
」
と
い
う
例
外
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
カ
ン
ト
は
こ
う
力
説
す
る
の
で
あ
る
。 

 

カ
ン
ト
は
こ
う
し
た
法
則
と
例
外
と
の
関
係
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
コ
ン
ス
タ
ン
の
掲
げ
る
「
中
間
的

原
則
」
へ
言
及
す
る
。
中
間
的
原
則
と
は
、
こ
の
節
の
は
じ
め
で
見
た
よ
う
に
、
抽
象
的
な
第
一
の
原
則
が
現
実

の
事
例
に
適
用
さ
れ
る
た
め
に
、
第
一
の
原
則
の
正
当
性
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
し
に
、
適
用
の
た
め
の
手
段
を
規

定
す
る
原
則
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
真
実
の
原
則
に
対
し
て
は
、「
真
理
を
言
う
権
利
を

も
つ
人
に
対
し
て
の
み
真
理
を
言
う
義
務
」
と
い
う
原
則
が
中
間
的
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
の

だ
が
、
カ
ン
ト
か
ら
す
れ
ば
、
実
際
コ
ン
ス
タ
ン
は
こ
の
原
則
を
正
し
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
言

う
の
で
あ
る
。 

  
 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
善
良
な
人
物
〔
コ
ン
ス
タ
ン
氏
〕
は
、
真
実
の
無
条
件
的
な
原
則
を
、
そ
れ
が
社
会

に
対
し
て
も
た
ら
す
危
険
の
ゆ
え
に
、
自
ら
捨
て
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
こ

の
危
険
を
防
止
す
る
の
に
役
立
つ
中
間
的
原
則
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
実
際
ま
た
こ
の
場

合
に
は
い
か
な
る
中
間
的
原
則
も
挿
入
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
（Lüge. V

III 428
）
。 

 

カ
ン
ト
の
、
嘘
を
つ
く
行
為
と
友
人
が
助
か
る
か
ど
う
か
の
帰
結
を
分
離
す
る
考
え
に
よ
れ
ば
、
真
実
の
義
務

に
中
間
的
原
則
を
差
し
挟
ん
で
当
の
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
す
る
コ
ン
ス
タ
ン
の
や
り
方
は
無
力
で
あ
る
。
と
い

う
の
は
、
友
人
が
助
か
る
か
ど
う
か
は
偶
然
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
私
の
行
為
は
そ
れ
に
対
し
て

必
然
的
な
原
因
に
な
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
が
し
て
い
る
こ
と
は
、
真
実
の
原
則
を
適
用
す
る
た

め
の
手
段
を
規
定
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
中
間
的
原
則
を
挿
入
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
原
則
に
そ
れ
を

挿
入
し
て
、
結
果
と
し
て
第
一
の
原
則
を
廃
棄
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
カ
ン
ト
は
言
う
。 

 

さ
ら
に
カ
ン
ト
は
コ
ン
ス
タ
ン
の
表
現
を
引
き
、
コ
ン
ス
タ
ン
の
間
違
い
を
訂
正
す
る
徹
底
さ
を
見
せ
る
。 

  
 

「
真
だ
と
認
め
ら
れ
た
（
「
ア
プ
リ
オ
リ
に
認
め
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
必
当
然
的
な
」
と
私
は
付
け
加
え
る
）

原
則
は
、
た
と
え
一
見
し
た
と
こ
ろ
ど
ん
な
に
そ
れ
に
伴
っ
て
危
険
が
生
じ
る
よ
う
に
見
え
よ
う
と
も
、
決

し
て
捨
て
去
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
著
者
は
言
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、（
偶
然
的
に
）
害
す
、
、

る、
危
険
で
は
な
く
、
一
般
に
不
正
を
犯
す

、
、
、
、
、
危
険
の
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
（Lüge. V

III 429

）
。 

  

こ
こ
で
も
カ
ン
ト
は
、
真
実
の
義
務
に
関
し
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
は
偶
然
に
よ
っ
て
他
人
に
害
を
与
え
る
こ
と
を
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問
題
に
し
て
い
る
か
ら
間
違
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
嘘
に
お
い
て
は
だ
れ
に
対
す
る
損
益
も
考
慮
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
。
真
実
の
義
務
に
関
し
て
問
題
に
さ
れ
る
べ
き
危
険
と
は
、
こ
の
義
務
一
般
に
対
し
て
、
し
た
が
っ
て
「
言

表
一
般
、
、
と
い
う
観
点
に
お
け
る
法
の
源
泉
」
に
対
し
て
加
え
ら
れ
る
不
正
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
嘘
に
よ
っ
て

生
ず
る
誰
か
特
定
の
人
に
対
す
る
不
当
な
結
果
よ
り
も
は
る
か
に
悪
で
あ
る
と
カ
ン
ト
は
言
う
（Lüge. VIII 

429

）
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
よ
う
な
不
当
な
結
果
は
、
必
ず
し
も
行
為
者
の
理
性
が
命
じ
た
原
則
を
前
提
し
て
い
る
と

は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
嘘
は
形
式
的
な
不
正
で
あ
り
、
行
為
そ
れ
自
体
が
法
の
源
泉
を
使

用
不
可
能
に
し
、
し
た
が
っ
て
人
間
の
権
利
全
体
を
使
用
不
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
（Lüge. V

III 429

）
。 

 

カ
ン
ト
は
ま
た
、
法
（
立
法
）
と
政
治
（
行
政
）
と
の
関
係
に
も
触
れ
な
が
ら
、
法
の
尊
重
を
強
調
す
る
。
法

を
執
行
す
る
た
め
に
た
し
か
に
中
間
的
原
則
は
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
法
と
い
う
目
的
を
執
行
す
る
た
め
の
手

段
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
常
に
政
治
が
法
に
合
わ
せ
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
す
な
わ

ち
、
手
段
に
目
的
が
従
属
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
カ
ン
ト
は
述
べ
る
の
で
あ
る
（Lüge. V

III 429

）
。 

そ
し
て
カ
ン
ト
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
『
嘘
』
論
文
を
結
ん
で
い
る
。 

 

す
べ
て
の
法
的
・
実
践
的
な
原
則
は
厳
格
な
真
理
を
含
む
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
の

い
わ
ゆ
る
中
間
的
な
諸
原
則
は
、
た
ん
に
法
的
・
実
践
的
な
原
則
を
実
際
の
諸
事
例
に
（
政
治
の
原
則
に
し

た
が
っ
て
）
適
用
す
る
た
め
の
よ
り
詳
細
な
規
定
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
決
し
て
法
的
・

実
践
的
な
原
則
の
例
外
を
含
む
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
普
遍
性
の
ゆ
え
に
の

み
原
則
と
い
う
名
を
用
い
る
わ
け
だ
が
、
例
外
は
そ
の
普
遍
性
を
無
に
帰
せ
し
め
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る

（Lüge. V
III 430

）
。 

  

カ
ン
ト
の
最
後
の
主
張
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
原
則
の
事
例
へ

の
適
用
の
た
め
の
手
段
を
規
定
す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
原
則
に
例
外
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
則
そ
れ
自

体
を
潰
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
原
則
が
原
則
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
は
、
そ
れ

が
普
遍
性
、
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
妥
当
す
る
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
る
と
い
う
点
に
の
み
あ
る
の
に
、
例

外
を
認
め
る
こ
と
は
こ
の
普
遍
性
を
失
く
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。 

こ
こ
で
カ
ン
ト
は
明
ら
か
に
、
窮
余
の
嘘
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
を
、
真
実
の
原
則
へ
の
例
外
と
し
て
捉
え
て

お
り
、
こ
の
例
外
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
と
断
言
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
カ
ン
ト
は
、
窮
余
の
嘘
を
一
部
認

め
て
い
た
講
義
時
代
の
自
分
自
身
と
決
別
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
二
章
で
見
た
よ
う
に
、
窮
余
の
嘘
を

容
認
し
て
い
た
と
き
で
さ
え
、
カ
ン
ト
は
こ
れ
が
道
徳
性
全
体
を
廃
棄
さ
せ
る
危
険
を
孕
む
こ
と
を
非
常
に
懸
念

し
て
い
た
。
し
か
し
『
嘘
』
論
文
で
は
、
こ
う
し
た
懸
念
を
反
論
の
根
拠
と
し
て
前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
。
私

に
は
こ
こ
に
、
カ
ン
ト
が
長
年
に
渡
る
嘘
と
の
対
峙
の
末
に
到
達
し
た
彼
自
身
の
立
場
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ

し
て
ま
た
こ
の
立
場
は
、
カ
ン
ト
倫
理
学
全
体
と
整
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
こ
と
を
確
か
め
る
た

め
に
、
最
終
章
で
は
、
伝
統
的
な
カ
ン
ト
解
釈
者
の
見
解
を
検
討
し
、
そ
れ
に
対
す
る
私
の
見
解
を
示
す
こ
と
と

す
る
。 
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第
四
章 

『
嘘
』
論
文
の
解
釈 

 

第
一
節 

『
嘘
』
論
文
の
解
釈
史 

 

『
嘘
』
論
文
に
関
し
て
は
、
膨
大
な
量
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
論
文
で
の
カ
ン
ト
の
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ
ル
な
主
張
が
、
い
か
に
読
者
に
強
い
印
象
を
与
え
る
か
と
い
う
こ
と
の
一
つ
の
表
れ
で
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
ら
の
研
究
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
お
お
ま
か
に
解
釈
を
見
て
い
っ
た
上
で
、『
嘘
』
論
文
研

究
に
お
い
て
最
も
影
響
力
の
あ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
ペ
イ
ト
ン
の
解
釈
に
集
中
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。 周

知
の
よ
う
に
、『
嘘
』
論
文
は
カ
ン
ト
研
究
の
分
野
の
内
外
を
問
わ
ず
非
常
に
評
判
が
悪
い
。
確
か
に
、
殺
人

者
に
追
わ
れ
た
友
人
を
助
け
る
た
め
で
あ
っ
て
も
嘘
を
言
う
こ
と
は
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
は
あ
ま
り
に

わ
れ
わ
れ
の
通
常
の
感
覚
と
は
離
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
否
定
の
余
地
が
な
い
。
こ
の
感
覚
に
基
づ
き
、『
嘘
』

論
文
で
の
カ
ン
ト
の
主
張
は
行
き
過
ぎ
た
厳
格
主
義
で
、
道
徳
的
実
践
に
適
合
し
え
な
い
形
式
主
義
で
あ
る
と
い

う
批
判
が
多
く
な
さ
れ
て
き
た
。 

ガ
イ
ス
マ
ン
ら
や
谷
田
に
よ
れ
ば
、
『
嘘
』
論
文
の
解
釈
史
は
だ
い
た
い
以
下
の
よ
う
で
あ
る53

。 

論
文
発
表
直
後
の
時
期
に
は
、
テ
ィ
ー
フ
ト
ル
ン
ク
か
ら
メ
リ
ン
、
ベ
ル
ク
ら
の
カ
ン
ト
学
派
の
多
く
は
、
カ

ン
ト
の
判
断
と
そ
の
根
拠
の
議
論
を
広
め
た
。
ベ
ル
ク
は
、
一
七
九
八
年
の
カ
ン
ト
倫
理
学
に
関
す
る
講
義
で
嘘

の
問
題
を
大
き
く
扱
っ
て
い
た54

。
ま
た
、
フ
ィ
ヒ
テ
も
同
年
の
『
人
倫
論
の
体
系
』
に
お
い
て
カ
ン
ト
の
主
張

を
支
持
し
て
い
る55

。
し
か
し
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
見
失
わ
れ
た
「
健
全
な
る
人
間
悟
性
」
の

復
権
を
目
指
し
、
カ
ン
ト
の
理
論
は
空
虚
な
形
式
主
義
だ
と
し
て
批
判
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る56

。 
 

そ
し
て
二
〇
世
紀
以
降
は
、『
嘘
』
論
文
に
対
し
て
持
た
れ
る
「
批
判
者
が
多
い
」
と
い
う
印
象
の
も
と
と
な
る

よ
う
な
、
こ
の
論
文
に
非
共
感
的
な
立
場
の
解
釈
が
続
く
。
一
九
二
〇
年
代
に
は
、
パ
ウ
ル
ゼ
ン
が
、
五
〇
年
代

に
は
ペ
イ
ト
ン
が
、
七
〇
年
代
に
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
、
ホ
ー
フ
マ
イ
ス
タ
ー
、
ウ
ッ
ド
、
ギ
リ
ス
ピ
ー
、
ヴ
ァ
ー

グ
ナ
ー
、
ボ
ク
が
、
八
〇
年
代
に
は
ヴ
イ
ユ
マ
ン
が
登
場
し
、『
嘘
』
論
文
で
の
カ
ン
ト
の
結
論
に
全
面
的
に
は
同

意
し
な
い
も
の
の
、
カ
ン
ト
の
擁
護
を
試
み
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
の
代
表
例
は
ペ
イ
ト
ン
で
、
彼
は
、『
嘘
』

論
文
を
、
カ
ン
ト
倫
理
学
を
代
表
す
る
見
解
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
を
拒
否
し
、『
嘘
』
論
文
と
他
の
カ
ン
ト
倫
理

学
と
を
分
離
し
よ
う
と
し
た
。
ペ
イ
ト
ン
の
影
響
は
大
き
く
、
彼
に
し
た
が
っ
て
、「
変
化
す
る
諸
状
況
に
関
わ
ら

ず
、
特
殊
的
道
徳
法
則
は
普
遍
性
を
も
つ
」
と
い
う
主
張
―
―
こ
の
た
め
に
カ
ン
ト
が
厳
格
主
義
と
呼
ば
れ
る
論

点
―
―
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
、
当
時
の
欧
米
系
カ
ン
ト
倫
理
学
研
究
の
伝
統
的
方
向
で
あ
っ
た
よ
う
だ
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岩
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版
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。 
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と
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。 
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57
。
ギ
リ
ス
ピ
ー
は
こ
の
伝
統
に
異
を
唱
え
て
は
い
る
が
、
し
か
し
全
体
的
に
は
『
嘘
』
論
文
で
の
カ
ン
ト
の
主

張
を
受
容
可
能
な
も
の
に
し
よ
う
と
修
正
を
試
み
よ
う
と
す
る
点
で
は
、
伝
統
的
枠
組
み
に
し
た
が
っ
て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、『
嘘
』
論
文
成
立
の
背
景
に
あ
る
当
時
の
政
治
哲
学
的
・
社
会
哲
学
的
事
情

を
重
く
見
、
こ
の
論
文
の
眼
目
は
義
務
の
具
体
的
適
用
の
問
題
で
は
な
く
、
政
治
哲
学
的
な
主
張
を
す
る
こ
と
に

あ
る
と
す
る
解
釈
が
登
場
す
る
。
た
と
え
ば
、
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
や
谷
田
が
こ
の
立
場
を
取
っ
て
い
る58

。
そ
れ
は
、

一
九
七
〇
年
代
の
カ
ン
ト
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
混
乱
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
的
・
政
治
的
状
況
に
直
面
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
暴
力
や
嘘
の
よ
う
な
完
全
義
務
が
遵
守
さ
れ
る
こ
と
が
社
会
的
規
模
で
必
要
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
に
基
づ
い
て
い
る59

。 
 

こ
の
解
釈
は
、
『
嘘
』
論
文
の
最
後
の
部
分
が
か
な
り
政
治
哲
学
的
議
論
に
割
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、

一
定
の
説
得
力
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
見
で
は
、『
嘘
』
論
文
の
中
心
的
話
題
を
カ
ン
ト

倫
理
学
本
体
以
外
の
場
所
へ
と
ず
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
あ
の
論
文
で
の
カ
ン
ト
の
主
張
を
緩
和
し
よ
う
と
し
て
い

る
点
で
、
カ
ン
ト
の
主
張
の
修
正
を
図
る
そ
れ
以
前
の
多
数
派
の
解
釈
と
同
じ
分
類
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

も
う
一
つ
、『
嘘
』
論
文
解
釈
の
現
代
に
お
け
る
別
の
方
向
を
紹
介
し
て
お
く
な
ら
、
討
議
倫
理
学
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
立
場
で
は
、
ハ
ー
バ
マ
ス
や
ア
ー
ペ
ル
ら
が
、
カ
ン
ト
倫
理
学
の
精
神
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
、
そ
れ
に
欠
け
て
い
る
行
為
の
帰
結
の
正
当
な
評
価
を
可
能
に
す
る
枠
組
み
を
探
す
こ
と
に
腐
心
し
て

い
る60

。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
あ
る
規
範
的
行
為
の
妥
当
性
と
そ
れ
に
よ
る
帰
結
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
討
議
す
る
参

加
者
全
員
が
合
意
す
る
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
彼
ら
は
、
意
志
を
討
議
と
い
う
協
働
に

お
い
て
形
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
確
か
に
カ
ン
ト
の
精
神
を
受
け
入
れ
や
す
い
も
の

に
す
る
こ
と
に
役
立
ち
そ
う
だ
が
、
カ
ン
ト
の
法
則
の
考
え
方
や
反
帰
結
主
義
と
は
相
容
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。 

 

し
た
が
っ
て
、
従
来
の
多
く
の
解
釈
は
、『
嘘
』
論
文
で
の
カ
ン
ト
の
主
張
を
、
カ
ン
ト
倫
理
学
の
精
神
と
整
合

す
る
よ
う
に
、
も
っ
と
い
え
ば
カ
ン
ト
倫
理
学
本
体
か
ら
必
然
的
に
引
き
出
さ
れ
る
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
カ
ン
ト
か
ら
逸
れ
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
対
し
て
本
論
考
の
主
題
は
、

カ
ン
ト
の
嘘
論
を
テ
キ
ス
ト
の
網
羅
性
に
基
づ
い
て
理
解
し
、
そ
の
中
に
『
嘘
』
論
文
が
矛
盾
な
く
位
置
づ
け
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
で
あ
る
の
で
、
そ
の
た
め
に
は
こ
う
し
た
諸
解
釈
と
対
決
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

う
い
う
わ
け
で
、
今
か
ら
、
予
告
し
て
お
い
た
通
り
、『
嘘
』
論
文
の
代
表
的
批
判
者
で
あ
る
ペ
イ
ト
ン
の
解
釈
を

見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 
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第
二
節 
ペ
イ
ト
ン
の
解
釈 

 

ペ
イ
ト
ン
の
主
張
の
概
要
―
―
「
必
要
な
例
外
」
の
容
認 

 

ペ
イ
ト
ン
は
、『
嘘
』
論
文
で
の
カ
ン
ト
の
主
張
に
反
対
の
立
場
を
取
り
な
が
ら
、
こ
の
論
文
の
た
め
に
カ
ン
ト

の
実
践
哲
学
全
体
ま
で
も
が
不
合
理
な
厳
格
主
義
・
形
式
主
義
で
あ
る
と
い
う
非
難
か
ら
カ
ン
ト
を
擁
護
す
る
目

的
でAn Alleged Right to Lie: A Problem

 in K
antian Ethics 

（K
ant-Studien 45, 1953/54

所
収
）

と
い
う
論
文
を
書
い
て
い
る
（
以
下
、
ペ
イ
ト
ン
の
こ
の
論
文
の
参
照
箇
所
はPaton. p.- 

と
い
う
形
で
本
文
中

に
示
す
）
。 

 

ペ
イ
ト
ン
の
主
張
の
要
旨
は
こ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
カ
ン
ト
は
彼
の
道
徳
の
諸
原
理
（m

oral principles

）

に
対
し
て
必
要
な
例
外
（necessary exceptions
）
を
認
め
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
お
り
」
（Paton .p.190

）
、

そ
れ
ゆ
え
に
カ
ン
ト
の
学
説
は
明
ら
か
に
常
識
に
反
し
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。『
嘘
』
論
文
で
問
題
に

な
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
嘘
を
つ
か
な
い
義
務
に
対
し
て
友
人
の
生
命
を
助
け
る
義
務
が
優
先
す
る
は

ず
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
他
の
諸
著
作
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
厳
格
な
義
務
あ
る
い
は
完
全
義
務
に
対
し
て
必
要
な

例
外
が
あ
り
え
な
い
と
彼
が
常
に
考
え
て
い
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
し
、
ま
た
特
に
、
真
実
の
完
全
義
務
に
つ

い
て
い
っ
て
も
、
そ
れ
に
対
す
る
例
外
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
（Paton. pp.198-201

）
。 

ペ
イ
ト
ン
に
よ
れ
ば
、『
嘘
』
論
文
は
、
七
三
歳
を
過
ぎ
、
老
い
に
よ
っ
て
短
気
に
な
っ
た
カ
ン
ト
が
、
自
分
が

代
表
す
る
と
こ
ろ
の
「
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
」
を
非
難
さ
れ
「
愛
国
的
憤
り
」
に
駆
ら
れ
た
結
果
、「
フ
ラ
ン
ス
の
哲

学
者
」
に
対
し
て
挑
ん
だ
論
争
で
あ
る
（Paton. p.193-4

）
。
嘘
に
必
要
な
例
外
を
認
め
て
い
た
「
一
七
八
〇
年

代
の
カ
ン
ト
に
お
い
て
は
明
ら
か
だ
っ
た
真
理
が
、
一
七
九
七
年
に
は
隠
れ
て
し
ま
っ
た
に
ち
が
い
な
い
」

（Paton.p.201

）
。
し
た
が
っ
て
、「
わ
れ
わ
れ
は
一
時
の
無
分
別
を
カ
ン
ト
の
倫
理
学
説
全
体
を
解
釈
す
る
た
め

の
最
終
的
な
鍵
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
を
拒
ま
ね
ば
な
ら
な
い
」（Paton. p.201

）
。 

で
は
、
ペ
イ
ト
ン
の
主
要
な
論
点
で
あ
る
「
道
徳
の
諸
原
理
（principles

）
に
必
要
な
例
外
（exceptions
）

を
認
め
る
こ
と
の
妥
当
性
」
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、「
原
理
（principle
）」

と
「
例
外
（exception

）
」
と
い
う
概
念
の
多
義
性
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
ペ
イ
ト
ン
は
、
カ
ン

ト
や
カ
ン
ト
解
釈
者
の
多
く
が
多
義
的
に
用
い
て
い
る
「
原
理
（principle

）
」
と
い
う
概
念
を
明
確
化
す
る
こ
と

か
ら
着
手
す
る
。 

ペ
イ
ト
ン
に
よ
れ
ば
「
原
理
（principle

）
」
は
、
カ
ン
ト
倫
理
学
に
お
い
て
次
の
三
つ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
次
元
を
異
に
す
る
概
念
で
あ
る
。
第
一
に
、
厳
密
な
意
味
で
は
、
「
道
徳
原
則
、
、
（m

oral principles

）
」

で
あ
り
、
こ
れ
は
定
言
命
法
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
汝
の
意
志
の
格
率
が
、
常

に
同
時
に
普
遍
的
法
則
に
な
る
こ
と
を
意
欲
で
き
る
格
率
に
従
っ
て
の
み
行
為
せ
よ
」
と
か
「
理
性
的
行
為
者
を

常
に
目
的
そ
れ
自
体
と
し
て
扱
い
、
決
し
て
手
段
と
し
て
の
み
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
法
式
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
道
徳
原
理
に
は
、
カ
ン
ト
が
常
に
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
い
か
な
る
例
外
も
あ
り
え
な
い
（Paton. 

p.191

）
。 

そ
れ
よ
り
低
次
の
第
二
の
意
味
は
、
「
道
徳
法
則
、
、
（m

oral law
s

）
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
道
徳
原
理
が
「
あ
る
経

験
的
な
特
徴
も
有
す
る
と
思
わ
れ
る
有
限
な
理
性
的
存
在
者
と
し
て
の
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
適
用
さ
れ
」
た
も
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の
で
あ
る
（Paton. p.191

）
。
た
と
え
ば
「
汝
殺
す
な
か
れ
」
や
「
汝
嘘
を
つ
く
な
か
れ
」
と
い
う
も
の
が
こ
れ

に
あ
た
り
、
こ
れ
は
、
人
間
の
「
殺
す
」
能
力
や
「
嘘
を
つ
く
」
能
力
と
い
う
経
験
的
な
特
徴
に
関
し
て
適
用
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
道
徳
法
則
に
は
、
傾
向
性
の
満
足
を
目
的
と
す
る
「
恣
意
的

、
、
、
な、
例
外
（arbitrary 

exceptions

）」
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
―
―
お
そ
ら
く
カ
ン
ト
自
身
こ
う
考
え
て
い
た
と
ペ
イ
ト
ン
は

推
測
す
る
の
だ
が
―
―
、
特
定
の
状
況
に
お
い
て
は
「
必
要
な

、
、
、
、
あ
る
い
は
し
か
る
べ
き

、
、
、
、
、
例
外
（necessary or due 

exceptions

）」
が
あ
り
う
る
（Paton. p.191

）
。
た
と
え
ば
死
刑
執
行
人
や
兵
士
に
よ
る
殺
人
は
「
汝
殺
す
な
か

れ
」
の
「
必
要
な
例
外
」
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
実
際
、
死
刑
や
戦
争
時
の
殺
人
を
容
認
し
て
い
た
。 

こ
れ
ら
の
、
特
定
の
種
類
の
人
に
対
し
て
義
務
と
し
て
合
法
的
に
適
用
さ
れ
る
原
理
を
「
道
徳
規
則
、
、
（m

oral 
rules

）
」
と
い
う
。
こ
れ
が
「principle
」
の
第
三
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
必
要
な
例
外
が
あ
り
う
る

と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
よ
り
高
次
の
道
徳
法
則
に
必
要
な
例
外
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る

（Paton. p.192

）
。 

 

義
務
の
衝
突 

そ
し
て
ペ
イ
ト
ン
は
、『
基
礎
づ
け
』
の
「
完
全
義
務
」
と
「
不
完
全
義
務
」
の
区
別
を
道
徳
法
則
に
当
て
は
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
区
別
を
行
う
。
す
な
わ
ち
、「
道
徳
法
則
」
が
命
令
す
る
義
務
は
、
完
全
義
務
と
不
完

全
義
務
に
分
け
ら
れ
る
。
カ
ン
ト
は
『
基
礎
づ
け
』
で
完
全
義
務
の
こ
と
を
「
傾
向
性
を
利
す
る
た
め
の
例
外
を

何
ら
許
さ
な
い
義
務
」
（G

r. IV
 421

）
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
ペ
イ
ト
ン
は
、
「
カ
ン
ト
は
、

し
た
が
っ
て
、
不
完
全
義
務
は
傾
向
性
を
利
す
る
た
め
の
例
外
を
許
す
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
」（Paton. 

p.192

）
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
義
務
の
厳
格
性
に
基
づ
い
て
、
ペ
イ
ト
ン
は
完
全
義
務
を
命
じ
る
道
徳
法
則

を
「
厳
格
な
道
徳
法
則
」
と
呼
び
、
不
完
全
義
務
を
命
じ
る
道
徳
法
則
を
「
広
い
道
徳
法
則
」
と
呼
ぶ
。 

 

ペ
イ
ト
ン
は
、
カ
ン
ト
が
、
不
完
全
義
務
は
傾
向
性
に
基
づ
く
例
外
を
許
す
義
務
で
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
と

い
う
想
定
に
基
づ
い
て
次
の
想
定
に
進
む
。
す
な
わ
ち
、
傾
向
性
に
基
づ
く
例
外
、
す
な
わ
ち
「
恣
意
的
な
例
外
」

が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
よ
り
も
厳
格
な
理
由
―
―
す
な
わ
ち
義
務
―
―
に
基
づ
く
必
要
な
例
外
が
許
さ
れ
る

こ
と
は
理
に
か
な
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（Paton. p.192

）
。 

不
完
全
義
務
が
、
そ
れ
よ
り
も
強
い
義
務
、
す
な
わ
ち
完
全
義
務
に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、

あ
る
完
全
義
務
が
別
の
完
全
義
務
に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
ペ
イ
ト
ン
は

推
測
す
る
。
そ
の
場
合
、
完
全
義
務
に
も
例
外
が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
恣
意
的
な
例
外
で
は

な
く
必
要
な
例
外
で
あ
ろ
う
、
と
ペ
イ
ト
ン
は
言
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
例
外
は
義
務
に
基
づ
い
て
い
る
の
だ
か

ら
。 そ

し
て
ペ
イ
ト
ン
の
関
心
は
、
次
の
こ
と
に
ま
で
進
む
。
そ
れ
は
、
あ
る
完
全
義
務
が
あ
る
完
全
義
務
に
優
先

す
る
場
合
が
あ
る
な
ら
ば
、
特
別
な
状
況
に
お
い
て
は
、
あ
る
不
完
全
義
務
が
あ
る
完
全
義
務
に
優
先
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（Paton. p.193

）
。
「
こ
の
問
い
に
対
す
る
人
間
的
で
合
理
的
な

答
え
は
き
っ
と
、
道
徳
法
則
に
対
し
て
、
さ
ら
に
言
え
ば
厳
格
な
道
徳
法
則
に
対
し
て
必
要
な
例
外
を
認
め
る
こ

と
で
あ
り
」
（Paton. p.193

）
、
こ
の
立
場
が
カ
ン
ト
自
身
の
著
述
と
整
合
す
る
か
ど
う
か
を
示
す
役
割
を
負
っ

て
い
る
の
が
『
嘘
』
論
文
で
あ
る
と
ペ
イ
ト
ン
は
考
え
る
。
で
は
ペ
イ
ト
ン
が
、『
嘘
』
論
文
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
解
釈
し
て
い
る
の
か
を
見
て
い
こ
う
。 
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 『
嘘
』
論
文
で
カ
ン
ト
は
「
必
要
な
例
外
」
を
見
落
と
し
て
い
る 

ペ
イ
ト
ン
の
見
立
て
で
は
、「
嘘
」
論
文
に
お
け
る
カ
ン
ト
の
誤
り
は
、
例
外
を
許
さ
な
い
最
上
の
「
道
徳
原
則

（m
oral principle

）
」
と
、
そ
の
い
ち
適
用
形
で
あ
る
特
殊
的
な
「
道
徳
法
則
（m

oral law

）」
と
を
混
同
し
、

後
者
に
必
要
な
例
外
を
許
す
こ
と
を
し
損
な
っ
た
点
に
あ
る
（Paton. pp.196-7

）
。
こ
れ
は
、『
嘘
』
論
文
の
最

後
の
部
分
の
主
張
、
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
法
的
・
実
践
的
な
原
則
（G

rundsatz

）
は
、
そ
れ
が
原
則
で
あ
る

た
め
に
一
切
の
例
外
を
含
む
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う
主
張
（Lüge. V

III 430

）
の
中
に
あ
る
と
ペ
イ
ト
ン

は
言
う
。
こ
の
主
張
ゆ
え
に
、
カ
ン
ト
は
し
ば
し
ば
不
当
な
厳
格
主
義
と
い
う
非
難
を
浴
び
せ
ら
れ
る
。 

つ
ま
り
、
ペ
イ
ト
ン
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
カ
ン
ト
は
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
真
実
の
義
務
を
一
切
の
例
外
を

許
さ
な
い
道
徳
原
則
だ
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ペ
イ
ト
ン
か
ら
す
れ
ば
、
道
徳
原
則
の
下
位
に
あ
る
道
徳
法

則
―
―
す
な
わ
ち
、
例
外
を
許
す
余
地
を
持
つ
次
元
の
原
理
―
―
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
さ
ら
に
カ
ン
ト
は
、

例
外
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
主
張
は
ど
れ
も
み
な
特
定
の
人
の
便
宜
や
傾
向
性
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
、
と
ペ
イ
ト
ン
は
考
え
る
。
し
か
し
、『
嘘
』
論
文
の
殺
人
者
の
例
で
は
、
自
他
の
個
人
的
な
利
益
が
意
図
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
犯
罪
の
防
止
が
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
の
行
為
に
人
命
の
救
助
が
か
か
っ
て

い
て
、
私
が
そ
れ
を
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
に
は
私
は
そ
の
行
為
を
し
な
い
で
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
ペ
イ

ト
ン
は
言
う
（Paton. pp.197

）
。 

ペ
イ
ト
ン
に
と
っ
て
、
無
実
の
人
命
を
救
う
義
務
が
殺
人
者
に
対
し
て
真
実
を
言
う
義
務
よ
り
も
神
聖
で
重
い

義
務
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
（Paton. pp.198

）
。
こ
れ
は
、「
汝
の
意
志
の
格
率
が
、
常
に
同
時
に
普
遍
的

法
則
に
な
る
こ
と
を
意
欲
で
き
る
格
率
に
従
っ
て
の
み
行
為
せ
よ
」
と
い
う
最
上
の
道
徳
原
則
が
命
じ
る
こ
と
で

あ
る
。
ゆ
え
に
、
私
が
こ
の
原
則
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
殊
的
な
道
徳
法
則
（
こ
こ
で
は
真
実
の
義
務
）
に

背
く
こ
と
に
な
っ
て
も
、
最
上
の
原
則
の
普
遍
性
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
、
ペ
イ
ト
ン
が
行

っ
た
、
「principle

」
の
区
別
が
生
き
て
く
る
の
で
あ
る
。 

ペ
イ
ト
ン
は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ン
ト
自
身
の
理
論
哲
学
と
並
行
的
に
考
え
て
み
れ
ば
わ

か
る
こ
と
だ
が
、
因
果
性
の
原
則
が
そ
こ
か
ら
導
出
さ
れ
る
他
の
諸
法
則
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
よ
う
に
、
実
践

哲
学
に
お
い
て
も
道
徳
原
則
と
道
徳
法
則
は
ま
っ
た
く
異
な
る
次
元
の
も
の
な
の
で
あ
る
。「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
特

殊
な
因
果
法
則
に
対
す
る
違
反
を
見
つ
け
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
す
ぐ
さ
ま
そ
の
法
則
を
変
え
よ
う
と
し
た
り
、
因

果
性
の
原
則
が
侵
害
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
む
し
ろ
確
証
さ
れ
る
よ
う
な
よ
り
普
遍
的
な
法
則
を
発
見
し
よ
う
と

す
る
」
（Paton. p.197

）
。
こ
れ
と
同
様
に
、
道
徳
原
則
は
、
わ
れ
わ
れ
が
あ
る
特
定
の
道
徳
法
則
に
例
外
を
作

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
場
合
に
、
決
し
て
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
（Paton. p.197

）
。

な
ぜ
な
ら
、
道
徳
原
則
の
い
ち
適
用
で
あ
る
「
嘘
を
つ
い
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
道
徳
法
則
と
同
じ
く
、「
友
人

を
助
け
る
た
め
に
は
殺
人
者
に
嘘
を
つ
い
て
も
よ
い
」
と
い
う
例
外
も
ま
た
道
徳
原
則
の
い
ち
適
用
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
（Paton. p.198

）
。
そ
し
て
人
命
を
助
け
る
と
い
う
義
務
は
殺
人
者
に
真
実
を
語
る
義
務
よ
り
も
神
聖
な

も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
状
況
で
は
、
嘘
は
必
要
な
例
外
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
許
さ
れ
る
。 

そ
し
て
ペ
イ
ト
ン
は
こ
の
考
え
方
を
、
完
全
義
務
と
不
完
全
義
務
の
優
先
関
係
に
も
適
用
す
る
。
ペ
イ
ト
ン
に

よ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
カ
ン
ト
は
、
真
実
の
義
務
は
完
全
義
務
で
あ
り
、
他
人
を
助
け
る
義
務
は
慈
悲
あ
る
い
は
親

切
の
義
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
か
つ
、
カ
ン
ト
は
、
完
全
義
務
と
不
完
全
義
務
の
単
純
な
義
務
強
度
の
比
較
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に
よ
っ
て
、
真
実
を
言
う
完
全
義
務
の
方
が
優
先
す
る
と
考
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
人
命
を
救
う
義

務
は
真
実
の
義
務
よ
り
も
神
聖
な
こ
と
は
明
白
な
の
で
、
こ
こ
で
は
、
他
人
を
助
け
る
と
い
う
広
い
義
務
（
不
完

全
義
務
）
が
真
実
を
語
る
と
い
う
厳
格
な
義
務
（
完
全
義
務
）
に
優
先
し
う
る
の
で
あ
る
（Paton. p.198

）
。
し

た
が
っ
て
、『
嘘
』
論
文
で
の
カ
ン
ト
の
主
張
は
、
カ
ン
ト
の
自
身
の
義
務
論
と
不
整
合
で
あ
り
、
行
き
過
ぎ
た
厳

格
主
義
で
あ
る
と
ペ
イ
ト
ン
は
断
ず
る
。 

以
上
が
ペ
イ
ト
ン
の
解
釈
の
大
筋
で
あ
る
。
し
か
し
私
見
で
は
、
ペ
イ
ト
ン
の
解
釈
は
、
例
外
の
容
認
に
つ
い

て
も
義
務
の
衝
突
の
問
題
に
つ
い
て
も
誤
り
が
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
、
ペ
イ
ト
ン
は
、
法
則
と

い
う
概
念
が
定
言
命
法
の
必
然
性
の
性
格
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
カ
ン
ト
の
『
基
礎
づ
け
』
や
第
二
批
判
で

の
中
心
的
主
張
を
こ
の
例
外
問
題
に
お
い
て
軽
視
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
立
場
に

し
た
が
え
ば
、
最
上
の
原
則
で
あ
る
定
言
命
法
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
道
徳
法
則
や
規
則
に
も

例
外
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
二
に
、
不
完
全
義
務
で
あ
る
人
命
救
助
の
義
務
を
、
完
全
義
務
で
あ
る
真

実
の
義
務
に
優
先
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ペ
イ
ト
ン
は
、
そ
の
よ
う
な
優
先
関
係
に
対
す
る
十
分
な
論
証
を

行
わ
ず
、
た
ん
に
人
命
救
助
が
よ
り
「
神
聖
で
あ
る
」
と
い
う
理
由
に
も
と
づ
い
て
義
務
の
衝
突
の
問
題
を
強
引

に
解
決
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
と
い
う
の
も
、
カ
ン
ト
に
お
け
る
義
務
づ
け
の
強
度
の
仕
方
は
、

格
率
の
普
遍
化
可
能
性
に
基
づ
く
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

ペ
イ
ト
ン
は
こ
れ
ら
の
点
を
見
過
ご
し
て
い
る
。
ペ
イ
ト
ン
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
反
論
に
つ
い
て
は
第
三
節
で

行
う
こ
と
に
し
て
、
ペ
イ
ト
ン
の
論
文
の
細
か
い
論
点
を
先
に
検
討
し
て
い
こ
う
。
そ
れ
は
、『
嘘
』
論
文
と
そ
れ

以
外
の
テ
キ
ス
ト
と
に
お
け
る
カ
ン
ト
の
主
張
の
整
合
性
の
検
証
で
あ
る
。 

 

『
嘘
』
論
文
以
外
の
テ
キ
ス
ト
と
の
整
合
性 

 

カ
ン
ト
の
テ
キ
ス
ト
の
整
合
性
を
検
証
す
る
と
き
の
ペ
イ
ト
ン
の
着
眼
点
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。
第
一
に
は
、

カ
ン
ト
は
一
般
的
に
、
完
全
義
務
に
対
す
る
必
要
な
例
外
が
あ
り
え
な
い
と
常
に
考
え
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
第

二
に
は
、
特
に
、
真
実
を
言
う
と
い
う
完
全
義
務
に
対
す
る
必
要
な
例
外
は
あ
り
え
な
い
と
常
に
考
え
て
い
る
か

ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（Paton. p.198

）
。 

 

カ
ン
ト
は
一
般
的
に
完
全
義
務
に
対
す
る
例
外
を
排
除
し
て
い
な
い 

第
一
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
ペ
イ
ト
ン
は
、
ま
ず
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
義
務
の
衝
突
に
つ
い
て
の
カ

ン
ト
の
叙
述
を
挙
げ
る
。
そ
の
部
分
で
カ
ン
ト
は
、
複
数
の
義
務
の
根
拠
が
あ
り
、
義
務
が
衝
突
し
て
い
る
よ
う

な
場
合
で
も
、
た
だ
そ
う
見
え
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
合
必
ず
一
方
の
根
拠
が
義
務
で
は
な
い
の
で
、「
義
務

の
衝
突
は
全
く
考
え
ら
れ
な
い
」
（M

S. V
I 224

）
と
書
い
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
常
に
「
よ
り
強
い
義
務
づ

、
、
、

け
の
根
拠

、
、
、
、
が
場
所
を
占
め
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
対
立
す
る
二
つ
の
根
拠
が
同
時
に
義
務
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
え

な
い
の
だ
と
カ
ン
ト
は
考
え
る
。 

ペ
イ
ト
ン
は
、
こ
の
「
よ
り
強
い
義
務
づ
け
の
根
拠
が
場
所
を
占
め
る
」
と
い
う
定
義
に
基
づ
い
て
、『
嘘
』
論

文
の
状
況
下
で
は
よ
り
強
い
義
務
づ
け
の
根
拠
を
持
つ
の
は
真
実
を
言
う
義
務
で
は
な
く
て
人
命
を
救
う
義
務
で

あ
る
の
で
、
後
者
の
義
務
が
場
を
こ
こ
で
遵
守
さ
れ
る
べ
き
場
を
占
め
る
の
だ
と
言
う
（Paton. p.198

）
。 

し
か
し
、
さ
き
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
ペ
イ
ト
ン
は
カ
ン
ト
の
言
う
「
義
務
づ
け
」
の
意
味
を
適
切
に
理
解
し
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て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、
ペ
イ
ト
ン
は
、
真
実
の
義
務
よ
り
も
人
命
を
助
け
る
義
務
の
方
が
明
ら
か

に
神
聖
で
、
優
先
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
し
か
論
拠
を
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
考
え
は
、
確
か
に
常
識
的
で
は
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
カ
ン
ト
の
著
述
に
お
い
て
根
拠
を
も
ち
う
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
も
う
少
し

後
で
詳
述
し
よ
う
。 

 

次
に
ペ
イ
ト
ン
は
、
同
じ
く
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
徳
論
に
お
け
る
決
疑
論
を
取
り
上
げ
る
。
決
疑
論
に
つ

い
て
カ
ン
ト
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。 

 

倫
理
学
は
、
そ
れ
が
そ
の
不
完
全
義
務
に
許
す
活
動
余
地
の
ゆ
え
に
、
あ
る
格
率
が
特
殊
な
場
合
に
お
い
て

い
か
に
適
用
さ
る
べ
き
か
に
決
着
を
つ
け
る
よ
う
判
断
力
に
…
…
要
求
す
る
と
こ
ろ
の
疑
問
に
陥
ら
ざ
る
を

え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
倫
理
学
は
決
疑
論

、
、
、
〔K

asuistik

〕
に
陥
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
決
疑
論
に
つ

い
て
は
法
論
は
な
に
も
知
ら
な
い
の
で
あ
る
（M

S. V
I 411

）
。 

 

カ
ン
ト
は
実
際
に
徳
論
の
各
所
で
決
疑
論
的
問
題
提
起
を
し
、
そ
れ
に
回
答
を
与
え
な
い
で
お
く
と
い
う
こ
と

を
し
て
い
る
。
カ
ン
ト
は
お
そ
ら
く
判
断
力
を
鍛
え
る
た
め
の
練
習
問
題
の
よ
う
な
つ
も
り
で
そ
う
し
て
い
る
の

だ
と
思
わ
れ
る
が
、
ペ
イ
ト
ン
は
カ
ン
ト
が
決
疑
論
に
明
確
な
回
答
を
与
え
て
い
な
い
こ
と
を
、
カ
ン
ト
が
義
務

に
対
す
る
例
外
を
排
除
し
て
い
な
い
こ
と
だ
と
解
す
る
（Paton. p.199
）
。
し
か
し
、
ペ
イ
ト
ン
は
カ
ン
ト
の
決

疑
論
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
立
場
を
考
慮
し
て
も
い
る
。 

 
 

そ
れ
ゆ
え
、
決
疑
論

、
、
、
は
、
一
つ
の
学
問
、
、
で
も
な
け
れ
ば
、
そ
の
一
部
で
も
な
い
。
と
い
う
の
は
、
も
し
学
問

で
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
教
義
学
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
も
の
が
い

か
に
し
て
見
出
さ
れ

、
、
、
、
う
る
か
、
に
つ
い
て
の
教
説
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
真
理
が
い
か
に
し
て
求
め
ら
れ

、
、
、
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
訓
練
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
決
疑
論
は
…
…
体
系
的
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ

断
片
的
に
倫
理
学
の
中
に
織
り
交
ぜ
ら
れ
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
た
だ
注
釈
と
同
様
に
、
体
系
に
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
（M

S. V
I 411

）
。 

  

こ
こ
で
カ
ン
ト
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
各
決
疑
論
的
問
題
は
、
実
際
に
徳
論
各
論
の
末
尾
に
注
の
よ
う
に
与

え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
ペ
イ
ト
ン
も
、
決
疑
論
は
カ
ン
ト
の
教
説
の
本
体
で
は
な
い
の
で
、
義
務

に
例
外
を
認
め
る
決
定
的
な
根
拠
に
は
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
を
カ
ン
ト
が
排
除
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

の
手
が
か
り
に
は
な
る
の
だ
と
言
う
。
私
も
、
ペ
イ
ト
ン
が
認
め
る
よ
う
に
、
決
疑
論
に
よ
っ
て
カ
ン
ト
の
例
外

に
対
す
る
立
場
に
つ
い
て
決
定
的
な
こ
と
を
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
カ
ン
ト
が
決
疑
論
に

対
し
て
無
回
答
で
い
る
こ
と
は
、
例
外
を
肯
定
す
る
こ
と
に
も
な
ら
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
ま
た
ペ
イ
ト
ン
は
、
カ
ン
ト
は
実
際
に
死
刑
や
戦
争
時
の
兵
士
に
よ
る
殺
人
を
是
認
し
て
お
り
、
こ
れ

は
事
実
上
「
汝
殺
す
な
か
れ
」
と
い
う
道
徳
法
則
の
例
外
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
（Paton. p.199

）
。
確

か
に
、
カ
ン
ト
は
死
刑
を
い
ろ
い
ろ
な
箇
所
で
認
め
て
い
る
し
、
む
し
ろ
死
刑
は
そ
れ
に
値
す
る
罪
を
犯
し
た
者



 63

に
は
必
ず
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
的
な
罰
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る61

。
ペ
イ
ト
ン
に
と
っ
て
は
、
こ

れ
は
強
い
論
拠
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
し
か
し
、
カ
ン
ト
が
定
言
命
法
と
し
て
「
汝
殺
す
な
か
れ
」
と
い
う
法
則
を

挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
し
、
ペ
イ
ト
ン
自
身
、
こ
れ
を
カ
ン
ト
が
ど
こ
で
言
っ
て
い
る
の
か
を
示
し
て
い
な

い
。 カ

ン
ト
は
『
基
礎
づ
け
』
の
第
一
章
で
、
自
分
が
義
務
の
概
念
を
扱
う
と
き
に
は
「
も
と
も
と
義
務
に
反
す
る

と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
行
為
を
度
外
視
す
る
」（G

r. IV
 397

）
と
言
っ
て
い
て
、
こ
の
本
の
中
で
は
殺
人
を
問

題
に
し
て
い
な
い
し
、
ま
た
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
で
も
殺
人
の
罪
を
扱
っ
た
箇
所
は
な
い
。
ゆ
え
に
、
殺
人
は

著
作
で
扱
う
ま
で
も
な
い
悪
で
あ
る
と
カ
ン
ト
が
考
え
て
い
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

実
際
、
カ
ン
ト
は
法
に
基
づ
い
て
人
を
殺
め
る
制
度
が
正
義
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
だ
し
、
殺
人
一
般
が
自
殺

や
嘘
の
よ
う
な
完
全
義
務
違
反
と
同
じ
仕
方
で
、
格
率
の
普
遍
性
が
棄
却
さ
れ
る
行
為
か
ど
う
か
は
微
妙
な
問
題

で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ペ
イ
ト
ン
の
「
汝
殺
す
な
か
れ
」
の
法
則
と
そ
の
例
外
が
、
必
要
な
例
外
を
支
持

す
る
積
極
的
な
根
拠
に
な
る
と
は
言
い
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

し
た
が
っ
て
私
に
と
っ
て
、
ペ
イ
ト
ン
の
挙
げ
る
根
拠
は
ど
れ
も
説
得
力
を
持
つ
よ
う
に
は
見
え
な
か
っ
た
の

で
あ
る
が
、
と
も
か
く
ペ
イ
ト
ン
は
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
解
釈
に
基
づ
い
て
、
第
一
の
問
い
、
す
な
わ
ち
カ
ン
ト

は
一
般
的
に
、
完
全
義
務
に
対
す
る
必
要
な
例
外
が
あ
り
え
な
い
と
常
に
考
え
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
に
対
し
て

「
否
」
と
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 カ
ン
ト
は
真
実
の
義
務
に
対
す
る
例
外
を
排
除
し
て
い
な
い 

 

そ
し
て
、
カ
ン
ト
が
完
全
義
務
の
中
で
も
特
に
真
実
を
言
う
と
い
う
義
務
に
対
す
る
必
要
な
例
外
は
あ
り
え
な

い
と
常
に
考
え
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
第
二
の
問
い
に
対
し
て
も
、
ペ
イ
ト
ン
は
「
否
」
と
答
え
る
の
で
あ

る
。 

 

は
じ
め
に
ペ
イ
ト
ン
が
挙
げ
る
根
拠
は
、『
人
倫
の
形
而
上
学
』
法
論
で
の
カ
ン
ト
の
嘘
に
つ
い
て
の
定
義
で
あ

る
。
そ
こ
で
カ
ン
ト
は
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

  
 

法
的
な
意
味
に
お
い
て
は
、
た
だ
或
る
他
人
の
権
利
を
直
接
的
に
侵
害
す
る
よ
う
な
偽
り
だ
け
が
、
た
と
え 

ば
、
或
る
人
か
ら
同
人
の
も
の
を
奪
う
目
的
で
、
同
人
と
契
約
を
締
結
し
た
と
詐
称
す
る
よ
う
な
場
合
（
詐

欺
的
な
偽
言 falsiloquium

 dolosum

）
だ
け
が
、
嘘
と
呼
ば
れ
る
べ
き
で
あ
る
（M

S. V
I 238

）
。 

  

ペ
イ
ト
ン
は
、
こ
こ
に
お
い
て
カ
ン
ト
は
『
嘘
』
論
文
に
お
い
て
彼
自
身
が
退
け
た
も
の
と
ま
さ
に
同
じ
主
張

を
受
容
し
て
い
る
と
言
う
（Paton. p.199

）
。
す
な
わ
ち
、
「
法
律
で
は
、
特
定
の
誰
か
に
害
を
与
え
る
不
真
実

の
み
が
嘘
と
呼
ば
れ
る
」
と
い
う
主
張
を
『
人
倫
』
の
法
論
で
は
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
の
に
、『
嘘
』
論
文
で
は
、

「
嘘
は
誰
か
特
定
の
人
に
害
を
与
え
な
く
て
も
、
法
一
般
あ
る
い
は
人
間
性
一
般
に
対
す
る
不
正
で
あ
る
」
と
言

っ
て
い
て
、
こ
れ
は
嘘
の
法
的
定
義
と
し
て
一
貫
し
て
い
な
い
と
ペ
イ
ト
ン
は
言
い
た
い
の
で
あ
る
。 

 

第
三
章
で
見
た
よ
う
に
、『
嘘
』
論
文
で
は
、
嘘
の
法
的
定
義
が
拡
張
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
は
確
か
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で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
嘘
』
論
文
で
は
カ
ン
ト
は
は
っ
き
り
と
、
法
律
家
と
自
分
の
立
場
（
倫
理
学
者
）
と

を
分
け
て
、
自
分
が
問
題
に
す
る
嘘
は
法
律
家
の
そ
れ
よ
り
も
広
い
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
カ
ン
ト
が
そ

こ
で
問
題
に
し
た
か
っ
た
の
は
、
特
殊
的
法
と
そ
れ
へ
の
特
殊
的
違
反
で
は
な
く
て
、
法
と
い
う
概
念
一
般
と
そ

れ
へ
の
一
般
的
不
正
で
あ
る
と
い
う
の
が
私
の
見
解
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
『
嘘
』
論
文
と
、
『
人
倫
の
形
而
上
学
』

の
法
論
の
こ
の
部
分
で
は
、
カ
ン
ト
は
違
う
立
場
か
ら
「
法
的
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
と
考
え
て
み
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、『
人
倫
』
法
論
で
は
、
法
律
家
と
同
じ
狭
い
意
味
で
嘘
を
「
法
的
」
に
定
義
し
て
お

り
、
『
嘘
』
論
文
で
は
そ
れ
よ
り
も
広
い
意
味
で
「
法
的
」
嘘
を
論
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

広
義
の
法
的
嘘
を
問
題
に
す
る
姿
勢
は
、『
嘘
』
論
文
以
前
か
ら
カ
ン
ト
に
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

す
で
に
示
し
た
よ
う
に
、
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
こ
の
箇
所
で
狭
義
の
法
的
嘘
を
論
じ
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、

カ
ン
ト
が
こ
の
と
き
に
広
い
意
味
で
の
法
的
嘘
と
い
う
概
念
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。 

 

次
に
ペ
イ
ト
ン
が
持
ち
出
す
の
は
、
カ
ン
ト
は
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
徳
論
第
九
節
と
『
人
間
学
』
第
十
四
節

に
お
い
て
、
世
辞
は
嘘
と
は
み
な
さ
れ
な
い
と
言
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（Paton. p.200

）
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
詳
細
に
論
じ
た
通
り
、
確
か
に
世
辞
は
嘘
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
世
辞
は
、

そ
れ
を
発
す
る
側
も
受
け
取
る
側
も
、「
こ
れ
は
世
辞
で
あ
る
」
と
い
う
同
じ
ル
ー
ル
を
共
有
し
て
お
り
、
発
す
る

側
が
そ
の
ル
ー
ル
を
逸
脱
し
な
い
限
り
欺
き
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
カ
ン
ト
の
嘘
の
定
義

上
、「
世
辞
は
嘘
で
は
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、
ペ
イ
ト
ン
の
欲
し
い
「
真
実
の
義
務
に
対
す
る
必
要
な
嘘
と
い
う
例

外
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

 

最
後
に
、
ペ
イ
ト
ン
が
最
も
有
力
な
証
拠
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
一
七
八
〇
年
代
の
講
義
で
カ
ン
ト
が
「
窮
余

の
嘘
」
を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ペ
イ
ト
ン
は
、
講
義
録
が
カ
ン
ト
の
思
想
を
正
確
に
伝
え
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
困
難
を
抱
え
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
当
時
の
カ
ン
ト
の
議
論
の
広
い
流
れ
は
知
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
（Paton. p.200-1

）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
私
も
同
意
す
る
。 

『
コ
リ
ン
ズ
記
の
道
徳
哲
学
』
や
『
ム
ロ
ン
ゴ
ヴ
ィ
ウ
ス
道
徳
哲
学
』
で
、
カ
ン
ト
は
窮
余
の
場
合
の
定
義
に

厳
格
な
制
限
を
与
え
な
が
ら
、
自
己
防
衛
と
し
て
嘘
が
免
罪
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
誤
っ
た

厳
格
主
義
か
ら
は
ま
っ
た
く
自
由
で
あ
る
、
と
ペ
イ
ト
ン
は
言
う
。
窮
余
の
嘘
は
、
傾
向
性
に
基
づ
く
恣
意
的
な

例
外
と
は
ま
っ
た
く
違
う
必
要
な
例
外
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
私
が
強
奪
者
か
ら
自
分
を
守
る
た
め
の
嘘
が
許
さ
れ

る
な
ら
ば
、
他
人
の
命
を
守
る
た
め
に
嘘
を
つ
く
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
一
七
八
〇
年
代
の

カ
ン
ト
の
主
張
に
従
え
ば
、
一
七
九
七
年
の
『
嘘
』
論
文
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
窮
余
の
場
合
に
妥
当
な
解
決
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
で
一
七
八
〇
年
代
の
カ
ン
ト
の
道
徳
的
教
説
は
成
熟
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ

が
九
〇
年
代
に
な
っ
て
誤
っ
た
方
向
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
で
、
ペ
イ
ト
ン

は
、
カ
ン
ト
は
「
一
時
の
無
分
別
」
で
あ
る
た
っ
た
一
つ
の
論
文
の
た
め
に
厳
格
主
義
の
非
難
を
浴
び
る
必
要
が

な
い
、
と
結
論
づ
け
る
（Paton. p.201

）
。 

し
か
し
、
こ
れ
も
本
論
の
第
二
章
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
の
カ
ン
ト
に
は
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン

の
影
響
が
見
ら
れ
、
窮
余
の
嘘
の
容
認
も
ど
こ
ま
で
カ
ン
ト
自
身
の
立
場
を
示
し
て
い
る
か
は
定
か
で
は
な
い
。

加
え
て
、
同
時
期
に
窮
余
の
嘘
を
否
定
す
る
主
張
を
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
が
複
数
確
認
さ
れ
る
の
で
、
窮
余
の
嘘

の
容
認
に
当
時
の
カ
ン
ト
の
思
想
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
は
安
易
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
一
七
八
〇
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年
代
の
カ
ン
ト
は
窮
余
の
嘘
を
認
め
る
か
認
め
な
い
か
の
は
ざ
間
に
あ
っ
た
と
言
う
方
が
適
切
で
あ
る
。
そ
し
て

カ
ン
ト
は
一
七
九
〇
年
代
に
至
る
に
つ
れ
、
一
切
の
嘘
を
認
め
な
い
方
向
に
成
熟
し
て
い
っ
た
と
見
る
こ
と
が
、

『
基
礎
づ
け
』
や
『
実
践
理
性
批
判
』
、
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
嘘
に
対
す
る
彼
の
厳
し
い
調
子

と
も
相
性
が
い
い
と
思
わ
れ
る
。 

そ
し
て
何
よ
り
、
こ
れ
ら
の
倫
理
学
的
諸
著
作
を
性
格
づ
け
る
、
も
っ
ぱ
ら
法
則
に
基
づ
い
て
義
務
に
従
う
意

志
が
人
間
に
道
徳
的
価
値
を
与
え
る
と
い
う
主
張
と
、
善
な
る
意
志
に
は
行
為
の
帰
結
は
ま
っ
た
く
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
と
い
う
主
張
と
に
正
確
に
従
う
な
ら
、
カ
ン
ト
は
嘘
に
対
し
て
は
必
然
的
に
全
面
的
禁
止
の
立
場
に
立
た

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
今
か
ら
こ
の
見
解
に
説
明
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
。 

  

第
三
節 

ペ
イ
ト
ン
に
対
す
る
反
論 

 

義
務
の
衝
突
は
存
在
し
な
い 

 

ま
ず
、
ペ
イ
ト
ン
に
よ
る
カ
ン
ト
の
義
務
概
念
の
解
釈
の
不
適
切
さ
を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ペ
イ
ト
ン
は

『
基
礎
づ
け
』
で
カ
ン
ト
が
完
全
義
務
を
「
傾
向
性
を
利
す
る
た
め
の
例
外
を
何
ら
許
さ
な
い
義
務
」
と
定
義
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
不
完
全
義
務
は
傾
向
性
に
基
づ
く
例
外
を
許
す
」
と
い
う
示
唆
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
し
か

し
こ
の
推
測
は
い
さ
さ
か
飛
躍
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

ペ
イ
ト
ン
は
、
不
完
全
義
務
に
つ
い
て
、
こ
の
義
務
は
「
わ
れ
わ
れ
に
格
率
を
採
用
す
る
よ
う
命
じ
る
が
、
わ

れ
わ
れ
が
だ
れ
を
ど
の
程
度
助
け
る
か
を
決
め
る
自
由
裁
量
を
残
す
」
（Paton. p.192
）
と
も
説
明
し
て
い
て
、

確
か
に
こ
の
説
明
は
カ
ン
ト
の
主
張
に
一
致
す
る
。
と
い
う
の
も
、
カ
ン
ト
は
、『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
徳
論
の

決
疑
論
の
説
明
に
お
い
て
、「
倫
理
学
は
、
そ
れ
が
そ
の
不
完
全
義
務
に
許
す
活
動
余
地
の
ゆ
え
に
、
あ
る
格
率
が

特
殊
な
場
合
に
お
い
て
い
か
に
適
用
さ
る
べ
き
か
に
決
着
を
つ
け
る
よ
う
判
断
力
に
…
…
要
求
す
る
と
こ
ろ
の
疑

問
に
陥
ら
ざ
る
を
え
な
い
」（M

S. V
I 411

）
と
言
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
不
完
全
義
務
が
例
外
を
許
す
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
こ
と
は
カ
ン
ト
か
ら
外
れ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
カ
ン
ト
が
『
基
礎
づ
け
』
に
お
い
て
義
務
の
四
つ
の
例
を
用
い
な
が
ら
格
率
の
普

遍
化
可
能
性
の
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
る
が
、
あ
れ
は
ま
さ
に
、
道
徳
的
格
率
は
法
則
の
性
格
を
備
え
る
の
で
、
こ

れ
に
対
す
る
例
外
は
許
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
（G

r. IV
 424

）
。
カ
ン
ト
が
完
全
義
務
を
「
傾
向
性
を
利
す
る
た
め
の
例
外
を
何
ら
許
さ
な
い
義
務
」

と
言
っ
て
い
る
の
は
、
『
基
礎
づ
け
』
で
の
文
脈
に
し
た
が
え
ば
、
「
傾
向
性
を
利
す
る
た
め
の
例
外
が
思
考
さ
れ

、
、
、
、

る
こ
と
す
ら

、
、
、
、
、
許
さ
れ
な
い
義
務
」
と
い
う
ふ
う
に
解
す
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
一
方
不
完
全
義
務
は
、
傾
向
性
に

基
づ
く
例
外
が
思
考
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
し
て
も
、
意
欲
さ
れ
る

、
、
、
、
、
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
ま
た
、『
人
倫
の

形
而
上
学
』
で
カ
ン
ト
が
「
広
い
義
務
と
い
う
言
葉
は
、
行
為
の
格
率
に
例
外
を
許
す
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
く
、
た
だ
あ
る
義
務
の
格
率
を
他
の
義
務
の
格
率
に
よ
っ
て
（
た
と
え
ば
普
遍
的
な
隣
人
愛
を
親
孝
行
に
よ

っ
て
）
制
限
す
る
の
を
許
す
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
」
（M

S. V
I 390

）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
不

完
全
義
務
だ
か
ら
と
言
っ
て
た
だ
ち
に
傾
向
性
に
基
づ
く
例
外
を
許
す
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、
不
完
全
義
務
が
傾
向
性
に
基
づ
く
例
外
を
許
す
と
い
う
ペ
イ
ト
ン
の
想
定
は
誤
っ
て
い
る
の
で
、
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こ
れ
に
基
づ
い
て
主
張
さ
れ
る
、
傾
向
性
よ
り
も
厳
格
な
理
由
す
な
わ
ち
義
務
に
基
づ
く
必
要
な
例
外
が
許
さ
れ

る
と
い
う
考
え
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

さ
ら
に
ペ
イ
ト
ン
は
、
義
務
に
例
外
が
あ
り
う
る
こ
と
を
義
務
同
士
の
衝
突
の
問
題
に
重
ね
あ
わ
せ
る
。
不
完

全
義
務
が
そ
れ
よ
り
も
強
い
完
全
義
務
に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
あ
る
完
全
義
務
が
別
の
完

全
義
務
に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
し
、
さ
ら
に
特
別
な
場
合
に
は
あ
る
完
全
義
務
が
あ
る
不
完
全

義
務
に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
最
後
の
命
題
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ペ

イ
ト
ン
は
『
嘘
』
論
文
の
カ
ン
ト
の
主
張
に
反
対
し
よ
う
と
す
る
。 

こ
こ
で
義
務
の
衝
突
に
関
す
る
カ
ン
ト
の
考
え
を
再
度
確
認
し
て
お
く
。
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
で
カ
ン
ト
は
、

複
数
の
義
務
の
根
拠
が
あ
り
、
義
務
が
衝
突
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
で
も
、
た
だ
そ
う
見
え
る
だ
け
で
あ
っ
て
、

そ
の
場
合
必
ず
一
方
の
根
拠
が
義
務
で
は
な
い
の
で
、「
義
務
の
衝
突
は
全
く
考
え
ら
れ
な
い
」（M

S. V
I 224

）

と
書
い
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
常
に
「
よ
り
強
い
義
務
づ
け
の
根
拠

、
、
、
、
、
、
、
が
場
所
を
占
め
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
対

立
す
る
二
つ
の
根
拠
が
同
時
に
義
務
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
だ
と
カ
ン
ト
は
言
う
。 

し
た
が
っ
て
、
ペ
イ
ト
ン
が
言
う
よ
う
に
、
不
完
全
義
務
が
、
そ
れ
よ
り
も
義
務
づ
け
の
根
拠
が
強
い
完
全
義

務
に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
る
と
言
う
こ
と
は
カ
ン
ト
に
沿
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
完
全
義
務
が
他
の
完
全
義
務
に
勝

つ
と
い
う
こ
と
ま
で
は
言
え
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
明
ら
か
な
の
は
、
不
完
全
義
務
が
完
全
義
務
に
勝
つ
と

い
う
場
合
は
、『
人
倫
の
形
而
上
学
』
で
の
カ
ン
ト
の
主
張
に
照
ら
す
限
り
で
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ペ
イ
ト
ン
の
主
張
が
支
持
で
き
な
い
の
は
『
基
礎
づ
け
』
の
議
論
か
ら
も
言
え
る
。 

 

ペ
イ
ト
ン
が
人
命
を
助
け
る
義
務
（
他
人
へ
の
親
切
）
が
、
真
実
の
義
務
よ
り
も
義
務
づ
け
の
強
度
が
強
い
と

考
え
る
根
拠
は
、
前
者
が
後
者
よ
り
も
明
ら
か
に
「
神
聖
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（Paton. p.198

）
。
し

か
し
、
カ
ン
ト
の
言
う
義
務
づ
け
の
強
度
と
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
な
い
。
カ
ン
ト
は
「
義
務
づ
け
」
と
は
「
人

が
拘
束
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
方
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（M

S. V
I 222

）
。
そ
し
て
カ
ン
ト
は
、
法
義
務
は

た
だ
他
人
に
対
す
る
「
自
由
の
形
式
的
条
件
」
を
扱
う
が
（M

S. V
I 380

）
、
徳
義
務
は
た
だ
「
意
志
決
定
の
形

式
性
」
を
扱
う
（M

S. V
I 383

）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
義
務
を
問
題
に
す
る
と
き
に
は
い
つ
で
も
そ
の
形
式

に
注
目
す
る
の
で
あ
る
。 

義
務
の
形
式
性
の
問
題
と
い
え
ば
『
基
礎
づ
け
』
の
格
率
の
普
遍
化
テ
ス
ト
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
殺
や
嘘

の
約
束
は
行
為
そ
れ
自
体
の
う
ち
に
、
つ
ま
り
形
式
的
矛
盾
（
「
内
的
不
可
能
性
」
）
を
抱
え
て
い
る
の
で
完
全
義

務
に
反
す
る
が
、
才
能
の
陶
冶
の
怠
慢
や
不
親
切
は
そ
う
し
た
形
式
的
矛
盾
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
よ
り
完
全

性
の
低
い
不
完
全
義
務
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
区
別
に
応
じ
て
、
完
全
義
務
は
そ
れ
を
守
る
こ
と

が
「
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
」
、
「
厳
格
な
」
義
務
で
あ
り
、
不
完
全
義
務
は
守
れ
ば
「
功
績
と
な
る
」
義
務
で
あ

る
と
い
う
義
務
強
度
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
義
務
の
根
拠
の
強
弱
は
、
行
為
が
基
づ
く
意
志
が
矛
盾
せ
ず
生
じ
う

る
か
と
い
う
観
点
に
よ
る
。
こ
れ
が
カ
ン
ト
の
枠
組
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
け
ば
、
人
が
守
る
べ
き
義
務
の
根

拠
が
複
数
存
在
し
、
互
い
に
衝
突
し
合
う
場
合
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ペ
イ
ト
ン
は
こ
の
こ
と
を
理
解
し
損
ね
て
い

る
。 ま

た
ペ
イ
ト
ン
は
、
道
徳
法
則
に
対
す
る
例
外
を
認
め
る
立
場
を
カ
ン
ト
自
身
の
う
ち
に
見
出
し
た
い
ば
か
り

に
、
あ
る
義
務
が
他
の
義
務
に
優
先
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
一
方
の
義
務
が
守
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
そ
の
義
務
に

例
外
が
発
生
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
議
論
を
理
解
で
き
な
い
も
の
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
カ
ン
ト
に
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よ
れ
ば
そ
も
そ
も
義
務
の
衝
突
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
、
義
務
の
衝
突
の
問
題
を
例
外
の
問
題
に

置
き
換
え
る
こ
と
は
見
当
違
い
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
義
務
の
衝
突
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
義
務
づ
け
の
強
度
の
ほ
か
に
、
カ
ン
ト
の
反
帰
結
主
義

か
ら
も
説
明
で
き
る
。
カ
ン
ト
に
お
い
て
、
義
務
が
命
じ
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
義
務
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら

で
あ
っ
て
、
行
為
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
帰
結
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
は
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
。
カ
ン
ト

の
こ
の
反
帰
結
主
義
を
見
落
と
し
た
が
ゆ
え
に
、
ペ
イ
ト
ン
は
ず
っ
と
『
嘘
』
論
文
の
事
例
を
義
務
の
衝
突
の
問

題
に
変
換
し
て
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
の
事
例
で
は
、
カ
ン
ト
か
ら
す
れ
ば
、
何
も
義
務
の

衝
突
は
起
こ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

 

殺
人
者
の
例
で
は
、
私
が
殺
人
者
に
嘘
を
言
う
こ
と
が
友
人
を
助
け
る
結
果
に
な
る
の
か
ど
う
か
は
偶
然
に
依

存
す
る
、
と
カ
ン
ト
は
言
う
。
確
か
に
こ
れ
は
そ
う
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
厳
密
に
言
え
ば
、
真
実
を
言
う
行
為
は
、

同
時
に
、
友
人
を
助
け
る
行
為
と
対
立
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
も
そ
も
義
務
の
衝
突
は

起
こ
っ
て
い
な
い
。
講
義
録
で
カ
ン
ト
が
用
い
て
い
た
強
奪
者
の
例
も
同
じ
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
私
を
暴
力
で
脅
す
強
奪
者
に
対
し
、
嘘
を
言
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
私
が
害
を
免
れ
る
か
ど

う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
金
を
も
っ
て
い
な
い
と
嘘
を
言
っ
て
も
、
逆
上
し
た
強
奪
者
が
無
理
や
り
金
を
奪
う
こ
と

は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
結
果
は
偶
然
に
左
右
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
も
、
真
実
を
言
う

義
務
は
、
厳
密
に
は
自
分
を
守
る
義
務
と
対
立
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

傾
向
性
、
人
間
愛
、
道
徳
法
則
へ
の
尊
敬 

ペ
イ
ト
ン
は
ま
た
、
人
間
愛
を
義
務
の
原
因
と
し
て
見
な
そ
う
と
し
た
た
め
に
、
無
実
の
友
人
を
助
け
る
こ
と

は
、
真
実
の
義
務
よ
り
も
神
聖
で
あ
る
と
言
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
人
間
愛
は
、

傾
向
性
と
は
ち
が
い
、
完
全
義
務
に
例
外
を
認
め
う
る
正
当
な
理
由
に
な
る
と
ペ
イ
ト
ン
は
考
え
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
こ
こ
で
、
義
務
を
生
じ
さ
せ
る
原
因
を
人
間
の
感
情
に
関
し
て
考
え
て
お
き
た
い
。 

カ
ン
ト
が
例
外
を
拒
絶
す
る
と
き
に
は
い
つ
も
、「
傾
向
性
を
利
す
る
た
め
の
」
例
外
を
一
切
許
さ
な
い
と
い
う

言
葉
づ
か
い
を
し
て
い
る
こ
と
に
は
す
で
に
注
意
を
喚
起
し
て
お
い
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
こ
の
点
に
立
脚
し
た
、

傾
向
性
を
利
す
る
た
め
で
は
な
い
必
要
な
例
外
な
ら
ば
許
さ
れ
る
と
い
う
ペ
イ
ト
ン
の
主
張
も
否
定
し
た
。
で
は
、

こ
の
結
論
か
ら
す
れ
ば
、
殺
人
者
か
ら
友
人
を
助
け
た
い
と
思
う
感
情
、
す
な
わ
ち
人
間
愛
は
、
傾
向
性
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。 

確
か
に
、
こ
の
感
情
は
自
分
の
欲
求
に
基
づ
い
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
の
で
、
傾
向
性
と
は
区
別
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
も
っ
ぱ
ら
慈
悲
や
義
憤
の
感
情
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
カ
ン
ト
は
こ
う
し
た
感
情
が
普
遍
的
に
義
務
を
命
ず
る
法
則
に
な
り
う
る
と
は
考
え
な
い
。
な

ぜ
な
ら
感
情
は
、
客
観
的
な
必
然
性
を
も
つ
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
カ
ン
ト
は
、『
人
倫
の
形
而
上

学
』
に
お
い
て
人
間
愛
を
、
感
覚
の
こ
と
が
ら
で
あ
っ
て
、
意
欲
の
こ
と
が
ら
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
（M

S. V
I 

401

）
。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
傾
向
性
と
は
同
一
視
さ
れ
な
い
に
し
て
も
、
人
間
愛
は
自
然
的
感
情
や
道
徳
的
感
情

に
基
づ
く
意
志
の
他
律
に
分
類
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
人
間
愛
は
、
嘘
を
つ
い
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
完
全
義
務
に

例
外
を
作
り
出
す
根
拠
に
な
り
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、『
嘘
』
論
文
の
題
名
そ
の
も
の
に
あ
る
よ
う
に
、
人
間
愛
が

理
由
で
あ
る
な
ら
ば
嘘
を
つ
く
権
利
が
あ
る
と
い
う
考
え
は
虚
妄
で
あ
る
（Ü

ber ein verm
eintes Recht aus 
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M
enschenliebe zu lügen

）。 
た
だ
し
、
感
情
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
け
ば
、
道
徳
法
則
あ
る
い
は
義
務
に
対
す
る
尊
敬
の
感
情
だ
け
は
別
で

あ
る
。
こ
の
感
情
は
理
性
的
感
情
で
あ
っ
て
、
人
間
愛
な
ど
の
他
の
経
験
的
感
情
と
は
区
別
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
こ

の
感
情
は
義
務
の
根
拠
に
な
り
う
る
。
む
し
ろ
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
尊
敬
に
基
づ
い
て
義
務
は
果
た
さ
れ
る
べ
き
だ

と
カ
ン
ト
は
言
う
（K

pV
. V

 74-78

）62

。 

し
た
が
っ
て
、
完
全
義
務
に
対
す
る
例
外
は
、
厳
密
に
言
う
な
ら
ば
、「
傾
向
性
を
含
む
一
切
の
経
験
的
な
も
の

に
基
づ
く
」
例
外
は
許
さ
れ
な
い
、
と
表
現
さ
れ
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
そ
の
例
外
に
は
人
間
愛
も
含
ま
れ
る
。 

  

法
則
は
定
言
命
法
の
必
然
性
を
表
す 

ど
の
著
作
に
も
通
ず
る
カ
ン
ト
の
倫
理
学
上
の
第
一
の
目
標
は
、
経
験
か
ら
独
立
し
た
理
性
の
み
に
基
づ
く
純

粋
な
道
徳
の
理
論
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
従
来
の
、
幸
福
へ
の
欲
求
や
、
自
然
的
感
情
あ

る
い
は
道
徳
的
感
情
な
ど
に
基
づ
い
て
行
為
す
る
こ
と
を
善
と
す
る
道
徳
学
と
の
徹
底
的
な
決
別
を
意
味
す
る
。

こ
う
し
な
い
限
り
、
道
徳
性
の
原
理
が
だ
れ
に
も
普
遍
的
に
妥
当
す
る
必
然
的
な
も
の
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
経
験
的
な
動
機
は
主
観
的
に
は
必
然
的
で
あ
っ
て
も
、
客
観
的
に
必
然
的
に
な
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

ゆ
え
に
、
カ
ン
ト
に
と
っ
て
は
、
経
験
的
な
条
件
に
制
限
さ
れ
な
い
定
言
命
法
に
し
た
が
う
行
為
の
み
が
唯
一
、

真
の
道
徳
的
価
値
を
持
ち
う
る
。
そ
れ
は
、
嘘
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
私
が
名
誉
を
失
い
た
く
な
い
な
ら
、
私
は
嘘

を
つ
く
べ
き
で
は
な
い
」
と
言
う
の
が
仮
言
命
法
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
定
言
命
法
は
「
た
と
え
私
が
少
し
も
恥

を
か
く
こ
と
に
な
ら
な
く
て
も
、
私
は
嘘
を
つ
く
べ
き
で
は
な
い
」
と
言
う
（G

r. IV
 441/419

）
。
定
言
命
法
は
、

「
も
し
～
な
ら
」
と
い
う
条
件
節
を
、
す
な
わ
ち
、
行
為
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
目
的
を
も
た
な
い
。
定
言
命
法

は
、
た
だ
「
～
す
べ
し
」
だ
け
を
命
じ
、
こ
れ
だ
け
が
意
志
の
目
的
に
な
る
の
で
あ
る
。
条
件
に
依
存
し
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
普
遍
的
に
妥
当
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
定
言
命
法
は

法
則
の
概
念
を
含
む
。
カ
ン
ト
は
『
基
礎
づ
け
』
に
お
い
て
定
言
命
法
と
法
則
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。 

 

定
言
命
法
が
法
則
の
他
に
含
む
の
は
、
法
則
に
適
合
す
る
べ
き
だ
と
い
う
格
率
の
必
然
性
し
か
な
い
の
で
あ

り
、
そ
れ
で
い
て
法
則
は
、
法
則
を
制
限
し
て
い
た
条
件
を
何
ら
含
ん
で
い
な
い
の
で
、
残
る
の
は
、
行
為

の
格
率
が
適
合
す
る
べ
き
法
則
全
般
の
普
遍
性
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
定
言
命
法
が
必
然
的
な
も
の
と
し

て
表
象
さ
れ
る
の
は
、
も
と
は
と
い
え
ば
、
た
だ
こ
の
よ
う
に
適
合
す
る
か
ら
こ
そ
な
の
で
あ
る
（G

r. IV
 

419-20

）
。 

  

こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、
法
則
は
、
定
言
命
法
の
必
然
性
の
性
格
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
証
明
す
る

た
め
に
、
カ
ン
ト
は
あ
の
格
率
の
普
遍
化
可
能
性
の
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
普
遍
化
テ
ス
ト
に
堪
え

う
る
格
率
だ
け
が
、
道
徳
的
な
法
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

                                        

         

 
62 

「
道
徳
法
則
に
対
す
る
尊
敬
は
、
唯
一
で
同
時
に
疑
う
こ
と
の
で
き
な
い
道
徳
的
動
機
で
あ
る
」
（K

pV
. V

 78

）。 
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こ
う
し
た
定
言
命
法
と
道
徳
法
則
の
密
接
な
関
係
を
考
慮
し
て
ペ
イ
ト
ン
の
主
張
を
思
い
出
せ
ば
、
そ
の
主
張

が
カ
ン
ト
と
整
合
し
え
な
い
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
ペ
イ
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
道
徳
法
則
は
、
最
上
の
道
徳
原
則

で
あ
る
定
言
命
法
の
い
ち
適
用
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
殊
的
な
定
言
命
法
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い63

。
両
者
は
次

元
を
異
に
す
る
。
ゆ
え
に
、
下
位
の
道
徳
法
則
に
例
外
が
認
め
ら
と
し
て
も
、
そ
れ
が
最
上
の
道
徳
原
則
の
普
遍

性
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
考
え
は
明
ら
か
に
危
険
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
道
徳

法
則
は
、
道
徳
原
則
を
道
徳
原
則
た
ら
し
め
る
必
然
性
の
表
現
そ
の
も
の
な
の
で
、
こ
の
必
然
性
が
否
定
さ
れ
れ

ば
、
道
徳
原
則
も
共
倒
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
こ
の
こ
と
を
『
嘘
』
論
文
の
最

後
で
強
調
し
て
い
た
。 

 

す
べ
て
の
法
的
・
実
践
的
な
原
則
は
厳
格
な
真
理
を
含
む
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
ず
…
…
原
則
の
例
外
を

含
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
普
遍
性
の
ゆ
え
に
の
み
原
則
と
い
う
名
を
用
い
る
わ
け
だ

が
、
例
外
は
そ
の
普
遍
性
を
無
に
帰
せ
し
め
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
（Lüge. V

III 430

）
。 

  

ペ
イ
ト
ン
は
、
し
か
し
、
道
徳
法
則
に
必
要
な
例
外
を
認
め
る
こ
と
は
、
道
徳
原
則
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と

さ
さ
え
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
理
論
哲
学
に
お
い
て
、「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
特
殊
な
因
果
法
則
に
対
す
る
違
反

を
見
つ
け
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
す
ぐ
さ
ま
そ
の
法
則
を
変
え
よ
う
と
し
た
り
、
因
果
性
の
原
則
が
侵
害
さ
れ
る
の

で
は
な
く
て
む
し
ろ
確
証
さ
れ
る
よ
う
な
よ
り
普
遍
的
な
法
則
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
」（Paton. p.197

）
こ
と

と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。 

確
か
に
こ
う
考
え
る
と
実
践
哲
学
で
も
う
ま
く
い
く
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
見
過
ご
せ
な
い
問
題
は
、

理
論
哲
学
に
お
け
る
普
遍
的
原
則
と
特
殊
的
法
則
と
の
関
係
と
、
実
践
哲
学
に
お
け
る
そ
れ
と
を
並
行
的
に
考
え

る
こ
と
が
適
切
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
実
際
、
二
つ
の
分
野
に
お
け
る
法
則
を
区
別
し
て
い
る
。 

 

理
性
的
存
在
者
は
…
…
あ
る
時
は
感
性
界
に
属
す
る
限
り
で
、
自
然
法
則
（
他
律
）
の
下
に
あ
り
、
次
い
で
、

叡
智
的
世
界
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
自
然
か
ら
独
立
し
た
、
経
験
的
で
は
な
く
て
た
だ
理
性
だ
け
に
基

づ
い
て
い
る
法
則
の
も
と
に
あ
る
（G

r. IV
 452

）
。 

 
 

こ
こ
で
は
、
叡
智
的
存
在
者
と
し
て
の
人
間
の
あ
り
方
を
特
徴
づ
け
る
法
則
と
し
て
、
理
性
に
の
み
基
づ
く
法

則
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
、
自
ら
の
理
性
に
よ
っ
て
の
み
立
て
ら
れ
た
法
則
に
自
ら
従
う
と
い
う
自
律
が
人

間
に
自
由
を
与
え
る
。
こ
れ
は
、
自
然
法
則
す
な
わ
ち
経
験
的
な
も
の
に
支
配
さ
れ
る
と
い
う
他
律
と
は
ま
っ
た

く
逆
の
法
則
で
あ
る
。 

そ
し
て
、『
実
践
理
性
批
判
』
で
「
純
粋
理
性
は
も
っ
ぱ
ら
そ
れ
自
体
の
み
で
実
践
的
〈
行
為
遂
行
的 praktisch

〉

で
あ
り
、（
人
間
に
）
普
遍
的
法
則
を
与
え
る
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
道
徳
法
則

、
、
、
、
と
名
づ
け
る
」（K

pV
. V

 

3
1

）
と
言
う
よ
う
に
、
純
粋
理
性
が
与
え
る
法
則
は
、
そ
れ
自
体
で
行
為
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
な
法
則
で
あ
る
。

                                        

         

 
63 

ペ
イ
ト
ン
は
、『
定
言
命
法 

カ
ン
ト
倫
理
学
研
究
』（
杉
田
聡
訳
、
行
路
社
、
一
九
八
六
年
、
一
九
六
頁
）
で
も
こ

の
解
釈
を
し
て
い
る
。 
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も
し
こ
の
法
則
に
対
し
て
、
ペ
イ
ト
ン
の
言
う
よ
う
に
、
特
殊
な
状
況
―
―
そ
れ
は
経
験
的
な
も
の
で
あ
る
―
―

に
よ
っ
て
例
外
が
認
め
ら
れ
う
る
な
ら
ば
、
理
性
が
経
験
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
純
粋
実

践
理
性
の
概
念
の
廃
棄
で
あ
る
。
法
則
が
、
定
言
命
法
―
―
ペ
イ
ト
ン
の
言
い
方
で
は
最
上
の
原
則
―
―
の
必
然

性
を
表
す
と
し
て
例
外
を
許
さ
な
い
な
ら
ば
、
法
則
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
規
則
も
ま
た
例
外
を
許
す
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
原
則
か
ら
法
則
、
規
則
へ
と
、
人
間
の
経
験
的
特
徴
に
し
た
が
っ
て
特
殊
化
さ
れ
る

道
徳
の
諸
原
理
（principles
）
は
、
常
に
必
然
性
と
抽
象
性
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
こ
れ
ら
は
経
験
的
な
も
の
か
ら
独
立
で
あ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
純
粋
理
性
の
実
践
性
を
傷
つ
け
て

し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
ペ
イ
ト
ン
の
主
張
は
全
面
的
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

以
上
、
ペ
イ
ト
ン
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
カ
ン
ト
の
『
嘘
』
論
文
の
解
釈
を
行
っ
て
き
た
。
結
論
は
、
カ
ン
ト

は
『
嘘
』
論
文
で
一
切
の
嘘
を
禁
止
し
て
お
り
、
こ
れ
は
カ
ン
ト
の
長
き
に
渡
る
嘘
と
の
対
決
の
答
え
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
カ
ン
ト
倫
理
学
の
堕
落
で
は
な
く
、
そ
の
精
神
を
純
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え

る
。 さ

ら
に
、
ペ
イ
ト
ン
と
の
比
較
に
よ
っ
て
次
の
こ
と
が
示
唆
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ン
ト
が
倫

理
学
に
お
い
て
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
道
徳
法
則
を
経
験
的
世
界
の
特
殊
性
・
多
様
性
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
で

は
な
く
て
、
反
対
に
、
経
験
的
世
界
に
お
い
て
道
徳
的
法
則
の
必
然
性
を
保
ち
つ
づ
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
ペ
イ
ト
ン
や
コ
ン
ス
タ
ン
は
、
経
験
的
世
界
あ
る
い
は
現
実
の
社
会
を
存
続
さ
せ
る
道
徳
法
則

を
求
め
た
が
、
カ
ン
ト
は
、
形
而
上
学
的
な
世
界
、
社
会
と
い
う
概
念
、
法
の
空
間
そ
の
も
の
を
存
続
さ
せ
る
道

徳
法
則
を
求
め
た
。
ペ
イ
ト
ン
が
こ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
れ
ば
、『
嘘
』
論
文
を
カ
ン
ト
倫
理
学
の
体
系
か
ら
排

除
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

窮
余
事
例
に
対
す
る
あ
り
う
べ
き
カ
ン
ト
の
回
答 

 

ペ
イ
ト
ン
の
カ
ン
ト
解
釈
は
正
確
と
は
い
え
な
い
け
れ
ど
も
、
彼
が
、
窮
余
の
状
況
に
お
け
る
真
実
の
義
務
の

遂
行
可
能
性
を
疑
問
視
し
、
義
務
に
例
外
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
状
況
に
救
済
策
を
与
え
た
か
っ
た
こ
と

は
よ
く
わ
か
る
。
カ
ン
ト
は
、『
嘘
』
論
文
の
状
況
に
お
い
て
、
実
際
に
殺
人
者
に
真
実
を
言
う
こ
と
が
困
難
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
コ
ン
ス
タ
ン
が
中
間
的
原
則
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
も
一
定
の
共
感
を

示
し
て
い
る
。 

 

 

こ
の
よ
う
な
厳
し
く
て
遂
行
不
可
能
な
理
念
に
迷
い
込
む
の
で
好
ま
し
く
な
い
と
言
わ
れ
る
諸
原
則
へ
の
非

難
に
関
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
氏
が
そ
こ
で
述
べ
て
い
る
見
解
は
、
よ
く
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
正

し
い
も
の
で
あ
る
（Lüge. V

III 428

）
。 

 
 

ど
ん
な
人
で
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
陥
っ
た
ら
、
ほ
ぼ
確
実
に
嘘
を
つ
い
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
カ
ン
ト
も
そ

れ
を
重
々
理
解
し
て
い
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
誰
が
見
て
も
明
ら
か
に
遂
行
不
可
能
に
見
え
る
極
限

の
状
況
を
設
定
し
て
論
文
を
書
か
な
い
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
な
が
ら
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
カ
ン
ト
が
、
殺
人
者
の
例
に
お
い
て
友
人
を
助
け
る
義
務
が
私
に
は
な

い
、
と
考
え
て
い
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
カ
ン
ト
は
ど
こ
で
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
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言
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
推
測
に
な
る
が
、
窮
余
の
場
合
に
お
い
て
実
際
に
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
判
断
す

れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
疑
問
に
対
す
る
カ
ン
ト
の
あ
り
う
べ
き
回
答
を
考
え
て
み
た
い
。 

ま
ず
、
カ
ン
ト
な
ら
ば
、
殺
人
者
が
友
人
を
追
っ
て
く
る
場
合
で
も
私
た
ち
は
実
際
に
真
実
の
完
全
義
務
を
遵

守
す
る
こ
と
を
行
い
う
る
と
言
う
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
上
で
友
人
の
命
を
助
け
る
不
完
全
義
務
を
果
た
そ
う

と
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
言
う
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
私
が
殺
人
者
に
真
実
を
言
っ
た
あ
と
で
、
殺
人
者
が
家

に
押
し
入
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
で
私
は
友
人
を
助
け
る
た
め
に
殺
人
者
を
抑
制
し
よ
う
と
で
き
る
。
そ
う

し
て
時
間
を
稼
い
で
い
る
う
ち
に
、
友
人
が
う
ま
く
逃
げ
た
り
隣
人
が
助
け
に
駆
け
つ
け
て
き
て
犯
罪
は
防
が
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。『
コ
リ
ン
ズ
』
な
ど
で
扱
っ
て
い
た
強
奪
者
の
例
も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
た
と
え
自

分
の
財
産
や
命
が
か
か
っ
て
い
よ
う
と
も
、
ま
ず
私
は
真
実
を
言
う
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
カ
ン
ト
は
言

う
で
あ
ろ
う
。
講
義
録
の
時
代
で
は
そ
こ
ま
で
強
硬
な
立
場
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
カ
ン
ト
の
最
終
的
な

嘘
に
対
す
る
立
場
に
立
て
ば
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
。 

そ
し
て
、
友
人
や
自
分
自
身
を
守
る
た
め
に
嘘
を
つ
い
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
―
―
こ
れ
が
お
そ
ら
く
す
べ
て

の
人
の
対
応
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
―
―
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
三
章
で
見
た
よ
う
に
、
カ
ン
ト
に
よ
れ

ば
、
私
た
ち
は
こ
の
と
き
人
間
性
の
法
一
般
に
違
反
す
る
。
し
か
し
、
特
殊
的
な
法
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
カ
ン
ト
は
、
ど
の
よ
う
に
急
迫
不
正
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
決
し
て
嘘
を
つ
く
こ
と
を
推
奨
し
な
い

し
、
嘘
を
つ
い
た
場
合
そ
の
人
を
免
罪
す
る
こ
と
も
し
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
嘘
を
つ
い
た
人

を
法
律
で
取
り
締
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、
カ
ン
ト
は
『
嘘
』
論
文
に
お
い
て
、
友
人
を
危
険
か
ら
守
る
義
務
を
無
視
し
た
り
、
や
む
を
え

ず
嘘
を
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
を
不
当
に
糾
弾
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
私
は
考
え
る
。 
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結 

 

『
嘘
』
論
文
に
お
い
て
カ
ン
ト
が
言
お
う
と
し
て
い
る
の
は
、
極
限
の
窮
余
の
状
況
に
お
い
て
実
際
に

、
、
、
人
は
真

実
を
言
う
行
為
を
行
う
、
、
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
実
際
に
は
行
為
で
き
な
く
と
も
、
人
は

義
務
が
何
で
あ
る
か
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
常
に
、
、
そ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

、
、
、
、
と
い
う
こ
と
を
カ
ン
ト
は
言
い

た
い
の
で
あ
る
。
彼
は
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
、
義
務
か
ら
命
じ
ら
れ
た
行
為
が
現
実
に
行
わ
れ
る
か
ど
う
か
は

意
志
の
善
性
に
は
影
響
し
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、『
基
礎
づ
け
』
で
の
叙
述
を
、
少
し
長
く
な
る

が
引
い
て
お
こ
う
。 

  
 

こ
と
さ
ら
徳
の
敵
対
者
で
な
い
に
し
て
も
、
冷
静
で
情
け
容
赦
の
な
い
観
察
者
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
ど
れ

ほ
ど
善
を
熱
望
し
よ
う
と
熱
望
は
熱
望
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
現
実
の
善
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る

の
で
、（
と
り
わ
け
年
を
と
る
に
つ
れ
、
判
断
力
が
経
験
を
積
ん
で
世
知
に
た
け
観
察
も
鋭
く
な
る
と
と
も
に
）

こ
の
世
で
真
の
徳
だ
と
言
え
る
も
の
に
実
際
に
お
目
に
か
か
れ
る
も
の
か
ど
う
か
と
、
時
と
し
て
ふ
と
疑
う

よ
う
に
な
る
。
さ
て
、
そ
ん
な
時
で
も
、
私
た
ち
が
義
務
の
理
念
を
す
っ
か
り
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
く
、

義
務
の
法
則
に
対
す
る
尊
敬
を
し
っ
か
り
と
肝
に
銘
じ
て
お
け
る
の
は
、
私
た
ち
が
次
の
こ
と
を
は
っ
き
り

確
信
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
純
粋
な
源
泉
か
ら
発
し
た
行
為
が
、
た

と
え
か
つ
て
一
度
も
存
在
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
は
こ
の
際
な
ん
ら
問
題
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
事
が
あ
れ
こ
れ
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
全
く
問
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
こ
で

問
題
な
の
は
、
理
性
が
独
自
に
一
切
の
現
象
か
ら
独
立
し
て
、
何
が
行
わ
れ
る
べ
き
か
を
命
じ
る
か
ど
う
か

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
か
す
る
と
今
ま
で
世
界
に
全
く
一
つ
も
実
例
の
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
行

為
が
、
し
か
も
、
す
べ
て
を
経
験
に
基
づ
か
せ
る
人
な
ら
実
行
可
能
性
に
強
い
疑
念
を
抱
く
よ
う
な
行
為
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
理
性
に
よ
っ
て
容
赦
な
く
命
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（G

r. IV
 
40
7-
8

）。 

  

カ
ン
ト
に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
私
た
ち
の
世
界
の
条
件
に
関
わ
り
な
く
義
務
を
命
じ
る
理
性
だ
け
が
、

私
た
ち
を
た
ん
な
る
動
物
か
ら
区
別
さ
れ
る
自
由
な
存
在
に
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
が

ど
ん
な
に
抗
い
が
た
い
、
理
性
に
逆
行
す
る
欲
望
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
理
性

の
命
令
に
従
う
こ
と
が
で
き
た
た
め
し
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
私
た
ち
が
理
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
さ

え
忘
れ
ず
に
い
れ
ば
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
理
性
は
そ
れ
だ
け
で
実
践
的
で
あ
る
の
で
、
私
た
ち

に
は
い
つ
で
も
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
な
す
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。 

 

ペ
イ
ト
ン
に
対
す
る
反
論
の
最
後
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
カ
ン
ト
が
考
え
る
道
徳
的
世
界
と
は
、
形
而
上
学
的

世
界
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
に
お
い
て
は
あ
く
ま
で
、
人
間
が
形
而
上
学
的
世
界
と
経
験
的
世
界
の
両
方
に
同

時
に
属
す
る
理
性
的
存
在
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
形
而
上
学
的
な
道
徳
世
界
を
経
験
的
な
世
界
に
お
い
て
実
現
し

う
る
か
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。
人
間
が
ど
ち
ら
か
一
方
の
世
界
に
し
か
属
さ
な
い
存
在
者
で
あ
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
可
能
性
の
問
題
は
生
じ
な
い
だ
ろ
う
。 

 

こ
の
構
図
は
言
語
の
能
力
に
も
当
て
は
ま
る
。
私
た
ち
は
言
語
を
も
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
嘘
を
つ
く
。
自
分
の
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心
の
中
が
他
人
か
ら
は
見
え
な
い
こ
と
を
利
用
し
て
、
本
当
に
思
っ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
言
う
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
は
欲
望
や
都
合
に
有
利
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
り
、
と
き
に
は
人
命
を
助
け
よ
う
と
思
っ
て
の
こ

と
で
あ
っ
た
り
す
る
。
私
た
ち
は
あ
ま
り
に
抗
い
が
た
く
嘘
へ
傾
向
づ
け
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
他
方
で
、

私
た
ち
は
言
語
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
意
志
さ
え
す
れ
ば
、
嘘
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
ど
ん

な
利
益
に
反
し
て
も
真
実
を
言
う
こ
と
が
常
に
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
嘘
に
は
、
人
の
欺
き
へ
の
傾
向
性

と
、
真
実
を
言
う
こ
と
へ
の
可
能
性
と
が
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
き
な
が
ら
宿
っ
て
い
る
。
嘘
は
は
っ
き
り
と
、

二
世
界
に
属
す
る
理
性
的
存
在
者
と
し
て
の
人
間
の
あ
り
方
の
縮
図
で
あ
る
と
い
え
る
。
ゆ
え
に
、
人
間
と
い
う

独
自
の
存
在
の
仕
方
を
す
る
理
性
的
存
在
者
の
自
由
を
描
写
す
る
た
め
の
主
題
と
し
て
、
カ
ン
ト
は
生
涯
、
嘘
の

問
題
に
取
り
組
み
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
。 
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